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「あんた、家族はいないの？」




　頭を無む理り矢や理り擦こすり上げられた。撫なでるなんてものではない。加減を知らない幼い手は、ぐいぐいと力強く彼の頭を押してきた。首が痛いくらいだ。逃にげようと身をよじっても、もう片方の手でしっかりと地面に胴どう体たいを押さえつけられていたので、残る手段として彼は牙きばを剝むいた。

　だが、少女の手は元から傷だらけだった。おおかたこんなふうに動物に手を出しては引っかかれているのだろう。牙が掌てのひらを引っ搔かいて血が出たというのに、少女は至って平然として、変わらず彼の頭をぐいぐいと押さえつける。

　少女の、丸く見開かれた目が彼を覗のぞき込んで、興味深そうに笑った。

「こんなケガして、一人なんて寂さびしいね。それなら、ねえ、あんた、あたしといっしょにくる？」

　彼は再び牙を剝いた。少女はけらけらと笑ってその口を摑つかんで顎あごを押さえ込み、もう一方の手で彼を抱だき上げた。彼はもがいたが、傷の治ち療りように集中するため、今は子ギツネの姿を取っていた。この姿ではそうそう強い力は使えない。

「そっかあ、そうねえ、いっしょにいこうねえ」

　少女は彼を抱かかえて身を起こすと、小麦畑の真ん中で、やってきた方向を振ふり返った。畑の向こうには人と家か畜ちくが黒い列を作って移動していた。アリの行進のようなそれを見つけると、少女はにっこりと笑って駆かけ出した。

　だが、その鼻先を蝶ちようが一羽掠かすめて飛んだ。それだけで少女の注意はそちらへ行ってしまい、また蝶を追いかけて畑の中を走り回る。やっと捕つかまえると、脚あしのところを持って、自じ慢まんげに彼に見せるのだ。

「どう？　珍めずらしい色でしょ。最初はこの子を追いかけて畑に入ったのよ？　それであんたを見つけたの。ふふ、ねえ、あんたも運が良いいんだから──」

　勝手にそんなことを言う。彼はうんざりしてまたもがいたが、少女は気にも留めずにそれを押さえつけ、蝶と彼を抱えて顔を上げた。

　件くだんの列は、さらに遠くに移動して、もはや黒い影かげにしか見えなかった。

　少女はさすがにその距きよ離りに驚おどろいた様子で、彼を抱え直し、慌あわてて走り出した。その拍ひよう子しに蝶がふらりと手を離はなれて飛んでいったが、もう見向きもしなかった。ただ麦の穂を搔き分け、畑を抜ぬけてあぜ道にまろび出て、そこから馬車の通る街かい道どうへ抜け、土つち埃ぼこりを立てて列を追いかけ、ついには追いついて、疲つかれ切った大人と子どもの中に交じった。

　だが、そこでさらに顔色を変える。

「……あれ？」

　周囲を見回す。疲れた顔の大人たち、元気をなくした子どもたち、瘦やせた家畜──そうして、少女の目に怯おびえが走る。

「知ってる人、いない……」

　少女は慌て始めた。あちこち走り回って、大人たちに訊きいて、ようやくこの列が自分の村の列ではないと知って、いっそう慌てた。その間中彼は彼女の腕うでに抱かれていて、おかげでやっと事情が飲み込めた。つまり、彼女や彼女の村の人間たちは、敗戦によって入植地を捨てて本国に戻もどろうとしていて、今彼女が勘かん違ちがいしたこのグループも、同じような境きよう遇ぐうで移動中の入植者たちだったのだ。彼女の村の人々は、彼女が追いかけっこに夢中になっている間に、ずっと先に移動してしまったのだろう──あるいは、ここまでのどこかで、別の道に入ったのかもしれない。当然彼女の家族も、どこか別の場所にいるのだ。

　少女は、見知らぬ人々の中で、途と方ほうに暮れた様子だった。

　夏ではあったがその夜は冷え込んだ。疲れた人間と家畜の集団は森の外れに見つけた空き地に固まり、火を焚たき、少ない食しよく糧りようを分け合って食事をし、毛布にくるまり眠ねむった。食事時に面めん倒どう見みの良さそうな女が僅わずかばかりのパンを彼女に分け与あたえたが、いつまでもそれを続けられるわけではあるまい。危機感と飢き餓が感かんのためか、入植者たちが、それ以上一人きりの少女を取り立てて構うということはなかった。

　少女は、集団から少し離れた、けれど焚き火の明かりは届く辺りで、倒とう木ぼくを背に座り込んだ。相変わらず彼のことはしっかりと抱き締しめて、離そうとしない。憔しよう悴すいしているようだったが、彼は、バカな子だ、としか思わなかった。とにかくこの子が眠り込んだら腕の中から抜け出そうと考えていて、その機会を待っていた。

　その時ぴちゃんと額に冷たいものが降ってきて、彼は頭を上げた。雨かと思ったら、水すい滴てきの源は少女の目だった。薄うす青あおい、ちょっと緑の混じった目だ。氷河に光を当てたみたいなその目が濡ぬれて、本当の氷のようだった。おや、こいつはバカだけど、この目だけは綺き麗れいだな。彼はそう思った。もう少し泣かせてみたくなって、自分を拘こう束そくする彼女の肘ひじを引っ搔いた。彼女は目を丸くして、何な故ぜか笑った。

「あたしのこと、なぐさめてくれてるの？」

　彼は泣かせたかったのに、彼女はどういうわけだか笑って彼にほおずりした。最初に頭を撫でられた時より力が弱くて、優やさしい感かん触しよくだったので、彼は彼女の行こう為いを許し、されるがままになった。汗あせの臭においに混じって、お日様によく当てて乾かん燥そうさせた藁わらの匂においがして、彼は目を細めた。甘い花のような匂いも少し。ふんふんと匂いを嗅かぐと、彼女はくすぐったそうに首を竦すくめた。

「やさしいこね」

　彼女は良い匂いがした。それから柔やわらかくて、温かくて、美お味いしそうだった。食べたら少しケガの治りが早くなるかな、と彼は考えて、元の姿に戻って牙を突つき立てることも考えたが、その温ぬくもりがあんまり心地ここちよかったのでとりあえず後回しにした。

　彼女は彼の頭を優しく撫でた。そうだ、最初からそうやって撫でればいいんだ。彼は目を瞑つぶった。

「あんたあったかいわ。ねえ……」

　少女の声が、少しずつ間延びしてくる。頭を撫でる動きが、ゆっくりと、緩かん慢まんになってくる。眠ねむ気けが湧わいてきたのだろう──彼も少し寝ねてもいいかな、と思えてきた。

「ねえ……いっしょに、」

　小さな、幼い声が、彼の耳に甘く言葉を囁ささやく。

「いっしょに、いこっか……」

　どこへも行き場所なんかないくせに。

　彼は腹の中で笑った。笑いながら、もぞもぞと動いて彼女の腕の中に寝場所を確保した。彼女の身体からだから力が抜けて、腕の重みが彼の身体にかかった。

　一人と一匹ぴきは、空き地の外れで、小さくまるまって夜を過ごした。

　どちらも、行き場所なんてなかった。一匹は自由で、一人は孤こ独どくだったから。だから彼らは孤独と自由を分け合って、どちらのものともわからなくなった熱を感じながら微睡まどろんだ。




　そうして、まるで夢の続きのような日々が始まった。
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「いっしょに──……」




　口が重くて、なかなか声が出てこなかった。苦労してやっと言葉らしきものを押し出した時には、彼女は半ば目覚めていた。音が聞こえる──がたんごとんという揺ゆれが、意識を再びの眠りへ誘いざなおうとする。周囲のざわめきは子こ守もり歌うたのように身体を揺すぶる。足あし下もとの火ひ鉢ばちからはじわじわと熱が伝わる。

「むにゃ……あと五ふ……んっ」

　後頭部を叩たたかれた。

　仕方なく、リティーヤは衝しよう撃げきを受けた頭部をさすりつつ顔を上げた。隣となりには研究室の先せん輩ぱいであるテヨルがいて、呆あきれた顔でリティーヤを眺ながめていた。殴なぐったのは彼女だろう。小こ柄がらながらパワフルなテヨルは、しばしば口より先に手が出る。

「あんたねえ、何寝ぼけてんだよ。もう降りるよ、準備しな」

「んにゃ、いや、寝ぼけてない、ですよー……」

「……寝るなっ！　ブルーライドに着くよ！」

　また寝そうになっていたリティーヤは、テヨルに胸むなぐらを摑つかまれわっさわっさと揺さぶられ、目をこじ開けた。何か、聞き覚えのある言葉を聞いた。

「ぶるーらいど……」

「北部鉄道の終着駅！　極地遠えん征せい！　あんたどんだけ寝ぼけてんだよ！」

「あ」

　さあっと眠気が吹ふき飛ぶ。車窓の景色は荒こう野やから街中へと変わっている。もうすぐ駅に着くのだ。北部鉄道の終着駅、ブルーライドに。郊こう外がいの宿に泊とまって、そこから先はウマと橇そりでの移動になる。

　そうして、極地を目指すのだ。

　奪うばわれた、石板を追い求め。




　二週間ほど前のことだ。

《学アカ園デミー》本部に潜もぐり込んだ賊ぞくが、最重要地区から数すう片へんの石くれを奪い去った。

　それは、大陸中の魔ま力りよくを支配するという《グリーンワードの魔導書》、その中でも〈昼〉魔力を司つかさどる〈昼〉の石板の欠片かけらだった。《学園》には、五つに砕くだかれ、寒冷化の引き金になったと言われるその欠片のうち二つ、ことによっては三つが保管されており、賊の狙ねらいは欠片の強ごう奪だつにあった。

　奪っていったのは《風と八月党》なる組織だ。その後の行方ゆくえは定さだかではないが、事件と前後して、魔力が原因と思われる異常が発生している地域があった。

　それが、大陸最さい北ほく端たん、氷と雪に閉とざされた無人の土地──極地だ。

　極地は人の住める場所ではない。ただ気温が低く雪が多いだけでなく、強すぎる〈夜〉魔力の影えい響きよう下にあって、《嵐あらし》と呼ばれる異常現象がたびたび発生した。魔力が竜たつ巻まきのように荒あれ狂くるい、体内の血液すら凍こおらせるという。人間が巻き込まれれば命はない。

　それでも、極地独特のその強い魔力の影響によって変異し、《嵐》を避さけるすべを持った幾いくつかの種が棲せい息そくしている。

　第一の異変は、それら極地でしか見られないはずの種が、ひと月ほど前から南下し、北部の人の住む場所に姿を現すようになったことだ。

　そして、第二の異変は、《学園》から石板が奪われた当日に始まった気温の上じよう昇しようだ。

　気温の上昇は〈昼〉の書の存在を示すサインの一つだ。《学園》では保管所であったラガロの塔とう自体が魔力の封ふう印いんとなっていたため、そこを離はなれた瞬しゆん間かんから、〈昼〉魔力は周囲に溢あふれ出すという。再封印までの間、ずっと。

　動物たちの移動の方はまだ原因がわかっていないが、それも今回の件と無関係ではないだろうと考えられている。事を起こす前に《風と八月党》が極地で何らかの準備や実験をしており、危険や異変を察知した動物たちが移動を始めたのではないか、というのが有力な説だ。

　そういうわけで、《学園》は石板の欠片が極地に持ち込まれたのではないかと睨にらんでいる。

『ボクはその中でも《王都》が怪あやしいと思う』

　とは、リティーヤも所属する魔ま力りよく環かん境きよう研究室の室長、ロードマスターの言葉だ。出発前、彼はここ数日隠かくれ家に使っている病室のベッドに腰こし掛かけ、この遠征についての最後の確かく認にんをした。すでにコートを着込み、傍かたわらには旅りよ行こう鞄かばんが置いてある。

『《王都》っていうのは、人類の統一王朝があの辺りを支配していた頃ころの都で、勿もち論ろん今は誰だれも住んでいない。でも建物は結構丈じよう夫ぶだったみたいでまだ残ってるのもあるし、高台にあるから気温の上昇で雪や氷が解けても、まあなんとかなると思う。極地観測所のデータと突き合わせても、あの辺りが異常の中心みたいだしね』

『じゃあ、そこに行けば《風と八月党》がいて、石板があるんですか？』

　リティーヤが尋たずねると、彼は首を傾かしげた。伸のびすぎた前まえ髪がみが目にかかるのを、指でくるくると巻いて弄もてあそぶ。

『その可能性が今一番高い、ってところかな。少なくとも、《風と八月党》が極地に入り込んでる、っていう情報はあるし、物資の流れからも彼らが極地に拠きよ点てんか基地のようなものを持っているのは確実だと思う。で、その極地の中のどこが一番怪しいかっていうと、《王都》だっていう話。近づかないと、これ以上の断定は難しい』

『はあ……』

『で、問題はキミなんだけど』

　そこで彼は髪を巻いていた指で、リティーヤを指した。リティーヤはちょっとのけぞる。

『《始原のキツネ》は現在《風と八月党》と行動をともにしてる。《キツネ》は、キミに極地で待つ、って言った。たぶんキミが現れれば姿を見せる。そもそも〈昼〉の石板を人間に与あたえたのは《キツネ》なんだし、その《キツネ》がキミに執しゆう着ちやくしてるなら、キミを使えばこっちに有利な状じよう況きようを作れるかも、っていうのが《学園》の考えで、判断ね』

『はい……』

《始原のキツネ》というのは、寒冷化の始まった二百年前、人類に魔ま術じゆつと〈昼〉の石板をもたらした物言うキツネのことだ。石板を奪っていった《風と八月党》はこの《キツネ》を信しん奉ぽうし、石板強奪の際には当の《キツネ》も姿を現した。

　その時、《キツネ》はリティーヤに言ったのだ。極地で待っている、と。

　……肘ひじで断たち切られた腕うでから、大量の血を流しながら。

『でも、ボクらとしてはもう少し踏ふみ込みたい』

　ロードマスターは、追つい憶おくの中に沈しずみ込みかけていたリティーヤの額を、指先で弾はじいた。痛みはないが驚おどろいて、彼女は目をしばたたかせた。

『ボクらには時間がない。ボクは死んだことになってるし、魔力も失った。この遠征を最後に《学園》から姿を消すことになってる。グレイビルはキミの〈昼〉魔力を狙ってる。研究室は、もう盾たてにはならないんだ。だから、これが最後の機会だと思って欲しい』

　ロードマスターは石板を奪われた時に、《風と八月党》の党首によって魔力を奪われている。言葉通り、これまでリティーヤを守ってきた盾は失われようとしていた。

　ぼんやりしている暇ひまはない。リティーヤは姿勢を正した。

　キミがしなくちゃいけないことは、三つ。

　そう言って、ロードマスターは一本ずつ、指を折りながら説明していった。

『一つ目は、《キツネ》について、できるだけ多くの謎なぞを解き明かすこと。彼の意図や目的まではっきりさせられれば、行動の予測ができる。うまくいけば、こっちの味方につけることだってできるかもしれない。二つ目は、〈昼〉魔力を完かん璧ぺきに制せい御ぎよできるようにしておくこと。〈昼〉の石板とキミが引き合う以上、いつどこでキミの魔力が必要になるかわからない。……その時、ラガロの塔でやったみたいな半暴走は、絶対にしちゃいけない』

　リティーヤは慎しん重ちように頷うなずいた。制御方法はもう何度も訓練し頭にも身体からだにも叩き込んだつもりでいたが、石板が奪われた時、一いつ瞬しゆんだがたがが外れそうになった。あまりに衝撃的なことがありすぎて、感情に同調するように、魔力も制御を失ってしまったのだ。

　リティーヤの神しん妙みような態度を見て、ロードマスターは三本目の指を折った。

『三つ目は、それらを通じてこの遠征で石板の奪だつ還かんに役立つこと──《キツネ》がキミに極地で待ってる、って言ったんだから、キミが極地に行けば他ほかの人間には引き出せない《キツネ》の行動を引き出せると思う。そこをついて石板の奪還に貢こう献けんすると、実績も大きくて良いい感じ。魔ま導どう書しよ調査委員会が口出しも手出しもできない状況作ればいいんだからね、要するに。で、一方のボクらは魔力異常についてのデータ分ぶん析せきをして、本当に石板が要因なのか、他に問題はないのか、確かめる。あと、本拠地の割り出しもね。

　さあて──準備はいいかな？』

　言葉に応じて、研究員たちが立ち上がった。先せん輩ぱいであるバドとテヨル、それにリティーヤの指導教官であるヤムセ。リティーヤも、自分の鞄かばんを手に椅い子すからすっくと立ち上がった。

　出発時刻だった。




　ホームの屋根の遥はるか上空を、大型の猛もう禽きん類るいが通り過ぎていくのが見えた。

「リティーヤ。何してんだい」

　それに見入っていたリティーヤは、名前を呼ばれることでようやく我に返った。見ればテヨルが呆あきれた顔で少し先で立ち止まり、リティーヤが来るのを待っていた。他の魔ま術じゆつ師したちの集団はすでに階段を上っている。連れん絡らく通路を通って駅舎に向かうのだ。

　──と、その階段を数段上がったところに、《学園》支給のコートが見えた。魔導書調査委員会に所属するゼストガが階段の半ばで立って、リティーヤらがやってくるのを待ち受けている様子だった。

　夕暮れの迫せまった光に透すける細い銀ぎん髪ぱつと女性も顔負けの白い肌はだ、やや女顔ながら、いかにも柔にゆう和わそうで整った目鼻立ち。彼はやってきたリティーヤと目が合うと、心底困った顔で言った。

「早く移動してください。リティーヤさんの頭がとろいのはわかっていますが行動がそこまでとろいとこちらも色々と迷めい惑わくを被こうむるんです。団体行動を乱すなって、おたくの研究室では教えていらっしゃらないのですか？　やれやれ、とんだ先輩をお持ちですね、リティーヤさんも」

　……これを本当に、心から困ったような顔で言うのだ。眉まゆをやや垂らし、同情したような目でリティーヤを見て。リティーヤは思わず息を吞のんだが、テヨルは、ふ、と笑いを漏もらした。笑っただけなのに、妙みような迫はく力りよくがあった。彼女は一つ下の段に立つと、鞄を持つのとは反対の手でゼストガの顎あごの下に指をあてがい、その顔を覗のぞき込んだ。

「可愛かわいいことを言ってくれるね。まるで五歳の子どもだ──ママに構ってもらいたくてわざと怒おこらせる子どもだよ。なあ、それで、どっちがいいんだい？」

「…………は？」

「叱しかられたいのかい？　それともミルクがいいのかい？」

　ゼストガの顔がカッと赤く染まった。すぐにその色は落ち着いて、彼は無言で相手の手を振ふり払はらったが、傍はたで見ていたリティーヤにも勝敗は明らかだった。テヨルは低い声で笑いながらゼストガの隣となりを通り過ぎ、さっさと階段を上っていく。

「ゼストガさんも、めげない人だなあ……」

　──こういったやりとりも、《学園》を出立してからのこの一週間で随ずい分ぶん聞き慣れた。ゼストガがあからさまな物言いに弱いのも、そろそろ見み抜ぬかれつつある。普ふ段だんならこの辺りで彼も退散するのだが、今日は少々悔くやしかったのか、違ちがった。彼は先を行くテヨルに追いすがり、その背に嫌いやみったらしく言った。

「僕や魔導書調査委員会の人間に当たるのはやめていただきたいものですね。あなたの育ての親が《学園》を出て行くことになったのは、僕らの意図とはまったく違う部分でのことですよ。《Ａエース》位魔術師が魔ま力りよくを失うなんて。まったく、なんて恥はじさらしでしょうね。それくらいなら、いっそ例の党首もろとも死んでくれれば──」

「ゼストガさん！」

　リティーヤはハッとして階段を駆かけ上がり、彼らの間に入ろうとしたが、遅おそかった。テヨルは振り向きざまにゼストガの胸むなぐらを摑つかんでいた。鞄はとうに投げ捨て、反対の手で拳こぶしを作って鋭するどく突つき上げる──。

　ぱん、という音とともに、その拳は第三者の掌てのひらに受け止められた。

　リティーヤは、胸に手を当て、思わず安あん堵どの息を吐はいた。テヨルはふてくされた顔で乱暴にゼストガの胸ぐらから手を放し、ゼストガは僅わずかによろめいてから、姿勢を正し、何食わぬ顔で襟えりを直した。

　テヨルの拳を受け止めた人物は、痛そうに手を振って笑った。

「相変わらずテヨルのパンチは重いなあ」

　中ちゆう途と半はん端ぱに伸びた白い髪はくしゃくしゃで、着ているコートはよれよれだった。へらへらという形容がよく似合う顔はゼストガ以上に色素というものが欠落している。

　リティーヤの研究室の室長──だった、ロードマスターだ。書類上では、彼はすでに死んだことになっている。

　テヨルはぷいと背を向け放ほうり投げていた鞄を拾い上げると、靴くつ音おとも高く連絡通路を渡わたっていった。ゼストガの方はそれを眺ながめてから、皮肉っぽい笑えみをロードマスターに向けて言った。

「部下の教育がなってないんじゃありませんか？」

　余よ裕ゆうのある態度からすると、ロードマスターが止めることは計算済みだったらしい。

「グレイビルの教育とどっこいどっこいじゃないかなあ」

　さらりと言い返して、ロードマスターはリティーヤの方を向いた。

「行こう？」

　この場に彼がいて良かったと、リティーヤは心から思った。

　──が、すぐにゼストガの言葉を思い返し、笑顔が曇くもる。気付いたロードマスターが顔を覗き込んでくる。

「どしたの？　テヨルがゼストガに切れるのなんか今に始まったことじゃないでしょ」

「……あ、うん、そですね……」

　リティーヤは言葉を濁にごした。




『育ての親が《学園》を出て行くことに──』




　幼いテヨルを《学園》に連れてきたのはロードマスターだ、というのは、リティーヤもちらりと聞いたことがある。確かに、誰だれに何を言われても泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度を崩くずさないロードマスターが、唯ゆい一いつ下手に出るのがテヨルだ。リティーヤも彼らがかなり前からの付き合いなんだろうというのは感じていたのだが、いざこうして他人から『育ての親』という言葉を聞くと、色々と考え込んでしまう。

　テヨルにとって、本当にロードマスターは親のようなものだったのかもしれない。

　そのロードマスターが、魔力を失い、《学園》を、テヨルの下もとを去ろうとしている。

　それはいったい、どれほどの苦痛なのだろうか。

「なんでも、ない、です」

　呟つぶやいて、きゅ、とリティーヤは唇くちびるを嚙かんだ。鞄を抱かかえるようにして連絡通路を歩き始めると、ロードマスターも並んで、苦く笑しようを漏らした。

「なんでもなくはないでしょー」

「…………」

　ちろ、とリティーヤは隣のロードマスターを見上げる。彼が何もかも見み透すかした様子なので、渋しぶ々しぶ口を開いた。

「……だって、口に出しても、あたしがすっきりするだけですもん」

「ふぅん？　なら口に出してすっきりしてもいいんじゃない？」

「……少しくらい自分で抱え込ませてくれませんか？」

「口に出したくらいで抱え込めなくなるわけじゃないでしょ。要はキミの意志だもの。口に出してすっきりして、それでもちゃんと抱えていたいなら、そうすればいい」

「…………」

　この人は、他人に甘いのか、厳しいのか、時々わからなくなる。

　リティーヤは諦あきらめて、先を行くテヨルに視線を移しながら言った。

「……ロードマスターがいなくなってしんどい人は、たくさんいるんだろうなあって思っただけです」

「ふふん、そりゃボクは働き者だし、人望もあついからね！」

「今の自画自賛は聞かなかったことにします」

「肯こう定ていしようよ、そこはさ」

　じゃれ合うようにそう言って、彼もまたテヨルの方を見やった。気き遣づかうような、労いたわるような視線だった。ちくりとリティーヤの胸が痛む。

「確かに、周りの人たちにはちょっと急だったかもね。まあでも……あの子について心配してるなら、もう親おや離ばなれしてる年だし、大だい丈じよう夫ぶでしょ。だってさ、ボクの教え子で養い子なんだもん。立ち直れるし、やっていけるよ」

　テヨルはまだ苛いら立だっている様子で、肩かたを怒らせて足早に歩いていく。今は無理しているにしても、ロードマスターの言葉は事実だろうとは思う。

　だが──。

「ロードマスターは」

「ん？」

「…………悔しい、とか、思わないんですか？」

「ああ──」

　言われて初めて気付いたという顔で、彼はリティーヤを見た。

「別に、わかってたし、仕方ないかなと……」

「でも魔力なくなっちゃったんですよ？　人生激変しちゃったんですよ？　やっぱりそれって、大事じゃないですか」

「でも、ボクって人間の何が変わるわけでもないしねえ」

　あまりにあっけらかんとした言い方だった。

「この時期に《学園》離れるのはキミに悪いなーとは思うけど、それくらいかな？　いつか失うっていうのは結構前から《キツネ》に言われてわかってたし、そうなったら当然《学園》離れるだろうなってのも考えてたし。そもそも、魔ま術じゆつなんて使えない人間の方が多いんだし、ないからって日常生活に不便は……あっ、戦う時と研究する時は困るよね。でも、ボク正直言って、魔術なくてもそれなりに強い自信あるし。魔術使えなくても共同研究はできるし……」

　しばらくぶつぶつ呟いてから、彼は困った顔で肩を竦すくめた。

「……魔術がないからって何かできないことってあったっけ？」

　リティーヤには、相手の発言が本気なのか、冗じよう談だんなのか、リティーヤの心的負担を和やわらげようという心こころ遣づかいなのか、本当にわからなかった。

　リティーヤは呆あきれて、少しだけ笑って言った。

「ロードマスターは」

「うん？」

「ステキな中年ですね」

「……できれば、最初の方だけにしてもらいたいかな」

　彼は、はは、と引きつった笑いを浮うかべた。




　一週間ほど前のことだ。

『人を守るっていうのは、難しいもんだねえ』

　共用の長机に突っ伏ぷし、テヨルがそう呟いていた。

　その時リティーヤは今まさに研究室に入ろうとしていたところだった。ちょうど遠えん征せいの準備で忙いそがしい頃ころで、たまたまドアはきちんと閉じられておらず、音もなく開いた。テヨルはリティーヤが入ってきたことにも気付いていない様子で、目を閉じたままだ。そばにはバドが立っていて、リティーヤに気付くと、立ちつくす彼女に向けて自分の口元に指を当て、静かにするように合図した。テヨルは突っ伏したまま、目を上げる気配もなかったが、バドが通り過ぎざまその頭を軽く撫なでていくと、僅かに眉み間けんの皺しわが緩ゆるんだ。バドの指に絡からまる黒くろ髪かみに、リティーヤは何な故ぜかどきりとした。

　バドはリティーヤを下がらせて廊ろう下かに出、ドアを閉めると、潜ひそめた声で言った。

『少し、そっとしておいてやろう。何か用なら俺が聞く』

　テヨルはリティーヤより、一回り以上年上だった。いつもエネルギーに満ちあふれていて、強気な女性だと思っていた。その彼女が、今聞いたような寂さびしげな呟きを、あんなにも疲つかれたような顔で口にするとは想像もしていなかった。ロードマスターが魔ま力りよくを失った現場にテヨルも後から駆かけつけたとは聞いていたから、彼女が誰を守ろうとして守れなかったのかもだいたい察することはできたが、これほど落ち込んだ様子を見せるとは──。




「ねえ、テヨルさん」

「んー」

　リティーヤとテヨルは待合室のベンチに並んで座り、ホテルからの迎むかえの馬車を待っていた。テヨルは特にどこを見るわけでもなく、ぼんやりと背もたれに左ひだり腕うでを回し、背中を預けている。リティーヤは反対に前まえ屈かがみ気味に、自分の膝ひざに頰ほお杖づえをつくような恰かつ好こうだった。

「あたし、証明しますからね」

「あ？」

「あたしがロードマスターの正しさを証明します。あたしを庇かばったロードマスターの判断が正しかった、って証明します。恥はじなんかじゃなくて、失敗なんかじゃなくて、あの時ロードマスターがあたしを庇ったから今の結果があるんだって、そう思わせます。もう、誰にも、文句は言わせません」

「…………」

「勿もち論ろん、ゼストガさんにも」

　急にテヨルはリティーヤの頭に手を載のせ、乱暴に撫でた。あんまり力が強いので、リティーヤの髪はぼさぼさになった。テヨルの手が離はなれた時には、視界はぐちゃぐちゃになった髪で塞ふさがっていたので、リティーヤはわけがわからないまま、その髪をなでつけて直した。

「な、何を──」

「好きにしなよ。何私に宣言してんだい」

「いいじゃないですか、それくらい。もう！」

　リティーヤがそう言うと、テヨルは噴ふき出して、肩を震ふるわせて笑った。何がおかしいのか、リティーヤにはよくわからず、少しムッとしてその様子を見ていた。だが、そのうちになんだかバカらしくなってきて自分でも笑った。

　笑いながらテヨルが言った。

「で？　何かあの魔導書調査委員会を黙だまらせるような発見はあったかい？」

「あー……仮説レベルなら色々ありますが、まだ何とも……」

《キツネ》や魔力についての謎なぞを解き、石板を奪だつ回かいすること、というのがリティーヤに課された問題なのだが、今のところは《キツネ》についての資料や論文を読みあさるくらいしかすることがない。

　テヨルもそれに気付いて、まあそうだね、と頷うなずいた。

「あんたは《キツネ》を見つけ出してからが本番ってところもあるしね……」

「そうなんですよねー……うん、でも」

　ロードマスターがリティーヤの可能性に賭かけて彼女を残したのだ。不安になっている暇ひまはない。やるしかない。味方だってたくさんいる。ロードマスターも、テヨルもバドも──ゼストガだって、ひどい嫌いやみは言うが、渋しぶる上司を説得し、リティーヤの同行を推おしてくれた。

　そう。支えてくれる人はいる。

　……いるのに。

「……あんたは大だい丈じよう夫ぶかい？　色々あったけど──ラガロの塔とうで」

「ええ？　勿論大丈夫ですよ！」

　リティーヤは笑顔でそう答えたが、テヨルは少し心配そうな表情を浮かべていた。




　ラガロの塔とは、本部にある、《学園》創始者の名前を冠かんした古い建築物群のことだ。

　そして、リティーヤが、指導教官にサーベルの切っ先を突つきつけられた場所の名でもある。





２






　ヤムセがリティーヤの指導教官になったのは二二二年の春のことだ。もう九ヶ月以上前になる。長身で黒髪、面めん倒どう臭くさがりで、放ほうっておけば角砂糖をがりがり齧かじっているような甘党だが、そばで見てきたから、リティーヤは彼の色々な面を知っている──たとえば彼がかつての指導教官に見せた深い憎ぞう悪おと嫌けん悪お、敵対する人間への容よう赦しやのなさ、リティーヤを守る時の背中。魔術や体術、知識や経験、何もかもを兼かね備えていて、強く、自信家で、傲ごう慢まん。普ふ段だんは無愛想なくせに仕事ならば容易たやすく柔やわらかな微び笑しようを浮かべ、必要とあれば饒じよう舌ぜつにもなる。色々な面を持っている人物だと思う。

　だがそれらも、彼の一面に過ぎなかったのだとリティーヤは痛感した。




『どけ』




　低い声だった。上うわ擦ずりも、震えもしない、静かな激情を感じさせる声。




『……それとも』




　突きつけられた切っ先と、目の冷たさ。まるで氷のようだった。




『これが、おまえの選せん択たくか？』




　あの時彼の目には、殺意すらあった。

《学園》から石板が奪うばわれたその日、《キツネ》を庇ったリティーヤに、ヤムセは剣けんを突きつけた。揺ゆらがない目で彼女を射ぬき、命じ、問い質ただし、リティーヤの返答如何いかんによっては殺そうとしていた。リティーヤは返答どころか、身じろぎ一つできなかった。あまりのことで思考が停止していた。

　彼が、敵対する人間に向ける態度は何度も見てきたはずなのに、その時まで、リティーヤは考えたことすらなかったのだ。

　その無造作な残ざん酷こくさが、自分にまで向けられることがあるなどとは。




　それから二週間が経たったが、ヤムセは何も変わらなかった。普段通り、何事もなかったかのようにリティーヤに接した。サーベルも殺意も、あの時切り落とされた《キツネ》の腕うですらもまるで悪い夢だったように、ごく当たり前の態度を取った。

　リティーヤはヤムセに普段通りの態度を取れなかった。初めの数日は彼の顔を見るたびにラガロの塔での出来事を思い出し、考え込んでしまった。考えて、考えて、そのうちに腹が立ってきた。リティーヤの行動は《学園》の魔ま術じゆつ師しとして間ま違ちがっていただろうが、明らかに激情に支配されていた彼の行動が正しかったとも思えない。彼は教え子に剣を向け、もはや抗あらがう気配もなかった《キツネ》の腕を切り落としたのだ。リティーヤは非難含ぶくみの目で彼を見るようになった。それでも彼は、まったく変わらなかった。その様子に、またリティーヤは苛いら立だちを溜ため込んでいった。

　──澱おりが溜まるように、行き場のない感情が積み重なっていく。

　リティーヤは目を閉じて一つ深呼吸をした。

　今日の宿はブルーライド郊こう外がいのホテルだった。

　駅から馬車に乗って移動し、ホテルに着いたリティーヤは、ロビーで自分のトランクの上に腰こし掛かけ、フロントでの手続きが終わるのを待っていた。膝の上に頰杖をついて、なんとはなしに周囲を見やる。前時代の様式を復活させた、美しい曲線と重じゆう厚こうな彫ちよう刻こくからなる椅い子すやテーブル。かつての英えい雄ゆう王の肖しよう像ぞう画がが掲かかげられた大階段。品の良いクリーム色を基調とした壁かべと天てん井じよう。複雑な模様の織り込まれた絨じゆう毯たん。それからカウンターの前に積まれた荷物の山。他ほかの魔術師たちも、適当に時間を潰つぶしているようだった。

　リティーヤの視線は、少し離れた柱の前で留まる。

　ヤムセが、その柱にもたれ、腕を組んで立っていた。リティーヤの方からだと、左腕と背中が見えた。斜ななめ左後方から窺うかがう形だ。顔は──よく見えないが、どうせ眠ねむそうに目を閉じてでもいるのだろう。普段と同じ。それが、今は憎にくたらしい。

　リティーヤの方は、目を閉じれば、《キツネ》の腕が切り落とされた時の光景が、今も蘇よみがえるというのに。

　溢あふれ出る血の記き憶おくを振ふり払はらうように、リティーヤはヤムセを睨にらみつけた。

　だから、ヤムセが突とつ然ぜん振り向いた時、リティーヤは彼を凝ぎよう視ししていた。

　視線は正面からぶつかり、リティーヤは思わずびくついて顔を背そむけた。

　……少し経って、もう一度視線を向けた時には、ヤムセはバドと話していた。どうやら、そもそもバドに声をかけられたか何かして振り向いただけらしい。リティーヤは息を吐はき、それからどうして自分がここまで動どう揺ようしているのかと、また悔くやしくなった。

　リティーヤは動揺していた。震えてすらいた。

「ヤムセさんと何かあったんですね」

　突とつ然ぜんの正確な指し摘てきに驚おどろいて、リティーヤは顔を上げ、傍かたわらに立つゼストガを見た。彼は別に労いたわるでも、慰なぐさめるでもない様子で、リティーヤのそばのソファに腰こしを下ろした。そういえば、彼はさっきからそばにはいたのだ。自分の動揺をずっと見られていたことにも気付いたが、とりあえずリティーヤは誤ご魔ま化かそうとした。

「な、なんでそんなこと……」

「わかりますよ。あなたのことなんですから」

　当たり前のことのように言う。直接的な表現だったので、リティーヤは意味を理解すると同時に目を丸くした。顔に、勝手に血が上る。まずい、と思ったが、舌がまともに動かなかった。

　それを見て、ゼストガはまた楽しそうに笑う。

「おや？　単に、リティーヤさんほどわかりやすい人はいないという意味で言ったんですよ？　何か勘かん違ちがいされてません？」

「……えっ、いや、別にっ」

　ハッとして否定したが、もう遅おそかった。ゼストガが猫ねこなで声で訊きいてくる。

「どんな勘違いをされたんですか？　もしかして、僕がリティーヤさんのことならいつでも見てるし考えてるからわかると、そういうような意味合いで言ったと思ったんですか？」

　周囲には他の魔術師もいたから、声は潜ひそめられていた。それがまた嫌みったらしく聞こえて、リティーヤは赤い顔のまま思いっきり彼を睨みつけた。

　だが、文句を言う前にゼストガがまた口を開いた。

「あなたは本当に、わかりやすい人ですねえ」

　柔らかな、ほんの少しだけ皮肉っぽい、笑顔で。

「…………」

　もはや何を言っても敗北は決定している気がしたので、リティーヤは無言で視線を逸そらした。

　逸らした先、ほんの一歩のところにヤムセがいた。

　リティーヤは息を吞のんだ。ヤムセは彼女を無視して通り過ぎ、ゼストガの座るソファの前に立った。ゼストガが、探さぐるような目でヤムセを見上げる。

「何かご用ですか？」

「呼んでいる」

　ヤムセが顎あごで自分の背後を指した。彼が先さき程ほどまでもたれかかっていた柱の周りに、数名の魔術師たちが集まって何か話し込んでいた。ゼストガは口の中で小さく文句を言いながらも立ち上がり、そちらへ向かった。ヤムセは残って、ゼストガの座っていたソファにどさりと身体からだを投げ出した。

　ソファの背にもたれて腕を組み、眠そうに目を閉じる。

　リティーヤはその様子を窺い──急に彼が口を開いたので、また心臓が飛び出そうなほど驚いた。

「怖こわいのか」

　最初は何を言われたかわからなかった。怖い？　何が？　誰だれが？　聞き返そうと言葉が頭の中で躍おどったが、それらはリティーヤの口から出ることはなかった。声がうまく出なかったのだ。喉のどが渇かわいていた。

　無意識のうちに、緊きん張ちようしていた。

　ゼストガとのやりとりのせいかと思ったが、たぶんそれだけではない。

　ヤムセがすぐそばに座ったからだ。

　別にいちいち緊張するほどのことでもない。ごく普ふ通つうのことだ。極地を目指したこの移動中だって、同じコンパートメントになったことは何度もあった。

　だが──考えてみれば、そのたびごとに、リティーヤは緊張していた。ごく僅わずかではあるが、身を硬かたくして、彼を見ていた。彼がそばにくると、あるいは彼を見ると、どうしても、サーベルの冷たさと、断たち切られた《キツネ》の腕の質感が蘇って、息が苦しくなった。

「怖いわけない……です」

　ヤムセの問いに答えるというよりは、自分自身に言い聞かせたくて、リティーヤは何度か唇くちびるを湿しめらせてそう言った。今自分は単に怒おこっているだけだ。恐おそれているわけではない。不安に思っているわけではない。これは怯おびえではない──そう思いたかった。

　だから、そう思う通りのことを、吐き捨てるように言った。

「これは、単に、怒ってるだけです！」

「…………そうか」

　ヤムセは肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、リティーヤの方を見もしないで、まるで独り言のようにそう呟つぶやいた。その態度がまたなんとなくかんに障さわって、リティーヤは本気で腹が立ってきた。

「だいたいっ、」

　立ち上がって怒ど鳴なると、周囲がぎょっとした様子で見てきた。

「どうしてそのくらいで引き下がるんですか！　そうか、ってそれだけですか！　全然信じてなんかない口ぶりでっ」

「声がでかい」

　ヤムセは淡たん々たんと言った。

「場所をわきまえろ」

「…………っ」

　ここはホテルのロビーだ。それはわかる。

　リティーヤは知らず拳こぶしを握にぎり固めていた。ヤムセがちらりとその拳を見やる。周囲の視線が集まっている。テヨルがあきれ顔でこちらにやってくるのが見える。

　リティーヤはもう一度、今度は意識して拳を固めた。

　だが、結局、その場は、罵ののしり合いにも、殴なぐり合いにも、発展しなかった。

　フロントから、驚いたような声が聞こえてきたのだ。




「ええ？　届いていない？」




　何のことかと、リティーヤは拳を緩ゆるめる。周囲の視線もフロントに集まった。
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　フロントでは、手続きをしていた遠えん征せい隊の人間と、ホテルの人間が何やら真しん剣けんな顔で話し合っている。その中に交じっていたロードマスターが、リティーヤらの視線に気付いてそばにやってきた。彼は《学園》からあらかじめ送っておいたはずの荷物が、このホテルにまったく届いていないという話をした。ロビーに散っていた魔術師たちも集まった。

「荷物って……着き替がえとか、持ってきてますよ」

　リティーヤが首を傾かしげるので、ロードマスターが補足した。

「実験器具とか、そういう大型のやつだよ。貨車に積んでこのホテルに着くよう手配しておいたんだけど、それが届いてないってわけ。まあ、長ちよう距きよ離りだったからね。たぶん、積み替かえの時おかしなことになったんだと思う。今電報打って確かめてる。一つ前の町までは届いているの確かく認にんしてるから、大したことにはならないと思うけど──」

「あのう」

　その時、朗ほがらかな、よく通る声が、話し合うリティーヤらの外からかけられた。

　魔ま術じゆつ師したちが振ふり返った先にいたのは、若い、小こ柄がらな少女だった。地味な濃のう紺こん色いろの外出着の上に分厚いマントを羽織っている。外出着は誰かのお古を直したものらしく、少し大きすぎるように見えたが、生き地じはしっかりしていた。どこかの召使いかもしれない。

　彼女は大きな目で、一同の中で一番年を食っている魔術師を見上げて話しかけた。

「お困りのご様子ですが、わたくしの主人が、何かお手伝いできることはないでしょうかと申しております」

「？」

　こんなふうにホテルのロビーで困っている人間は幾いくらでもいるだろう。それにわざわざ声をかけさせるというのは、どういう人間なのだろう？　もしかしてこの《学園》のコートやらリティーヤの制服やらに目を留めて、恩を売っておくのも悪くないと考えたのか……。

　少女は少々たどたどしく、しかし丁てい寧ねいに話をして脇わきにどけた。少女の姿でそれまで隠かくされていた方向にはまた別のソファがあって、そこには上品な旅装に身を包み、眼鏡めがねをかけた、若い女性の姿があった。そばには、彼女よりは十ほども上だろうか、やはり若い男が立っている。

　その二人の姿を見て、リティーヤは一いつ瞬しゆん目を閉じた。また開いた時にその姿が消えていないことを確認して、もうどうしたらいいかわからなくなってしまった。ただただうろたえて、口から、え、とか、ええ、とかいう声を出すばかりだった。

《学園》の魔術師たちに向かってにこりと笑う女性は、まだ少女と言ってもいいようなあどけなさの残る顔をしていた。身体も顔も全体的にふっくらとした優やさしい線をしている。前に会った時より、たぶん少し肉がついている。それを見て、ああ、とにかく良かった、とリティーヤは思った。前に会った時は逃とう亡ぼう生活のために瘦やせていたのだ。それでも彼女本来の美しさが損そこなわれることなんてなかったが。だが。

　だが、どうして《学園》に追われる身である彼女が、ここにこうして姿を現しているのだ。

「ミカ……」

　そこにいたのは、《学園》を出しゆつ奔ぽんし、追われるミカだった。

　ミカのそばで彼女を見守るように立っていたイルザークが、リティーヤの頭の上辺りに視線を送り、ひらひらと手を振った。リティーヤは思わず振り返った。彼女の真後ろに立っていたのは、イルザークの幼なじみであり、厳しい顔で彼を睨にらみつけるヤムセだった。
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　ミカはリティーヤの親友で、半年も前に《学園》を出奔し、行方ゆくえ不明となっていた。以来、《学園》はミカを捜さがしてきたが、それは彼女が出奔者だからではない。

　ミカは、《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》〈昼〉の石板の欠片かけらそのものなのだ。

　だから《学園》がミカを見つけたら、絶対に連れ帰ろうとするだろう。そうして実験対象として閉じこめてしまう。ミカの立場はリティーヤ以上に危あやういのだ。

　それなのに、どうしてその《学園》から追われるミカが、ここにいるのだ。

　この、《学園》の魔術師たちの目の前に。

　ミカは逃にげも隠れもせず、またリティーヤに一いち瞥べつをくれることすらなく、立ち上がり、優ゆう雅がに膝ひざを折って挨あい拶さつをした。

「わたくしは今イーディア様の下もとでお世話になっている者です。失礼とは思いましたがお話は聞こえてしまいました。荷物の捜そう索さくに、もしかしたらお力になれるのではと思いまして、お声をかけさせていただいたのです」

「い、いーでぃあ？」

　リティーヤにはそれが人名であることくらいしかわからなかった。ロードマスターがリティーヤに説明する、というよりは、周囲の魔術師たちを牽けん制せいするように言った。

「イーディア氏っていうと、ロエリス・イーディア氏かな？　陸運で財をなした人で、えーと北部連合議会の前議長だっけ？　あー、そりゃ大物だねえ」

　ミカはロードマスターにぴたりと視線を留め、微笑ほほえみかけた。ロードマスターはいつも通りのぼさぼさ頭、瓶びん底ぞこのような眼鏡をしてよれよれのコートを着てはいたが、その態度と周囲の様子から、彼に話すのが良いと判断したのだろう。

「このごろは、お恥はずかしい話ですが、こういった輸送中の事故も多いのです。大事な荷物をなくされては大変です。どうかわたくしどもに手伝わせてください」

「うんと、荷物を捜して、ここまで送り届けてくれるってこと？」

「はい、勿もち論ろんです。《学園》の皆みな様さまとのよりよい関係を、イーディア様はこれからも望んでおります」

「…………ああ、なるほど」

　ぼりぼりとロードマスターが頭を搔かく。リティーヤの方はまだ混乱していて、今のでロードマスターが何に納なつ得とくしたのかさっぱりわからない。

「それでは」

　そう言って、ロードマスターの横から会話に入ってきたのは、今回の遠征隊の指揮を任された魔導書調査委員会の人間だった──四十前くらいの男性で、ハルと呼ばれている。彼はミカに愛あい想そ良く言った。

「是ぜ非ひお願いします。私どももすっかり困っていたのです」

　ハルはミカの追つい跡せきには加わっていなかった。が、リティーヤが思わず名前を口走ってしまったから、彼も目の前の女主人がかつて《学園》に籍せきを置いていたミカだということには気付いているはずだ。それでも見た目にはまったくそのことを見せなかった。

「え、ええと、どういうこと……？」

　リティーヤは、騒さわぎを聞きつけそばに戻もどっていたゼストガに小声で尋たずねた。ゼストガは顔をしかめてちらりとリティーヤを見たが、小さな声で素す早ばやく教えてくれた。

「荷物の配送ミスをネタに北部連合が接せつ触しよくしてきたんですよ。ここで頷うなずいておかなければ、荷物は一生出てこないかもしれません。……ミスがミスではない可能性だってあるんですから」

　ゼストガは言葉を濁にごしたが、伝わることは伝わった。ミスでなければ──意図的な妨ぼう害がいだ。

「でもそれであっちに何の利点が……」

「僕らに何か用があるのだと思います。魔術師としてミカさんが雇やとわれているのだとしたら、魔術関係……北部や極地で発生している異常のことかもしれません」

　その間にも、表面上は穏おだやかに、ミカと代表たちとの会話は続いていた。

「では、荷物についてお話を伺うかがえますか？　ああ、別室をご用意いたしますので、こちらへ」

　リティーヤの方はゼストガから話を聞いている間、ミカの方ばかり見ていたのだが、ミカの方はリティーヤを見ようともしなかった。あんまり綺き麗れいに無視されるので、リティーヤにはこれが本物のミカであることすら疑わしく思えてきた。

「キミたちは、部屋に行ってていいよ。休んでてね」

　ロードマスターはそう言って、ミカやハルと一いつ緒しよにホテルの二階へ上がっていった。




　リティーヤに事情が説明されたのは、それから二時間後のことだった。

「向こうも極地で何かあるってのは気付いてるんだ。あ、向こうっていうのは、北部連合のことね」

　ロードマスターは研究室の面々を自分の部屋に集めてそう説明した。人数の都合で二人部屋を一人で使っているが、それ以外は他ほかと同じだ。リティーヤらはそれぞれ椅い子すやらベッドの上やらに腰こし掛かけ、あるいは立ったまま話を聞いた。魔導書調査委員会を中心とする他の魔術師たちには、今ハルが別室で説明しているそうだ。

「北部連合って、大きな組織なんですか？」

　リティーヤは椅子に座ったまま尋ねた。ベッドに腰を下ろしているロードマスターは、首を傾かしげて答える。

「北部の十一の国と地域の政治的・経済的集合体、ってところだね。緩ゆるやかな繫つながりがあって……一つの国家といえるほどではないけど、ただの同盟関係ってわけでもない。《学園》とも、まあそこそこの関係を築いているよ。ただ、彼らにも彼らの意地があるし、それを無視して出しゃばると、結構面めん倒どう臭くさいことになる。たとえば、ここでミカちゃんを無む理り矢や理り連れ去るとかはできない。表向きは出奔者だし、後で抗こう議ぎくらいはすると思うけど。そしたら、たぶん、北部連合との交こう渉しようになって……うちで押さえるのは厳しいかなあ……」

　ぶつぶつと独り言じみた言葉を呟つぶやき、ロードマスターは嘆たん息そくした。

「とにかく、北部は独特なんだよね。大寒波以前からの地方の荘しよう園えん領主みたいなのがまだかろうじて生き残ってるし。そういう連中の中では魔ま術じゆつ師しを雇うのが一種のステータスみたいになってて。実際に、北部は極地にも近くて魔術の問題が持ち上がることも多いから、実用的だしね」

　それはリティーヤにも理解できた。以前このブルーライドで、魔術ショーを覗のぞいたことがあったのだ。そこでは魔術師たちが魔術の技わざを有力者たちに売り込んでいた。

「で、そういう連中と雇われた魔術師との間にはパトロン関係ができる。北部の人はこの契けい約やく関係を重要視するから、普ふ通つうのパトロンは信義を重んじて魔術師を引き渡わたす真ま似ねはしない。うー、南部古王国よりも面めん倒どうなところに逃げ込まれたかな……」

「じゃあ、ミカは安全なんですね！」

　リティーヤは思わず勢い込んでそう確かく認にんした。ロードマスターはあからさまなリティーヤの態度にちょっと目を丸くして、それから笑った。

「ああ、まあねえ。キミにはその方が嬉うれしいか」

「あ……あー。その」

「でも調査委員会の人たちの前でそれ表に出さないようにね。実はミカちゃん出てきた時ホテルの中にも外にも護衛の人っぽいのがいたんだよー。あれ、たぶん全員真っ当な訓練受けた連合の軍人さんだね。全部で十人くらいだから、こっちが魔術使えば追い払はらえたけど、そこまでして関係悪化させるのは、今はまずいんだ。だからキミも調査委員会の人たちを刺し激げきしたりしないように」

「は、はい」

「ロードマスター」

　ヤムセが扉とびらの前に立ったまま言った。

「彼らの目的はなんですか」

「情報交こう換かん。さっきも言ったけど、彼らも極地で何かあるってのには勘かんづいている。気温上じよう昇しようと動物たちの移動は把は握あくしてるし、それらの原因が魔ま力りよくの問題にあるっていうのもわかってるみたい。北部はそういう異常の多い土地で、彼らには表に出た異常から根本的な問題を読み取るノウハウがあるんだ。でも極地に関しては、うちの方が経験豊富だから、何かわかっていることがあったら引き出そうってところ。彼らも自分たちの観測所を持ってはいるけどね」

「何か教えたのですか」

　尋ねたのは、窓まど際ぎわに置かれた一人掛がけのソファに座るバドだった。長旅のせいか、腰が痛そうだった。ロードマスターは口元に指を当てて考え込む。

「大したことは教えてないよ。届いてない荷物の内容くらい？　察しがいい子なら、こっちがどんな器具を持ち込んだか、ってことだけでも結構わかると思うけど、《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》絡がらみとまで勘づいたかどうかは、わからない。調査委員会のメンバーの顔を知ってたら、可能性はあるね」

　気温上昇が〈昼〉の石板出現の条件の一つだ、というのはそう世間に広く知られているわけではない。だが、調査委員会はその名の通り《グリーンワードの魔導書》の調査・研究のための機関だから、遠えん征せい隊のメンバーが調査委員会に偏かたよっていることに気付けば、ミカがこの問題を《グリーンワードの魔導書》絡みと考える可能性はある。

「ただし、石板が奪うばわれたのは知られてないね。つまり、もしもミカちゃんが極地の異常を《グリーンワードの魔導書》絡みじゃないか、って気付いたとしても、単に極地で魔導書が見つかったか、台座が出現したか、って考えるんじゃないかな。その方が普通だ」

「ああ、なるほど……」

「荷物の方はどうなったんです？」

　尋ねたテヨルはバドの後ろ辺りで、壁かべにもたれて立っていた。

「早くても明日の午後だね。出発はそれ以降になる。で、向こうも極地に行くつもりらしい」

「え!?」

　リティーヤは椅子から腰を浮うかして聞き返した。当たり前でしょ、という顔でロードマスターが説明する。

「だってあの子、そのために連合の本部があるナイスターからここまで出てきたんだよ。連合の極地探検隊と一緒に。こちらの荷物を止めたのは、情報交換の他に純じゆん粋すいに足止めの意味も大きかったみたい。ボクらより先に極地に入りたいんでしょ、たぶん。極地は誰だれのものでもないんだ。だから誰もが権利を主張する。一番乗りは、それだけで一歩有利になる──ってわけ」

「……でも、ミカが……」

　リティーヤは力が抜ぬけて、椅子に腰を下ろした。ミカは石板の欠片かけらだ──そして、石板を集めている《風と八月党》の本ほん拠きよ地ちかもしれない場所へ、これから向かおうとしている。

　それは、あまりに危険が大きい。

「……ミカが極地に行くのは、まずいんじゃないですか？　《学園》としてもミカを《風と八月党》の中に突つっ込ませるような真似は」

「それはねー、勿もち論ろん。でも、《風と八月党》が動いてる、ってのはあっちも勘づいてるみたいだね。地元だし」

「！　わかってて……ミカは極地に行くんですか!?」

　ロードマスターは肩かたを竦すくめた。

「あの子の立場なら極地に何が待っていようが、行くしかないと思うよ。せっかく得た有力者の庇ひ護ごだ、失うのは惜おしい。あの子にとってもここが勝負どころなんじゃないかな」

「でも《風と八月党》にはフレアバタンで事件を起こした《貴ハウス族・オブ・院ローズ》の過激派が合流してるはずです！　フレアバタンの連中は、ミカが石板だって知ってるんですよ!?　《風と八月党》が彼らからそれを知らされたら……！」

　フレアバタンで、ミカの正体を知った人間たちがその肉体を徹てつ底てい的に痛めつけたのを、リティーヤは見ていた。彼女を石板に戻もどそうとしたのだ。結局、それは失敗に終わったが──。

　勿論、ロードマスターもそのことには勘づいていたはずだ。うん、と小さく頷うなずいて、彼はリティーヤの考えを肯こう定ていした。

「……じゃあ、もしも、ミカが捕つかまったら」

　ロードマスターは眼鏡めがねの奥からリティーヤの顔を見つめて言った。

「その時は、取り返すものが、一つ増えるだけだよ」

　その少しだけ自じ嘲ちよう的な口元を見て、リティーヤもなんとなくわかった。

《学園》は、たぶん、どうせならミカが《風と八月党》に捕まって、石板に戻ってしまった方がいいくらいに考えているのだ。そうすれば北部連合との問題だって関係なくなる。前議長とやらが契約したのは人間のミカであって、石板ではないのだから。あるいはそうまでいかずとも、ミカが何らかの失敗をし、《学園》に介かい入にゆうの余地を与あたえれば、連合側がミカを手放す可能性だって出てくる。

「…………それが、結論なんですか」

「そう、ハルとボクのね。でも、こうも考えられるんじゃないかな。ミカちゃんがうまく立ち回って《風と八月党》の手を逃のがれ、ボクらは奪われた石板だけを持ち帰ることができる──そんなふうに。ミカちゃんは捕まらないかもしれないし、捕まっても彼らにはミカちゃんを石板に戻すことはできないかもしれない。ミカちゃんは、この北部で生きていけるかもしれないよ」

「そんな口からでまかせ──」

　リティーヤは反論を飲み込んだ。では他ほかにどうすべきかと訊きかれたら、ロードマスターの立場なら他のやり方などないのだ。彼はミカの味方などではない。彼自身、もはや《学園》の魔術師ではないとはいえ、それで《学園》との関係がなくなったわけではない。テヨルもバドもリティーヤもヤムセもまだ《学園》にいて、彼らのためにも勝手なことはできない。彼はリティーヤの味方はしてくれても、ミカの味方をしてくれるわけではない。

　ミカは、もう《学園》の魔術師ではないのだから。

「リティーヤ」

　呼ばれてリティーヤは顔を上げた。いつの間にか俯うつむいていたのだ。呼んだのはバドだった。彼ははなはだ不本意だが仕方がない、という顔と態度で言った。

「どんなに状じよう況きようが絶望的で選せん択たく肢しが限られているように見えても、一度選び取ったものならば、そのことに責任を持たねばならん。彼女は選び取ったのだ。《学園》で飼い殺しにされるのではなく、どれほどのリスクがあろうとも自由に生きる未来を。友人の選せん択たくを、他の誰でもなく君が否定するのか？」

「…………」

　リティーヤは唇くちびるを嚙かんだ。

　もう、反論はできなかった。




「嫌いやな役回りさせちゃったね」

　リティーヤが出て行った後、ロードマスターが申し訳なさそうな顔をして言った。

「キミだって、ミカって子のことは個人的に知ってたんだろう？」

「だから、俺が言うべきだったと思います。自分に反へ吐どが出そうですが」

　額を手で押さえ、バドは本当に吐はき捨てるように言った。

「リティーヤもよくおとなしく引っ込んだものです。俺が同じことを言われたら、言った相手を殴なぐっていたでしょう。あんなものはただの詭き弁べんです。友人の未来を奪う行こう為いを黙もく認にんしろと言ったも同然です」

「まあまあ。しょうがないよ。あれはさ。ミカちゃんの選択ってのは事実だし──」

「選択？　選び取るべき道が、彼女に他にあったとでもおっしゃるんですか？」

「荒あれるなよ」

　テヨルが、たしなめるように言った。バドはそっぽを向く。

「それより、ヤムセ──」

　テヨルが扉の方を振ふり返ってそう呼びかけたが、呼びかけは途と中ちゆうで止まった。

　扉の前に立っていたはずのヤムセの姿が、消えていたのだ。

　テヨルの様子を見て、ロードマスターが言った。

「ヤムセならさっき出てったよ。リティーヤが部屋出てから。……あと、ヤムセはたぶん言わないだろうから、今ボクが言っておくけど。ヤムセね、《学園》出ることになったから。この遠えん征せいの後」

　あまりにも簡単に告げられた事実に、テヨルも、バドも、一いつ瞬しゆん何も反応できなかった。テヨルの方は、意味をはかりかねて思わず笑い飛ばそうとした。しかし直後にロードマスターの真しん剣けんな目に気付いて、それをやめた。結果、口元は不自然に歪ゆがんだ。

「まさか、どうして！」

「取引だよ。魔導書調査委員会との。幾いくつかの条件で《学園》を離はなれることに──」

　ロードマスターの言葉は途と切ぎれた。バドが立ち上がったかと思うと、彼の胸むなぐらを摑つかんだのだ。

「バド！」

　テヨルが鋭するどく名前を呼んでバドを制しようとしたが、ロードマスターはバドの目を見たまま彼女に言った。

「や、大だい丈じよう夫ぶだから、テヨル」

　ロードマスターの言葉通り、バドはすぐに手を放した。胸ぐらを摑まれ、宙に浮き上がっていたロードマスターの腰こしが再びベッドの上に落ちる。その衝しよう撃げきに彼は軽く顔をしかめたが、それだけだった。

　バドが、低い声で言った。

「……あなたがついていてそのていたらくですか」

「うん、そのていたらくなんだ」

　ロードマスターはごくあっさり首しゆ肯こうした。罵ののしられて怒おこるでもない、穏おだやかな、寂さびしげとすら言える顔だった。ロードマスター自身、すでに《学園》では死んだことになっている。ヤムセを庇かばうこともできなかったのだろう、というのは察せられ、バドは舌打ちして言葉を弱めた。

「条件とは？　追放ですか。魔ま力りよくを封ふうじられるようなことはないでしょうね？　グレイビルは──いえ、学長も学長です。《学園》の損失をどう考えているのですか」

「追放だよ。当面はボクについてきてもらおうと思ってる。魔力はそのままだけど、今後ヤムセが《学園》の敵対組織に所属することはないし、学長の名の下もとに発せられた協力依い頼らいは無視できない。《学園》の損失は大したことにはならないって考えだろうね。ただ、ヤムセが《学園》内の事情に首を突っ込むことも学内での地位も望めないというだけだから──」

「だから、それを損失というのでしょう！　あなた方はあいつに飼いイヌになれと言っているのですよ！」

「バド、やめな」

　一度は抑おさえた声が、再び大きくなっていた。バドは口の中で罵り言葉を吐いたが、それ以上、手も口も出さなかった。ただソファに戻ってどさりと腰こし掛かけた。

　テヨルは小さく嘆たん息そくし、彼から視線を逸そらしてロードマスターに尋たずねた。

「…………ヤムセは納なつ得とくしているんですか？」

「うん。ヤムセが、この遠征に加わるのと引き替かえに選んだことだから。ユローナの研究関連で目つけられちゃってたから──」

「選んだ、ですか」

　バドが明後日あさつての方向を──具体的には壁かべの方を見て言った。テヨルがもう一度溜ため息いきをつき、彼の方を振り返り、その後頭部をごんと殴った。

「つっ」

「あいつが自分の意志でやったことをいつまでぐだぐだ言ってんだい。あいつだってガキじゃないんだから、あんたが口出すのは余計なお世話さ。まったく、自分への嫌けん悪お感もなんもかんもぐっちゃにしちゃって」

「殴ることはないだろう！」

「胸ぐら摑んでおいてよく言うね。八つ当たりしてんじゃないよ。ロードマスターにはどうしようもないだろ？　まったく、付き合ってられないよ……話は以上ですね、ロードマスター？」

「あ、うん」

「では失礼します」

　テヨルはそう言うと、さっさと部屋を出て行ってしまった。バドも殴られた後頭部を押さえてふてくされた顔で立ち上がる。ロードマスターはそれを見て彼に言った。

「バドはさ、責任感が強いんだよね」

「それは今関係ある話なのですか？」

　バドは言ってしまってから顔をしかめた。あまりに子どもっぽい言いぐさだと思ったのだろう、ドアに向かおうとしていた足を止め、身体からだごとロードマスターに向き直った。

「なんですか」

「うん。だから、バドはヤムセに対しても、リティーヤに対しても、勿もち論ろんテヨルに対しても、責任感じてるでしょ。口でなんだかんだ言っても、真ま面じ目めなんだよね」

「だから、それがなんだというのですか」

「だから、ボクは《学園》を出て行けるんだよ？」

「…………」

　虚きよを衝つかれた様子で、バドは口を中ちゆう途と半はん端ぱに開け、顔を歪めた。ひどく嫌そうな顔だった。

　ロードマスターはその表情にさすがに苦く笑しようした。

「ひどいな。でも、そうなんだ。キミが研究室のこと、ちゃんと責任持って対処しようとしてくれてるから……ヤムセの処分についてもちゃんと怒ってくれたから、ボクは出て行けるんだ。心残りもあるけど、少なくとも、キミに任せて無理だったら、きっとボクでも無理だと思う」

「…………そんなわけがないでしょう」

　バドが言い、きびすを返してドアに向かった。

「俺では力不足です。せいぜい心配して心をすり減らしてください。胃痛というものをあなたもそろそろ経験した方がいい」

「……ひどー」

「あなたの方がよほど非道です」

　バドはドアに手をかけて立ち止まり、出て行く前にもう一度ロードマスターを振り返った。

「しかし先さき程ほどは言い過ぎました。申し訳ありません」

　到とう底てい謝っているとは思えない高飛車な態度でそう言い、ドアを開けて部屋を出て行く。

　ドアがぱたんと閉まってから、一人残されたロードマスターは、長々と息を吐いて、手を後ろについて天てん井じようを見上げた。ぼそりと呟つぶやく。

「バドとテヨルでアレかあ…………リティーヤには、ちゃんとヤムセに言わせないとな……」

　それから、そうした場合の惨さん状じようを想像して、再び長々と嘆息した。





２






「リティーヤ」

　リティーヤの心は友人のことでいっぱいだった。だから背後を振り返る余よ裕ゆうも、足音に気付く余裕もなかった。気付いた時には、階段の踊おどり場でヤムセに手首を摑まれて無む理り矢や理り振り向かされていた。

「自分の部屋に戻もどれ。外には出るな」

　自分を冷たく見み据すえるその目にリティーヤはまた感情を刺し激げきされ、彼を睨にらみつけた。ミカについての不安と、《学園》のやり方への不信のためにぴりぴりしていたリティーヤには、指導教官のいつも通りの言葉も、ひどく威い圧あつ的なものに聞こえた。ここしばらく溜ため込んだ感情が刺激され膨ふくれあがり、出てきた答えは無む闇やみに尖とがっていた。

「放してください」

　視線がぶつかり、どちらも逸らさなかった。

「どこに行くつもりだ。部屋は上の階だろう」

「ホテルは出ません。放してください」

「おまえの友人のことならこれ以上は──」

「先生はミカのことも切るんじゃないですか？」

「何？」

　言い過ぎだ、無む茶ちやだ──わかってはいたが、舌は動いて止まらなかった。

「《キツネ》の腕うでを切ったみたいに」

「────バカなことを、」

「バカじゃない！」

　ふ、とヤムセの表情に苛いら立だちが閃ひらめいた。それを敏びん感かんに感じ取り、リティーヤは震ふるえて身構えた──が、ヤムセは舌打ちでもしそうな表情をちらりと浮うかべたと思うと、突とつ然ぜん強ごう引いんにリティーヤの手を引き、階段を上り始めた。

「先生っ!?」

　ヤムセは力ずくでリティーヤを階段の上まで引っ張り上げると、さらに廊ろう下かをずんずん進み、ある部屋の前で止まってドアを開け、もがくリティーヤを室内に突き飛ばした。たぶん、ヤムセとバドに割り当てられた二人部屋だ。リティーヤは床ゆかに尻しり餅もちをつき、痛みと怒いかりに顔を歪ゆがめながら、キッとヤムセを見上げた。ヤムセはドアを閉めるとリティーヤの前に立って彼女を見下ろし、冷たく言い放った。

「いい加減にしろ」

「──あたしはっ」

「いちいちたてつくな」

　ヤムセの声が、態度が、彼の押し殺した苛立ちを如によ実じつに表す。その様子が、またリティーヤの感情を増ぞう幅ふくさせる。互たがいの感情が膨れあがる。今ここで睨み合っているそもそもの理由はミカのことであったはずだが、それはきっかけに過ぎなかった。それよりも、ここしばらく彼らの間に横たわっていた硬かたく痛々しいしこりこそがこの緊きん張ちようを作り上げていることは明白で、そしてついに、それはリティーヤに決定的な言葉を叫さけばせた。

「《キツネ》の腕、切ったくせに！」

　ヤムセは瞬しゆん時じに言い返した。

「だからどうした」

　吐はき捨てるような言い方だった。

　抑おさえ込まれていた感情が互いの間で爆ばく発はつしたのが、どちらにもわかった。リティーヤは勢いよく立ち上がってヤムセに詰つめ寄った。

「だからどうした？　なんですかそれ！　あいつ、あたしを助けたんですよ！　ロリロナがナイフ投げたの、あいつが受け止めて──あたし、庇かばわれてなかったら死んでたんですよ！　手をケガして、もう戦う意志もなかったあいつを、どうして切るんですか！」

「おまえはあれが《風と八月党》に協力して石板を奪うばい去っていったことを忘れたのか？　ロードマスターが魔ま力りよくを失ったのはどうしてだと思っているんだ。党首が奪っていったからだろう、それを忘れたのか？」

　リティーヤは一瞬言葉に詰まったが、すぐに言い返した。

「捕まえたいなら他ほかに方法があるでしょう、あんなのショックでいきなり死んでてもおかしくないんですよ！」

「治ち癒ゆくらいできる」

「殺す気だったくせに！」

　今度はヤムセが口を閉じて彼女を睨みつけた。怒りと苛立ちに満ちたこの目に、あの時は殺意が宿っていたのだ。そう考えると、リティーヤの中でまた新たな感情が積み重ねられた。

「……あたしのことも、」

　これは怒りだ──リティーヤは言い聞かそうとした。だが目に水の膜まくが張る。水すい滴てきが、零こぼれ落ちてしまいそうになる。堪こらえろ、これは怒りなんだから、泣くことはない。泣くことなんか、ないのだ。

「ころ」

　声が震えたから、その後は叩たたき付けるように一気に言った。

「殺す気だったくせに！　あそこであたしがどかなかったら、本当に殺す気だったくせに！　本当に切りたかったのは《キツネ》じゃなくてあたしだったんじゃないですか？　なんで!?　どうして！　あたしが《キツネ》を庇ったの、そんなに腹が立ったんですか？　だって助けてくれたんですよ、あの時も、……七年前もっ」

「おまえの事情など知ったことか!!」

　がんっ、という音がした。

　とげとげしくはあってもずっと声量を抑えていたヤムセが、その日初めて声を荒あららげ、振ふり向かないままいきなり背後のドアに拳こぶしを叩き付けた。リティーヤがびくりと震え、ヤムセを見上げる。ヤムセの目の奥には、暗い熱のようなものが見えた。思わず後あと退ずさりしそうになったリティーヤの腕を、ヤムセの手が摑つかんで止める。

「……そんなにあの男が大切なら」

　引っ張られ、一気に距きよ離りが縮まる。

「今度こそ、あいつと一いつ緒しよに行くか？」

　こくりと喉のどを鳴らし、問いに答えることも、ヤムセの顔から目を逸そらすこともできずにいたら、首の後ろ辺りに触ふれられた。ヤムセの指が、うなじから髪かみをすくい上げるように後頭部を撫なでていく。その柔やわらかな、優やさしい感かん触しよくに、何な故ぜかぞくぞくして、気が付いたら相手のコートの胸むな元もとを摑んでいた。首筋から耳にかけてが、妙みように、熱い。

「……ちょ、せん、せ」

　声が上うわ擦ずったのは、どうしてだったのだろうか。

　ヤムセの指が頰ほおを撫で、不意に正面に回って、喉を包み込む。

　その一瞬、力の入り方が変わって、気管が閉まる。

「……っ、せ」

　ぴくりとヤムセの手が震え、すぐにリティーヤの喉から離はなれていった。

　その指から自分の髪がするりと離れていくのを、リティーヤは喉を押さえ、呆ぼう然ぜんと見つめていた。それは、どこかで覚えのある光景だった。

　──そうだ、バドが落ち込んだテヨルの頭を撫でた時、バドの指に絡からまったテヨルの髪を見て、妙にどきりとしたことがあった。あれと似た光景だった。

　今も、リティーヤは心臓がどくどくと鳴り、身体からだが震えるのを止められなかった。

　何かがおかしい──あのラガロの塔とうから、自分たちは何かおかしい。

「……った」

　ヤムセが、何か言った。

　ヤムセはリティーヤに触れていたその手で、自分の顔を覆おおって俯うつむいた。もう表情は見えない。

「え？」

「悪かった。怯おびえるな」

「怯えてなんか」

　言いかけ、リティーヤは口を噤つぐむ。

　怯えてなんか──いない？　本当に？

　気が付くと、視界が揺ゆらいでいた。水の膜が、目を覆っている。

「……あれ？」

　涙なみだだ。

　では、自分は今悲しいのか。

《キツネ》を巡めぐりこうしてヤムセと争うことが。声を荒らげられ、怯えを見せてしまったことが。ヤムセがあんなふうに一瞬でも喉に当てた手に力を込めたことが。……優しく、触れたことが。

　ヤムセの抱かかえる感情を理解できず、こうして立ちつくすしかできないことが。

　彼を、理解できないことが。

　……悲しいのだ。

　目を覆う水の膜が、ふっと厚みを増す。リティーヤは、その均きん衡こうの崩ほう壊かいする瞬しゆん間かんが遠からずやってくるのを感じながらも、あは、と掠かすれた声を絞しぼり出した。

「手の方が、あったかくて」

「…………」

「サーベルよりは、いいかもしれないですね」

　ぎりぎりで、目の縁ふちに留とどまっていた涙が、声と一緒に零れ落ちた。

　リティーヤが横を通り過ぎた時、ヤムセは黙だまって立っていた。

　リティーヤも、黙ったままドアを開けて出て行った。




　──悲しかったんだ。

　リティーヤの頭で、その言葉ばかりが何度もぐるぐると回った。部屋を出た途と端たん、涙は堰せきを切ったように溢あふれて、顔はぐちゃぐちゃに濡ぬれていた。しゃくり上げ、額に拳を押しつけ、顔を歪ませ、声を殺して泣いた。そこはホテルの廊下で、誰だれかに見られたら絶対に不ふ審しんに思われただろうが、歩き出してもどこで誰にぶつかるかわからなかった。

　だから今のうちに泣きやめ、それから歩き出せ。リティーヤは自分を叱しつ咤たした。

　ドアに背をもたれさせ、顔を拭ぬぐう。

　このドアにヤムセが拳を叩き付けたのだ、と思い出すと、背筋にぞくりと悪お寒かんが走った。このドアを、彼の拳が叩いたのだ。その同じ手が、リティーヤのうなじを、髪を撫で、喉を──。

　その時の感触を、高ぶりを思い出し、自分で自分の身体を抱だきすくめる。




『悪かった。怯えるな』




　怯えるというのは、彼への信しん頼らいを失ったということだ。関係が変わってしまった、あるいはこれまでの関係が終わってしまったということだ。そんなことはないはずだ。自分は確かに彼に怒りを抱いているが、何も、そこまで彼を信じられないわけではないはずだ──そのはずだ。

　これは不信ではない。

　……そう、思っていたいのに。




『怖こわいのか』




　どうして彼は、こうもリティーヤを見み透すかしてしまうのだろうか。

　もう認めるしかなかった。

　リティーヤは怯えていた。ヤムセへの信頼が揺らいでいた。これまで築き上げてきた安楽な空間は崩壊した。あのラガロの塔で、それまで続いていたものは壊こわれ、終わってしまったのだ。

　だから、悲しかったのだ。

　今彼らの間にはもっと別のものがあった。もっと不ふ穏おんで、恐おそろしく、痛みを伴ともなう何かが。首に触れる前にヤムセが見せた、あの目の奥の暗い熱。あれはこれまでの関係にはなかった、異質なものだ。強く、激しく──これまでは隠かくれていたもの、あるいは互たがいに意識せずに済んでいたものが、ラガロの塔でのことがきっかけとなって目の前に姿を現してしまったのだ。

　……怖い。

　だが、もしかしたら、それだけではないかもしれない。

　悪かった、と言ったヤムセの声が掠れていたのも、彼に触れられた時に自分が感じたのが恐きよう怖ふだけではなかったことも、リティーヤはわかっていた。

　リティーヤは、その予兆だけを胸に、涙を払はらって立ち上がった。

　これで全部が終わりなどと、思いたくなかった。




　──感情の制せい御ぎよができなかった。

　ヤムセはぼんやりと考え、ドアに背をつけたままずるずると床ゆかに座り込んだ。

　リティーヤがしばらく前から──そう、ラガロの塔以来、自分に対して距離を取っているのはわかっていた。ラガロの塔でのことを怒おこっているのだというのは態度から察せられたが、それだけではないというのも、なんとなく感じ取っていた。

　リティーヤの態度には、怯えがあった。

　怖がらせてしまったのだ。

　それはそうだろう。リティーヤはこの一年足らずの間に何度も命を狙ねらわれているが、今度は指導教官にサーベルを突つきつけられたのだ。ショックだったはずだし、彼に対して怯え、怖がるのは当たり前だ。

　──その怯える教え子に、自分はいったい何をした？

　ヤムセは自分の手を見つめた。この手で、彼はリティーヤの首に触れ──力を込めた。

「くそ」

《キツネ》が絡むと理性が飛ぶ。あのラガロの塔でもそうだった。

　ラガロの塔で、リティーヤは《キツネ》を庇かばった。それはまるで決定的な選せん択たくがなされたかのように彼には見えた。もっとも、あの時リティーヤはだいぶん動どう揺ようしていたようだったから、実際のところは白はく刃じんを前に思わず身体が動いて《キツネ》を庇ってしまったということなのだろう──事件からしばらく経たって、彼もそう考えられるようになった。あれは、リティーヤの判断ミスであって、本当に《キツネ》を選んで師と敵対する道を選んだわけではないと。

　──だが、もしも本当に、リティーヤが《キツネ》を求めているのなら？

　彼女にとって必要な相手は《キツネ》であって、指導教官であるヤムセではないとしたら？

《学園》の魔ま術じゆつ師しとしての道を歩みたいのなら、その手はない。だが、リティーヤが、魔術師として生きるより何より、《キツネ》の存在を求めるという可能性を、今ヤムセは初めて考えていた。二週間前ならバカなと容易たやすく否定できた──だが、もしかしたら。




『だって助けてくれたんですよ、あの時も、……七年前もっ』




　リティーヤは、つい今し方も、そう言ったではないか。

「…………」

　笑い飛ばすには、こみ上げてきた衝しよう動どうは強く深く、彼は額に掌てのひらを押しつけ声を殺す。

　七年前、《キツネ》はリティーヤを助けた。死の淵ふちから引き揚あげ、命を与あたえた。それは彼にはできなかったことだ。今も、《キツネ》は彼にはできないことをリティーヤにしてやれるのかもしれない。そう考えると、どうかなりそうだった。

　……だからといって。




『手の方が、あったかくて』




『サーベルよりは、いいかもしれないですね』




　だからといって、あんな台詞せりふを言わせるなど。

　だが、万一彼女を切ることがあるとしても、それは絶対に《学園》とは関係のないことだ。《キツネ》が《学園》に敵対しているというのはささいな問題なのだ。ヤムセ自身、この遠えん征せいが終われば《学園》を去る身なのだから。そんなもののために、リティーヤを傷つけるわけがない。もしも万が一、そんなことがあるとすれば。それは。

　それは──きわめて個人的な問題のためだ。

　ヤムセは首を反らして扉とびらに頭をごんとぶつけ、小さく舌打ちした。

　七年前、彼はリティーヤに救われた。ユローナを求める探たん索さく行に光も見みい出だせず、疲ひ労ろうと絶望から半ば自や棄けになっていたあの一時、リティーヤを救おうとすることで、リティーヤの温ぬくもりに触ふれることで、救われていた。

　その相手が自分から離はなれて行こうとした時、彼の中に膨ふくれあがった感情は、到とう底てい尋じん常じようとは言い難がたいものだった。

　守りたい、助けたいと思い、そのために《学園》を去る覚かく悟ごをしてまで遠征に参加したというのに。

　──感情が、理性を、引きはがしていく。

　それはまるでかつての師であった女性魔術師を想起させるような、凶きよう暴ぼうな感情だった。彼が彼女に対して抱いたような、あるいは彼女から向けられたような、強きよう烈れつで、鮮せん烈れつな感情だった。

　もう一度舌打ちし、彼はとりとめのない思考に区切りをつけ、立ち上がった。

　廊ろう下かでは、部屋を出て、涙なみだを拭うためかしばらくドアの前に留とどまっていたリティーヤが、歩き出した気配があった。彼女の足音が聞こえなくなるまで待って、ヤムセはドアを開けた。

　あれだけ言ったのだからさすがにリティーヤも外に出ることはないだろうが、一応居場所を把は握あくしておくのが、彼の責務だった。

　だが、ドアを開け廊下に出た彼は、固まった。

　ドアの前に立って、廊下に出た彼を見つめる者がいた。

「リティーヤ……」

　去ったはずのリティーヤが目の前にいて、彼を見ていた。まだ目の縁ふちが少し赤くて、痛々しい。彼女は彼を正面から見つめて口を開いた。

「ブーツ脱ぬいで、戻もどったんです」

　そう言う彼女の手には確かにブーツがぶら下がっている。廊下に敷しかれた絨じゆう毯たんは、十分に裸足はだしの足音を吸収してくれるだろう。足音を立てて去り、それからブーツを脱いで戻ったのだ。

　しかし、幾いくらぼけっとしていたとはいえ、こんな手で騙だまされるとは──。

「焼きが回ったものだ……」

「あたしもそう思います」

　リティーヤが、何な故ぜかそう同意して言った。

「先生に、こんなにこだわるなんて、あたしも焼きが回ったもんです」

「…………どういう意味だ」

「とにかく、話があるんです。協力してください」

「…………おまえ、さっきのこと忘れたのか」

「いいから」

　リティーヤはきっぱりと言い放ち、ヤムセに背を向けて歩き出す。ヤムセはしばらくそれを見送っていたが、リティーヤは急に立ち止まって振ふり向いた。

「先生！　話があるって言ったじゃないですか！」

　ついてこい、ということらしい。

　ヤムセは、どうして私がおまえの言葉に従ってやらねばならんのだ、と思ったが、口には出さずに従うことにした。どのみち彼女の行動は把握しておかねばならないのだ、それならばこそこそ後をつけるのも、今ここで一いつ緒しよに行くのも変わらない。

　ヤムセは、廊下を歩き出した。

　リティーヤは、ふんと鼻を鳴らしてまた前を向いて歩き出したが、目が赤いままだったので、いつもほど生意気には見えなかった。




　ホテルには旧館と新館があって、リティーヤらの部屋は新館側にあった。二つの建物は渡わたり廊下で繫つながっており、それを渡った旧館の三階に、リティーヤはヤムセを連れて行った。

「あそこです」

　そう言って、こそこそと曲がり角に張り付きながら、廊下の奥を指す。まだブーツは脱いだまま、紐ひも同士を結んで手にぶら下げている。その理由を、ヤムセは悟さとった気がした。

　リティーヤの指す先には、客室が並んでいるが、そのうちの一番奥、角の部屋の前に、屈くつ強きようそうな体たい軀くの男が一人立っていた。装備品からして北部連合の軍人だろうというのはわかった。ということは、あの扉の向こうに、彼らの守るべき対象がいるのだ。

　おそらくは、ミカが。

「《学園》のこと警けい戒かいしてるのか、ああやってずーっと誰だれか張り付いてるんです……って先生、どこ行くんですかっ」

「戻る」

「部屋に？　ダメですよ。話があるんですってば」

「ろくでもない話だというのはわかった」

「とにかく最後まで聞いてください」

　そう言って、リティーヤは護衛の目を気にして、階段の踊おどり場にヤムセを引っ張り込んだ。

「ミカに会いたいので手伝ってください。あの護衛を引き離すだけでもいいんです。あたしだけだと、後でばれて大変なことになる方法しか思いつかなかったんです」

「…………大変なことか」

「そです。だから手伝ってください」

「どうして私がそんなことをしなければならないのだ」

　踊り場には大きな花か瓶びんがあって、温室で育てられたらしい花々が派手な存在感を誇こ示じしていた。リティーヤはその横で花に隠かくれそうになりながら、ヤムセを見上げた。

「悪かった、って言ったくせに」

「何？」

　どこで、誰が。問い質ただそうとして、ヤムセは口を噤つぐんだ。




『悪かった。怯おびえるな』




　確かに、そんなことを言った。

　リティーヤは、胸の前で指をもじもじと動かしながら言った。

「怯えさせて悪かったって思ったんですよね？　じゃあ、これくらいいいじゃないですか」

　あんな台詞せりふを吐はいて出て行ったかと思えば、ドアの前でそんなことを考えていたとは。こちらを窺うかがうリティーヤの目に彼女の意図を見て、ヤムセは俯うつむき、額を押さえた。リティーヤは、ヤムセの真意を探さぐろうとしている。手探りで。少しでも接点を作って。わがままを言って。

　……溜ため息いきが漏もれたのは、呆あきれたからではない。もうすぐ《学園》を離れなければならないこと、彼女の方に気を遣つかわせていることのためだ。そして、この頼たのみだけは断れないと悟りつつも、この状じよう況きように追い込まれたことになんとなくムッとして、彼は突つき放すように言った。

「……おまえ、怯えてないと言っていただろうが」

「ほんとは怯えてました。怖こわかったです」

「…………」

「噓うそですよ。あ、ちょっとしょんぼりしてますね。いい気味です」

　リティーヤはしてやったりという顔で、そんなことを言う。バカらしくなってきて、彼はそばの壁かべにもたれ、腕うでを組んだ。

「黙だまれ。とにかく私はそんなことに協力できん」

「じゃあ、あたしが一人で突っ込んで大変なことになります」

「…………このままおまえを部屋に連れ帰って軟なん禁きんするという手もあるが？」

「ほんとに？」

　そう言って、リティーヤはヤムセの顔を覗のぞき込む。確信を込めて。真っ直すぐに、真しん剣けんに。

「そんなこと、ほんとにするんですか？」

「…………」

「ほんとはあたしのこと、可愛かわいいくせに」

　可愛げのない、台詞だ。

　ヤムセは、く、と嘲あざけるような笑いを漏らした。

「……おまえは私を怖がっているだろうが」

「…………」

　彼らは黙り込み、挑ちよう発はつ的な態度で睨にらみ合った。

　どちらも相手の言い分を認めるつもりなどさらさらないのだと、その態度から読み取った。

　それでもリティーヤが必死で虚きよ勢せいを張って堪こらえているのをわかっていたから、ヤムセは組んでいた腕を解き、もたれていた壁から背中を離はなした。

「わかった。協力してやる」

　リティーヤの目がぱっと輝かがやき、口元が綻ほころぶ。だが彼女はそれを慌あわてた様子で引き締しめ、改めて生意気そうな顔を作ってにやりと笑う。

「ほらね」

　彼はその強がりに付き合う。

「黙れ」

「やっぱり、先生はあたしのこと大事なんだなあ」

「黙れと言っただろうが。それからいい加減靴くつを履はけ」

　言い合い、睨み合い、彼らは自分たちの関係を確かく認にんする。少なくとも、リティーヤはまだヤムセに積極的に関かかわろうとしているし、ヤムセもリティーヤを大切に思っている。ラガロの塔とうでできた断絶は到とう底てい埋うまるものではなかったが、何らかの関係は、再び築かれるかもしれない。

　──以前のような、穏おだやかなそれは無理かもしれないが。

　不意に、ブーツを履くために屈かがみ込んだリティーヤの、白い首筋が目に入った。

　白く、華きや奢しやで、そこに細い金きん髪ぱつが一筋からまっていた。

　自分はあの時、何を考えて、そこに触ふれたのだったか──。

　彼は視線を逸そらし、それ以上何も見ずに済むよう、先に立って階段を上った。

　背後で、置いて行かれたリティーヤがぎゃあぎゃあと声を上げていた。





３






　コンコン、とノックをしたが返事がない。騒さわぎを察して警戒されているのだろうかと思い──まあ、ヤムセはこういったことに手慣れているから、きわめて小さな物音しか立てなかったのだが──リティーヤはドアの向こうに声をかけた。

「外に人倒たおれてますよー」

　……一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、ドアが開けられた。

　ドアの向こうは、リティーヤが泊とまる二人部屋と変わらない造りの部屋だった。クリームイエローの壁かべ紙がみに、音を吸い込む絨じゆう毯たん、しっかりした作りのベッドが二つ、テーブルと椅い子す。抜ぬき身のサーベルを片手に持ったまま、ドアを開けたのがイルザーク。奥でテーブルの前に座っているのが、ミカだ。

　どちらも驚おどろいた表情を浮うかべているが、イルザークの方には面おも白しろがるような様子もある。ミカはそれどころではないようだが。

「倒れているですって？」

「うん。えーと、今先生が看みて……」

「よ、ヤムセ」

　イルザークは気さくに手を上げて挨あい拶さつしたが、廊ろう下かに残り、倒れた兵士の身体からだを看ていたヤムセは、旧友を一いつ顧こだにしなかった。兵士は気を失っているが、脈も呼吸もある。ヤムセはイルザークに手伝わせてその身体を起こすと、背中をまさぐり、その一点を膝ひざで鋭するどく突いて活を入れた。

　途と端たん、ばちっと兵士の目が開く。彼はさかんに喉のどをさすりながら、目を丸くして周囲を見回した。イルザークはそれを見て吞のん気きに言った。

「あ、良かった良かった。まあ、暴漢にでも襲おそわれたんじゃない？……通りすがりの」

　兵士はわけがわからないという顔をしている。それはそうだろう、いきなり距きよ離りを詰つめられたと思ったら、頸けい動どう脈みやくを絞しめられて落とされたのだ。足あし下もとに物を転がしてそちらへ注意を逸らしておいたから、彼にはヤムセのコートの色を確認する暇ひますらなかったはずだ。悪いことしたなーと思いつつも、リティーヤは事の成功に密ひそかに胸をなで下ろしていた。魔ま術じゆつを使うと容疑者が一気に絞しぼられてしまうので力に訴うつたえたのだが、何事もなく良かっ──。

「これはこれは、ありがとうございます」

　ミカが、棒読みで言った。

　兵士の様子を見ていたリティーヤは、ぎぎっ、とぎこちなく首こうべを回めぐらせ、ミカを見た。ミカは部屋の奥で相変わらず椅子に優ゆう雅がに腰こし掛かけたまま、冷たい目でリティーヤらのやりとりを見ていた。

「わたくしどもはこれから通りすがりの暴漢に気絶させられた仲間の手当てをします。後ほど正式にお礼に参りますが、少々慌ただしくなりますので、ここはお引き取りください。通りすがりの暴漢がまたいつ現れて襲ってくるとも限りませんし」

「いや、あたしとしては事のついでにミカと話がしたくて」

「イルザークさん、こちらの方々はお帰りになるそうです」

「まあ、いいじゃないか。それで、どうしてここがわかったんだい？」

「えーと、後つけたんです。最初に、ミカがロードマスターとかと話し合うのに、別の部屋に行った時。っていうか……イルザークさん、気付いてましたよね？」

「……！」

　ミカは綺き麗れいな眉まゆを撥はね上げ、キッとイルザークを睨みつけた。

「イルザークさん！」

「まあまあ、ミカも落ち着いて。確かに気付いていたよ。でも、何も実害がないみたいだから放ほうっておいたんだ。間ま違ちがっていたかい？」

「しかし──」

「それであたし、話が終わるまで廊下で待ってて、出てきたところをまた後つけてミカの部屋を確認したんです。ほら、簡単」

「リティーヤ！」

　ミカはその美しい、炎ほのおのような怒いかりを宿した目でリティーヤを見た。リティーヤは睨まれ、怒ど鳴なられたというのに、思わずパッと笑った。

「やっとあたしのこと見た！」

「勝ち誇ほこったように言わないでちょうだい！　イルザークさん、どこへ行くつもりですか！」

「こいつ連れて行くよ。まだ足下がおぼつかないから、交こう替たい要員も連れて来ないと」

　くすくす笑いを漏もらしながら、イルザークはヤムセと一いつ緒しよに兵士に肩かたを貸し、廊下に出てしまう。ミカは何か文句でも言おうとしたようだったが、その前にドアは閉とざされた。

　リティーヤは、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむミカの、向かいの椅子を引いて座った。

「さあ」

　そうして、テーブルの上に手を置いて、悪戯いたずらっぽい表情で親友の顔を覗き込んだ。

「今日はとことん話し合うわよ」

　ミカは泣き出しそうな、怒鳴り出しそうな顔で、リティーヤの目をしっかりと睨みつけた。




「つまり、ミカは、イーディアさんって人に雇やとわれてるのね。イルザークさんの紹しよう介かいで」

「そうなるわね」

　ミカはどうあってもリティーヤに部屋を出て行くつもりがないことを理解すると、短い言葉で、少しずつ、別れてからのことを話した。といってもミカの口は重く、ロードマスターが話してくれた以上の情報は多くない。

　だが、ここはまだ導入部だ。

「イーディアさん、良いい人？」

「あんたに関係ないでしょう」

「あるもん！　ミカのことなら」

「…………か、関係ないわ」

「でも、ちゃんとご飯食べてるみたいだし、ちょっと安心した」

「…………あんたこそ、相変わらずバカみたいに食べてるの？」

「うん、それはばっちり！」

「……そう」

　よかったわ、と小さな声で呟つぶやいて、ミカはそっぽを向いた。リティーヤはその横顔を見つめて、相変わらず美人だなあと胸の中で感かん嘆たんする。ランプの光を下から浴びて、髪かみも肌はだも金色を帯びて輝く。カップを持ち上げ、茶を飲むだけの動作が、ひどく洗練されて美しいものに見える。

「ミカ」

　人なつこくリティーヤがミカの方に身体を乗り出す。

「それで、イルザークさんとはどういう関係なの？」

　ミカは口に含ふくんでいた茶を噴ふき出した。

「なん……っ、どういうって何がよ！　ああっ、ドレスが汚よごれたっ」

「だって、同じ部屋みたいだから……」

　そう言って、部屋を見回す。二人部屋には二つのベッドがある。

　ミカはドレスに零こぼれた茶をハンカチで拭ふきながら、怒鳴りつけるように言った。

「話があったから来てもらっていただけよ！　ここに泊まるのは私一人！」

「あ、なんだ」

　リティーヤは、ホッとして笑った。

「良かった。あたし、イルザークさんってちょっと憧あこがれてたから、ミカとあっさりそういう関係になっちゃってたらなんかショックだなあって思ってて」

「って私の貞てい操そうはどうでもいいの、あんたは!?」

「え？　ああ、そっか、そうだね、それもそれでショックだけど。でも、それならどうして一緒にいるの？　フレアバタンからずっと？」

「私がユローナの記き憶おくを継ついだからよ」

　ミカは染しみの上から生き地じを叩たたきつつ、淡たん々たんとそう言った。リティーヤはきょとんとして聞き返した。

「は？　記憶？」

「…………色々あったのよ。私はユローナの魔術のかなりの部分を受け継いでいるし、彼女のオリジナルの魔術も使える。知識もあるわ。彼女の秘密も色々知ってる。一番大事な部分は錠ロツクがかかってるみたいだけどね。そんなわけだから、もしも私にそのつもりさえあれば、第二のユローナになることだって可能なの」

「…………」

　ぽかん、と口を開けてリティーヤはミカを見つめた。こんなところで噓うそなど吐つく意味はないだろうから、おおよそは事実なのだろうとは思うが──第二のユローナ？　ミカが？

「んなことすんの、あんた」

「しないわよ」

　ミカは迷めい惑わくそうに眉を顰ひそめて目を上げた。

「他人をいたぶって、人体実験ばんばんやって、あちこちに敵を作るなんていやよ。私はおとなしく過ごしたいの。そのためにもらったものを利用しているだけよ」

「そうだよねえ。で、あんたはイルザークさんがそれを心配してあんたについて来てるって言いたいわけ？」

「……まあね」

「んなわけないじゃない」

　ミカは染みを叩く手を止め、ムッとした顔で睨にらんできたが、リティーヤは胸の前で腕うでを組んで嘆たん息そくしてみせた。

「あんたって頭いいのに変なところで間が抜ぬけてるんだから。半年も一緒にいたなら、そんなことないってイルザークさんだってとっくの昔にわかってるはずだよ」

「わからないわよ。ある日突とつ然ぜんユローナの記憶が私に影えい響きようするかもしれないもの」

「まあ、その記憶だのなんだのって話はあたしはわかんないけどさ、でもそのためにどうしてミカを助けるの？　今の雇い主紹介してくれたの、イルザークさんなんでしょ？」

「…………私だってそう思うけど、問い質ただしてもすごく適当にはぐらかされるのよ」

「どうやって？」

「『可愛かわいい女の子を助けるのは当たり前だよ』って」

「ああ……イルザークさんは確かにそういう人だけどさ。でも、出会った女の子みんなを助けてたら身体からだが幾いくつあっても足りないよ？　しかも半年だよ、半年」

　ミカは視線を落として呟く。

「知らないわよ。私に負い目を感じてるのかもしれないし」

「負い目って……」

「ユローナに協力して私の監かん視ししてたことあるから」

　俯うつむいてはいたが、ミカの表情はわかった。もどかしそうな、悔しそうな顔だった。

　拗すねている、のかもしれない。

「ミカって……」

「もしかしたら、どうでもいいのかもしれないわね。何もかもどうでもいいのよ。あの人は一番大事な人を殺されて、ユローナをつけねらってたけど、そのユローナは全然知らないところで勝手に死んだのよ？　もう全部なくしてしまったのなら、目の前にいた人間にふらふらついてきたって、おかしくないわ。どうでもいいからついてきて、特にすることもないから私を助けてくれてるのよ。たぶん」

　その、少しだけ突つき出した唇でぼそぼそと語られる言葉を聞き、顰められた眉、潤うるんだ目などをまじまじと見つめ、リティーヤは思わずぱっと思ったことを口にした。

「ミカって、イルザークさんのこと好きなの？」

「……はあ？」

　何を言ってるのあんたは。睨んでくるミカの目がそう言っていた。

「いや、なんかそう見えたから。ずっと一緒にいるって、そういうことなのかなって」

「ちょっと待ちなさいよ。あんた私の話聞いてた？」

「今のはイルザークさん側の事情でしょ？　あんたこそ、大して理由もないのにイルザークさんと今まで一緒にいたじゃない」

「それは……男性が一緒の方が、旅はしやすいもの」

「そんな理由じゃ無理だって。ミカみたいな性格ひね曲がった人間が、好きでもない相手と長いこと一緒にいられるわけないよ」

「……さりげなく人を侮ぶ辱じよくしないでくれる？」

「好きでしょ？」

　ミカは再び目を伏ふせ、少しの間をおいて答えた。

「……嫌きらいじゃないわ」

　どこか悲しげな顔だった。

「でも、見てるとイライラしてくるの。あんなに立派な身体をして、人脈もあちこちにあって、真っ当にやっていこうとすれば幾らだってやっていけるのに、私なんかにかまけて。バカみたいだわ」

「ああ、じゃあやっぱり好きなんだ」

　リティーヤはあっさりとそう言い、訝いぶかしげな目で睨んでくるミカに説明した。

「ミカって、嫌いな相手とか興味のない相手とか無視するもん。ミカが真しん剣けんに怒おこるのは、好きな証しよう拠こだと思うけどな」

「……どういう根こん拠きよがあってそんなこと言ってるの？」

「だって、あたしミカに怒られてばっかりだったもん」

「…………」

　ミカは凶きよう悪あくな目でしばらくリティーヤを睨みつけてきたが、やがてその顔が、首から徐じよ々じよに赤く染まっていく。リティーヤは怒られるだろうなとは思ったが、友人の可愛らしさについつい破顔して、その赤くなった顔を覗のぞき込んだ。

「ね？」

　ミカはリティーヤの視線を避さけるようにぷいと顔を背そむけた。

　その朱しゆに染まった、少女らしい美しい横顔を見つめ、リティーヤは頰ほお杖づえをついて尋たずねた。

「それで、ミカは、イルザークさんと」

「うるさいわよ、リティーヤ」

「極地に行くの？」

「…………」

　ミカの顔から感情が抜け落ちた。リティーヤから逸そらされたままの目に険しい色が宿り、宙を見み据すえる。

　──ここからが、本題だった。

「極地に何かが起こってる、ってミカたちも気付いてるんだよね」

「……ただの交こう替たい要員よ。連合も極地に観測所を持ってるから」

「最近、北部で《風と八月党》が動いてるんでしょ？」

「…………」

「あたし、前にも北部来たことあったの。その時、初めて《風と八月党》の女の子と会って……ミカは《風と八月党》のこと、ちゃんとわかってる？」

「わかってる」

　ミカはそう言ったきり黙だまり込んだ。

《風と八月党》は、《学園》から〈昼〉の石板を奪うばっていった集団だ。《始原のキツネ》を崇すう拝はいしていて、その言葉を実行に移すためならどんな手段も厭いとわない、危険な連中だ。ヤムセから聞いた話では、そもそもは芸術家の集団だったそうだ──《始原のキツネ》や寒冷化をテーマにした作品が幾つか残っており、《風と八月党》という名前も、《始原のキツネ》を描えがいた一枚の絵のタイトルから取られている。絵自体はあまりに反社会的だとされ、某ぼう国こく政府の手によって焼き払はらわれたという。

「……それでも、行くの？」

「行くわ」

　ミカはきっぱり言い、反対にリティーヤに訊きいてきた。

「あんたこそ、なんだって遠えん征せい隊になんか加わってるのよ」

「え」

「最初に名めい簿ぼで名前見た時は心臓が止まるかと思ったわ」

　そういえば、ミカはリティーヤが〈昼〉魔ま術じゆつの使い手で石板とも引き合うということを知らないのだった。別組織の人間となったミカに事情を話すわけにもいかず、リティーヤはごにょごにょと言葉を濁にごした。

「いやあ、まあ、色々あって……」

「……まあ、いいわ。おおかたあの《キツネ》絡がらみなんでしょ。あんたに執しゆう着ちやくしてるものね。でも、あんたこそ帰った方がいいわ。知ってるでしょうけど、あそこは魔術師にはきついところよ」

「ん？」

「……知らないの？」

「あー……」

　この一週間というもの、《キツネ》についての情報を仕入れるだけで精せい一いつ杯ぱいで、極地のことは二の次だったのだ。リティーヤはちょっと照れて頭を搔かいた。

「えへ」

「……えへじゃないわよ！　信じられない、《学園》は何考えてるの!?　あんたの先生だって教え子をこんなところに連れて来るなんて──」

「先生は関係ないよ」

　リティーヤが突とつ然ぜん表情を硬かたくしてそう言うので、ミカは驚おどろいた様子で口を閉とざした。

「あたしが決めたの。先生だって来させたくなかっただろうけど、仕方なかったの」

　ヤムセについて、わだかまりが消えたわけではなかった。ただ、ヤムセはリティーヤに歩み寄ろうとしてくれたし、そうでなくとも、今回リティーヤがこの遠征に参加しているのは、本当にヤムセのせいなどではないのだ。彼がいわれのない非難を受けるのは純じゆん粋すいに嫌いやだった。

　だが、ミカの表情は見る間に変わっていく。見開かれていた目が細められ、眉まゆはきりきりとつり上がる。驚きから苛いら立だちへと表情を変え、彼女は低い声で呟つぶやいた。

「…………何よ、先生、先生って」

「え？」

　リティーヤが聞き返すと、ミカはいきなりテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「いいわ、知らないなら教えてあげる！　あそこは〈夜〉魔ま力りよくが荒あれ狂くるってるの！　気温が低いだけじゃないわ、普ふ通つうの人間だって幻げん覚かくが見えたり意識を失ったりするのよ、そんなところに魔力に敏びん感かんな魔術師が行ったらどうなると思うの！　のたうち回った挙げ句に雪の中に飛び出して行方ゆくえ不明になった例だってあるんだから！」

「え、でもうちの先生毎年行ってたみたいなんだけど……」

「色々いるのよ、魔術師でも！　あんたみたいにまだ未熟で、魔術だってそんなに扱あつかい慣れてない人間が行ったらどうなるかわかったものじゃないわ！」

　自分が未熟だということはわかっているが、同い年の人間にこうもきっぱり言われるとちょっとムッとした。リティーヤも勢いで立ち上がり、怒ど鳴なり返した。

「そんな言い方しなくたっていいじゃない、あたしだって基き礎そ課程の頃ころよりは随ずい分ぶん上達したんだから！」

「生意気言うのね！　私がどんだけあんたの課題手伝ったか忘れたの!?　あんたの魔術の腕うで前まえについては私が一番詳くわしいのよ！」

「そんなわけないって！　あたしのことはあたしがちゃんとわかってる！　専門課程入ってもう九ヶ月よ、あたしだって成長するの！　いつまでも同じじゃないんだから！」

「とにかく絶対にダメ！　ダメったらダメったらダメ！」

「ミカ！」

　子どものようにかんしゃくを起こし、ミカは胸の前でぎゅっと手を組み、背中を丸めて震ふるえた。なめらかな頰ほおを、涙なみだの粒つぶが零こぼれ落ちていく。

「だからいやだったのに……」

　小さな、絞しぼり出すような声が、震える唇くちびるから漏もれる。

「会いたくなかった……こんな……」

「ミカ……」

「こんなみっともないの」

　ぼろぼろ零れ落ちる涙を拭ぬぐって、ミカはリティーヤに背を向けた。

「もう行って。一人にしてよ」

「…………」

「じゃないと、私きっともっと嫌な子になるわ。お願い」

　リティーヤはミカの背中を見つめ、そのそばに近づいた。ミカはそれを察してか、リティーヤの方を泣きはらした目で見やった。

「あんたのこと、縛しばり付けちゃうわよ」

　リティーヤはミカの腕にそっと触ふれた。ミカの身体からだはまだ震えていた。

「それは、困るけど」

　リティーヤはミカの手を軽く握にぎって、隣となりに寄り添そうように立った。

「あたしも、ミカのこと心配だったから」

「…………」

「だから、おあいこってことで」

　ミカはしばらく黙ってリティーヤの顔を見つめた後、何がおあいこなんだかわからないわ、と吐はき捨てるように呟いて、リティーヤの肩かたに小さな形良い頭を載のせた。

「ねえ、ミカ」

「ん」

「あたしたち、色々、違ちがっちゃったけど」

「うん」

「これからも、友達だよね」

「……うん」

　ミカはリティーヤの肩に目元を擦こすりつけるようにして、最後の涙を誤ご魔ま化かした。




「俺に何も、訊かないの？」

　イルザークは廊ろう下かで壁かべにもたれていた。口元には穏おだやかな笑えみが浮うかび、くつろいだ雰ふん囲い気きではあったが、一応ミカの部屋の前で見張りに立っているところだった。『通りすがりの暴漢』に気絶させられていた兵士は、手当てを終えて別室に運び込まれていた。彼の代わりは、イルザークが務めていた。

　ドアを挟はさんで隣にはヤムセが相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、腕を組んでいる。角部屋で、これより奥に用のある客はいなかったからさほど目立たずに済んだが、大の男が二人、ドアの前に陣じん取どっているというのは、かなりぎょっとさせられる光景だった。しかもどちらも帯たい剣けんしている。宿しゆく泊はくの際ホテル側の了りよう承しようは得ているとはいえ、物ぶつ騒そうなことに変わりはない。

「話し合うことがあるとは思えん」

「うーん。友達がいのないやつ」

　イルザークとヤムセは確かに古い友人ではあったが、その関係はイルザークが《学園》の賞金首であるユローナと関かかわった時点で終わっている。少なくとも、ヤムセはそう思っている。

「……なあ、ヤムセ」

「無む駄だ口ぐちを叩くな」

「俺たちも、ああいう時期、あったよなあ。ミカとリティーヤみたいなの」

「ない」

「またまたあ」

　イルザークはポケットに手を突つっ込んでけらけらと笑い、ヤムセは不ふ機き嫌げんそうに黙だまり込んだ。





４






　翌日──。

　リティーヤは、ミカの乗り込んだ馬車が通りの他ほかの幾いくつもの馬車に交じり、見えなくなるまで見送ってから、やっと窓を離はなれた。

「行っちゃいました」

「さっさと自分の部屋に戻もどれ」

　ヤムセが彼自身のブーツを磨みがく手を休めずに言った。彼は一人掛がけのソファに座っていて、リティーヤの方を見もしなかった。ヤムセとバドの部屋がちょうど通りを見るのに適していたので、リティーヤは無理を言って朝早くから入り込んだのだ。空はまだ青い闇やみの気配をふんだんに残しており、部屋の空気も冷えたままだった。バドは荷物のことで確かく認にん事じ項こうがあるとかで、リティーヤと入れ違いで駅の方へ向かっていた。

　リティーヤはブーツを黙もく々もくと磨き続けるヤムセを見て、その真しん剣けんな眼まな差ざしと、鬱うつ陶とうしそうに顰ひそめられた眉を確認した。ヤムセはいつも通り不機嫌そうで、ぶっきらぼうだった。その態度に、リティーヤは彼への警けい戒かいが少しずつ緩ゆるんでいくのを感じた。まだ緊きん張ちよう感はあるが、空気は昨日までのものよりも、幾分穏やかになっている。

　ヤムセが《キツネ》の腕を切り落としたあの光景や、ヤムセの目に宿っていた暗い輝かがやきは、まだ時折リティーヤの脳のう裏りにちらつくけれど──。

　少しずつ、努力すれば、何かを取りもどせるかもしれない。

　ヤムセはちらりと目を上げ、いつまでも窓のそばでぐずぐずしているリティーヤを睨にらみつけてぶっきらぼうに言った。

「…………さっさと」

「出てけ、でしょ？　わかってますよ。あ、あと、ありがとうございました。ミカのこと。話、させてくれて」

「…………」

　ヤムセは視線をブーツに戻して言った。

「我々もいつでも出られるように準備しておけ」

　はあい、と答えて、リティーヤは朝食のためにドアから外へ出た。




　窓からは、雪に埋うもれた森や、土地の起き伏ふくを見はるかすことができた。葉を落とした森は雪を被かぶったために黒から白銀へと塗ぬり替かえられようとしている。空は一面白く、雪がちらちらと舞まう。

「遠えん征せい隊がブルーライドから極地へ向かったとか」

《学園》学長であるオルドゥナは、その大きな青い目を窓から室内に戻してそう言った。部屋には執しつ務む机一つを挟んで、魔ま導どう書しよ調査委員会の長おさであるグレイビルがいた。グレイビルはたっぷりと肉のついた顎あごを首に押しつけるようにして頷うなずいた。

「はい。コールが今朝方連れん絡らくを寄よ越こして参りました。荷物の遅ち配はいはありましたが、足止めは一日で済んだようです」

「詳しよう細さいは書面で見ました。今のところ、ハルは頑がん張ばってくれているようですね。……それから《キツネ》の腕についてですが」

「は。分ぶん析せきは進めております」

「途と中ちゆう経過で良いので今ここで少し話してください」

「見た目は人間の腕と酷こく似じしておりますが、組織はまったくの別物です。似た種類のものがないか探しているのですが──」

「おそらく出て来ないでしょう」

　オルドゥナは、静かな表情でグレイビルを見み据すえて言った。

「二世紀前もそうでした」

　グレイビルは肉付きのせいで表情の見えにくい顔を、僅わずかに歪ゆがませた。慎しん重ちようにオルドゥナを見て、答えを探す。

「……以前も、《キツネ》の肉体の一部を手に入れたことがあったのですか」

「ついて来てください」

　オルドゥナはそう言うと、青いローブを翻ひるがえして壁の方に歩いていった。何もないはずの腰こし板いたの辺りに触れると、小さな音がして腰板がドアのように内側に開き、入り口となった。明かりを手に腰を屈かがめて中へ入るオルドゥナの後について、グレイビルもその入り口から内部の細い隠かくし通路へ入った。




　身体が大きいせいで、通路を抜ぬけた時にはグレイビルは蜘く蛛もの巣だらけになっていた。

　それを見て、オルドゥナは目を丸くして言った。

「あら。掃そう除じをしてくださったのですね」

「……ええ。はからずも」

　グレイビルは頭から垂れ下がる蜘蛛の巣をむしり取り、周囲を見た。

　そこは、石造りの小部屋だった。ストーブも暖だん炉ろもないせいでひどく寒く、窓がないので明かりは一いつ切さい入ってこない。オルドゥナの持ち込んだ小さなランプが頼たよりだ。

　奥まった壁にはくぼみがあって、そこに細長い箱が置いてある。オルドゥナはランプでその箱を照らし出すと、グレイビルの方を見て言った。

「開けてください」

「……いきなりヘビが飛び出すようなことはないでしょうな」

　呟つぶやきながらも、グレイビルは言われた通りに箱を開けた。粗そ末まつな、古い木箱のささくれが指に刺ささったが、蓋ふたは簡単に開いた。

　中には、絹を敷しき詰つめた上に鎮ちん座ざする、細くひからびた、獣けものの前まえ脚あしがあった。

　それを見て、オルドゥナが淡たん々たんとした口調で呟いた。

「ラガロが得た《キツネ》の脚です」

　グレイビルの喉のどが息を吸い込み、ひゅっ、と鳴った。

「…………なんですと？」

「初代学長であり《学園》創立の祖であるラガロが、《キツネ》から得た脚です。ヤムセが切ったのと同じ右前脚です。二百年の間、《学園》の、最大の秘密でした」

「そ……」

　グレイビルはそれ以上言葉を続けることができなかった。脚があるというのは、ラガロが《キツネ》と敵対したということだろうか？　それとも、これは《キツネ》自身の遺のこした形見なのか？　だがどちらにしろ、これでは《キツネ》に脚がないことになってしまう。

「ではあの《キツネ》はラガロの《キツネ》とは別物なのですか？　しかしあの腕うでも、到とう底てい人間のものとは──」

「わかりません。生えたのかもしれません」

「生える？　脚や、腕が？　彼は獣や人間の姿を取りますが、トカゲではないんですよ？」

「わかっているのは、今リティーヤに執しゆう着ちやくしている《キツネ》と、ラガロの前に現れた《キツネ》の間に、共通点はあっても、連続性があるかはわからないということです」

　連続性。グレイビルはその言葉を口の中で繰くり返した。共通点というのなら、この脚とヤムセの切った腕を比べればわかることもあるだろう。二世紀前の《キツネ》はラガロに魔ま術じゆつを与あたえ、また今の《キツネ》はリティーヤに〈昼〉魔術を与えた。これも共通点だ。そもそも、あの《キツネ》自身が自分は《キツネ》だと認めている。だが自じ称しようでは証しよう拠こにならない。連続性は──連続性は、まだ見つけられていない。リティーヤが、《キツネ》の記き憶おくから彼の生まれたらしい都市を見つけ出しはしたものの、それもやはり連続性とは言い切れない。

　あれは確かに《キツネ》かもしれない。

　だが、《キツネ》がただ一つの存在であるという確証はない。

「……もしも、あのような存在が複数いるとしたら」

　オルドゥナの声が、静かに、穏おだやかに、小部屋の中に響ひびいた。

「我々の大変な障害となるでしょう」

　その青い、特とく徴ちよう的な目が、グレイビルをひたと見据えた。

「この脚の分析もしてください」

　グレイビルは頭こうべを垂れ、掠かすれる声で答えた。

「大至急」
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「あんたどうしたの」

　その獣は逃にげもせずにただ雪原に伏ふせていた。目を瞑つむり、意識があるのかどうかもわからない。波打つ腹の動きから、呼吸があるのはわかったが。

　純白の毛皮で覆おおわれた身体からだや顔つきはイヌ科の動物を思わせるが、四本の脚には鱗うろこが生えている。耳はやや小さく、水の中に入れば頭部にぴたりとついて水の浸しん入にゆうを防ぐとともに、水の抵てい抗こうを軽減する。今の大きさは中型犬程度だが、成体は、大型のクマほどにもなるはずだ。

　名前は……なんだったか。

　そこは、見み渡わたす限りの雪原だった。春になれば容易には踏ふみ込めない湿しつ地ち帯となるが、今は数本の灌かん木ぼくの他ほかは雪の下で凍こおり付き、生き物の気配も稀まれだ。

　ブルーライドを出て一週間。

　極地を目指す旅の途と上じよう、雪原での食事休きゆう憩けいの間に、リティーヤはこの獣を遠くから見つけ、思わず近づいてきてしまったのだ。

　慎重にスキーを滑すべらせ、その獣のそばで止まる。

「寝ねてる……んじゃないわよね。こんなところで一頭だけ？　群れはどうしたの」

　子どもとはいえ肉食動物に近づくのは躊ちゆう躇ちよがあったが、どうもここまで騒さわいで目覚めもしないのは、普ふ通つうの状態ではないようだ。リティーヤはそっと相手の身体に手を伸のばした。背中を撫なでると、僅かに耳が動いた。だが、それだけだ。

「なんかあったのね。ケガ？　病気？　それとも、環かん境きようが合わない？　仲間はどうしたの、ねえ……」

　声をかけながら、身体の様子を調べる。極地の獣が南へ移動しているというのは聞いていたが、実際に目にしたのは初めてだ。それも群れとはぐれた子どもだ。移動中に身体が弱ってしまって、置いていかれたのだろうか？

「ん……ケガはないみたいね。出血もないし……」

　ぱっと見たところでは外傷はないようだが、遠えん征せい隊に戻もどってロードマスター辺りに調べてもらえば、何かわかるかもしれない。

「よーし、じゃああんた、あたしと一いつ緒しよに行こうか」

　そう言って、ぐったりとした身体を抱だき上げる。獣は相変わらず目を開けず、リティーヤの腕に身を預けて眠ねむり続ける。

「あら、あんた結構体温高いんだね──」

　ふと、リティーヤは顔を上げる。何か、記憶の縁ふちに引っかかることがあった。前にもこうして、何かを、誰だれかを抱き上げた気がする。いや、リティーヤは昔から生き物と見れば手を出してきたので、同じような経験があるのは当たり前なのだが。だが、それにしても、何か──。

「いっしょに……？」

　呟きは、風の音に紛まぎれて消えた。

　しばらく考え込んでみたが、どうにも思い出せなくて、そのままにしてさっさと戻ることにした。風が強くなれば、来た道もわからなくなる。この雪原で迷子はまずい。

　そうしてスキー板を反転させ、振ふり返った先に、いつの間に来たものか、呆あきれた顔をしたヤムセが立っていた。リティーヤと同様、極地用のブーツにビンディングでスキーを固定し、傍かたわらの雪面にストックを突つき刺している。最初の大寒波以来、スキーは冬の狩しゆ猟りようや行軍になくてはならないものとして、技術も道具も発展を続けてきた。勿もち論ろん遠征隊でも重宝している。遠征隊で採用しているストックは木製の一本杖づえで、やや長い。

　──いや、それはともかく。

「!?　ちょ、先生……っ、いつの間にっ！」

「『あんたどうしたの』の辺りからだ」

「それ結構前じゃないですか！　っていうかなんでここに」

「テヨルに捜さがしてくれと頼たのまれただけだ」

　幸いスキーの跡あとがあったから、それを追いかけてここまで来たということらしい。

「それはなんだ」

「え？」

　ヤムセは、リティーヤの抱き上げた獣を指していた。

「あ、拾ったんです。動けないみたいで。ロードマスターならどこが悪いのかわかるかなって」

「…………なんでもかんでも拾うな」

「でも、ほら、言ってたじゃないですか、極地から動物が移動してる理由がわからないって。調べたら、何かわかることも──」

「だからといって肉食動物をいきなり抱き上げる人間がいるか」

「…………ま、まだ子どもですし」

「おまえの喉のど笛ぶえかみ切るくらいはできるかもしれんぞ」

「…………う」

　ヤムセは嘆たん息そくして、強くなってきた風に眉まゆを顰ひそめ、フードを被かぶり直した。

「とにかく行くぞ。問答の時間はない」

「あ、はあい」

　リティーヤはヤムセに促うながされて一度獣けものを渡わたし、革かわひもを締しめてスキー板をブーツに固定し直した。左ひだり腕うで一本で獣を器用に抱き上げたヤムセは、ふと視線を上げた。

「おい」

「今度はなんですか？　あたしもう何もしてな──」

「見ろ」

　ヤムセの目が自分ではなく、もっと高く、遥はるかな距きよ離りにあるものを見ていることに気付いて、リティーヤも口を噤つぐんで身体を起こした。視線を追って振り向くと、そこには地平線から立ち上るような、白い雲の帯だけが見えた。

「？　別に、何も」

「もっと上だ」

　いきなり背後から頭を摑つかまれ、斜ななめ上を向かされた。急な動きで、首がぐぎっと鳴る。

「い──」

　痛かった。だが、状じよう況きようはわかった。

　雲は、空の半分ほどを覆ったところで途と切ぎれ、青空が覗のぞいていた。

　その空を背景に雲を突き破り、高く連なる頂いただきが見えた。

　ぎざぎざの先せん端たんが空と交わるところを見て初めて、リティーヤはそれが雪原の北ほく端たんを占しめる山脈であることに気付いた。

「う……お」

　圧あつ倒とう的な質量がのし掛かかってくるようだった。それはあまりに高く、長く、延々と大地を区切って存在した。極地とそれ以外の地域を区切る巨きよ大だいな山脈の存在は知っていたが、この遠征中は天候が悪くてその全容は大たい抵てい雲に包まれていた。勿論頂も目にすることはできなかった。〈夜〉魔ま力りよくと湿しめった冷たい大気はこの山脈にぶつかり、隔へだてられ、山脈以北と以南では気候ががらりと変わる。山脈以南、つまりこちら側では短いが夏もあり雪も解けるのに対して、山脈以北では一年中雪も氷も解けることなく、《嵐あらし》と暴風雪が荒あれ狂くるう。

「あの先は極地だ」

　ヤムセは同じ光景を見つめてそう呟つぶやいた。

「極地……」

　大陸北部を、東西に走るあの山脈の向こう。

《キツネ》は、そこで待っているのだ。

　太陽の光と雲の落とす影かげによって、頂は見守るうちにも様々な表情を見せる。その向こうから呼ばれている気がしてくる。強く、引きつけられているような──。

「あ」

「なんだ」

「いや、そういえば、《キツネ》もこういうふうに拾ったんでした」

　先さき程ほどから抱いだいていた引っかかりの正体に気付いて、リティーヤはすっきりした気分でそう言った。だが、ヤムセはみるみるうちに機き嫌げんを悪くして、リティーヤをじろりと一いち瞥べつしたかと思うと、声をかけもせずに背を向けてさっさと来た道を戻っていく。

「先生？」

　リティーヤは慌あわてて後を追った。

　うっかりしていたが、やはりヤムセはリティーヤがラガロの塔とうで《キツネ》を庇かばったことに、今も腹を立てているのかもしれない。そのことについて言えば、リティーヤだってヤムセが《キツネ》の腕を切ったことについて、理解も納なつ得とくもできていない。何しろ今もって彼からは何の説明もないのだから。

　しかし、その時あることに気付いて、リティーヤは立ち止まる。置いていかれては敵かなわないので慌ててまた滑り出すが、頭はたった今思いついた可能性についてめまぐるしく考えを巡めぐらせていた。

　ヤムセはラガロの塔でリティーヤにサーベルを突きつけた。それはリティーヤが彼の敵を庇ったせいだったはずだ。リティーヤはそう思っていた。

　だが、もしもリティーヤが敵を庇っただけなら、ヤムセはもっと冷静に、事務的に対応したのではないか？　あんな問答をするよりも、魔ま術じゆつでリティーヤを拘こう束そくするなり意識を奪うばうなりした方が、ずっと簡単なのだから。

　それなのにその時手にしていたサーベルを咄とつ嗟さに向けたということは、リティーヤが庇った相手が《キツネ》だったことが問題なのだ。




　ヤムセと《キツネ》は、ラガロの塔以前に、何らかの因いん縁ねんがあるのでは？




　それは殺し合いに直結するような、躊躇ためらいなく相手の腕を切り落とすような、そういう関係性だ。そういえば、あの時だってそうだった。ブルーライドの宿で、ヤムセがリティーヤの首に触ふれたあの時。

　あの時も、リティーヤは直前に《キツネ》のことを喋しやべっていた。




『だって助けてくれたんですよ、あの時も、……七年前もっ』




　七年前も。

　その言葉を聞いた途と端たん、ヤムセは態度を一変させた。

　七年前──《キツネ》がリティーヤに〈昼〉魔力を与あたえて救い、そしてリティーヤが虹にじドロさんと出会った年。

　あの年、虹ドロさんは《キツネ》と対たい峙じしている。

「────え？」

　心臓が、どくんと常より大きく鳴った。

　リティーヤは先を行くヤムセの背中を見つめた。獣を左腕一本で抱だき、右手にストックを持ち、彼は前に進み──視線に気付いたのか、それともリティーヤの呟きが聞こえたのか、ちらりと背後を振ふり返る。目が合い、またぷいと逸そらす。

　孤こ高こうの獣のような、気高く傲ごう慢まんな横顔だった。




《学園》の第一観測所は、極地に至る山脈の手前に、黒い固まりとなってぽつんと建っている。

　遠えん征せい隊がそこに辿たどり着いたのはリティーヤが獣を見つけた日の夕刻のことだった。

　疲ひ労ろうと混乱から泥どろのように眠ねむった翌日、太陽が雲を赤あか紫むらさきに染め、青い空に昇のぼり切った頃ころ、リティーヤは盆ぼんの上に載のせたもののバランスを取りながら、一室のドアをノックした。中から答えが返ってくるのを待って、ドアを開けて室内に入る。

「おはよーございます」

「よう」

　片手を上げて挨あい拶さつを返したのはテヨルだ。彼女はベッド脇わきの椅い子すに腰こし掛かけ、本を読んでいた。ベッドに横たわっているのはバドのはずだ。毛布を頭から被って壁かべ側を向いているので顔は見えないが、あの癖くせのない白っぽい金髪はバドのものだ。

「ロードマスターに頼たのまれて朝ご飯持ってきました。バドさん、何か食べられそうですか？」

「無理だろ。私がもらっとくよ」

　テヨルはそう言うと、本を閉じ、リティーヤの手から受け取った盆を自分の膝ひざの上に置いた。

　部屋にはテヨルの座っている椅子の他ほかには、ベッドが二つとサイドテーブル、小さな書き物机と椅子があるだけで、狭せまかったが、暖かく快適に見えた。同室のヤムセは食堂だ。三十分ほど前に倒たおれたバドを、今はテヨルが一人で看みていた。

　リティーヤは早さつ速そく食事にかかり始めたテヨルに尋たずねた。

「バドさん、どうしたんですか」

「極地は魔力が強くて、敏びん感かんな人間には辛つらい場所なんだよ。今は石板が持ち込まれたせいか、変動が激しいしね。こいつはここで脱だつ落らくかもな」

「ええっ、何のためにここまで一いつ緒しよに……」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　テヨルはサイドテーブルに置いてあった一つづりの書類をリティーヤに渡した。

「そいつを上げてからぶっ倒れたんだ。ちゃんと仕事は果たしてる」

「仕事……って」

「魔ま力りよく分ぶん析せき。定期遠征隊が、第二観測所から持って帰ってきたデータを調べて、分析した結果さ。色々調べてあるよ、《嵐》の発生予測地点も、魔力異常の中心点も……私もさっきチェックした。数字も合ってる」

「え！　それって、石板がどこに持ち込まれたかもわかったってことですか!?」

「だいたいね。さ、それ持ってさっさとロードマスターのところに戻もどりな。あんたも飯まだだろ？」

「あ、はい……」

　言われた通りにしようと思ったその時、バドが小さく呻うめいて寝ね返がえりを打った。元々あまり身体からだが丈じよう夫ぶではない彼には、この長旅もかなりきつかったはずだ。毛布の隙すき間まからちらりと見えた顔は蒼そう白はくで、玉の汗あせが幾いくつも浮ういていた。食事の手を止めたテヨルが、サイドテーブルに置いてあったタオルで、その額の汗を拭ぬぐう。珍めずらしく、優やさしい手つきだった。母親のような──恋こい人びとのような。

　──ブルーライドの宿で、自分の首筋に触れたヤムセの手を思い出す。

　あれも、ひどく優しい手つきだった。

　喉のどを絞しめるその寸前まで、本当に繊せん細さいで──。

　テヨルは視線に気付いて、ちょっと不気味そうに顔をしかめた。

「な、なんだよ」

「いや、優しいなあと」

「はあ？」

「テヨルさんがそんなに優しいのあんまり見ませんよ」

「待てよ。私は優しいだろ、大たい抵てい。だいたい病人相手なんだから優しくて当たり前だよ」

「バドさんが病人じゃなくても、そういう優しい触さわり方ってしますか？」

「さあね。気分が良かったらするかもしれないけど」

「気分……良くなかったように見えたなあ、あの時」

「…………おい」

「は？」

　気が付くと、テヨルが真顔になっていた。何かを疑うような目で、リティーヤを見つめる。

「誰だれだよ？」

「え？」

「だから、誰かに何かされたんだろ。誰だよ」

「…………」

　リティーヤは、答えずに、あはは、と笑って手を上げた。

「じゃ、これで失礼しますね。盆は後で取りに来ますから」

「待ちな、おい──」

「あ、あはは」

　なんとか笑って誤ご魔ま化かし、そそくさと部屋を出てしまう。テヨルは膝の上に盆を載せていたせいでいつものように素す早ばやくは動けず、何か叫さけんで呼び止めようとしたようだが、命令される前にリティーヤはドアを閉じた。

　閉じたドアにもたれて、ふへええええ、と長く息を吐はく。

「あ、危なかった」

　胸に抱いた書類の存在を思い出し、とにかくさっさとこれをロードマスターに渡わたして自分も食事にしよう、とリティーヤは急いでその場を離はなれた。




　バドのまとめたという書類を受け取ったロードマスターは、食事の手を止めて書類をぱらぱらと斜ななめ読みし、次いで熟読し始めた。リティーヤはその間に食堂を見回し、すでに遠征隊と常じよう駐ちゆうの職員でいっぱいになった二つの食しよく卓たくの中から、なんとか自分の潜もぐり込めそうな隙間を見つけて、そこに椅子と身体をねじ込んだ。

「はあー、やっとご飯……」

「随ずい分ぶん遅おそいご起き床しようですね」

　隣となりの席で優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいたゼストガが、薄うすく笑ってそう声をかけてきた。リティーヤは頰ほおを膨ふくらませ、じろっと彼を睨にらみつける。

「とっくの昔に起きてました！　ロードマスターに色々頼まれてなかなかご飯食べられなかっただけです！」

「食事中にそのような大きな声を上げるのは不作法すぎはしませんか？」

「ふーん、人が気持ちよくご飯食べようとしてるのに邪じや魔ましてくるゼストガさんは人間としての作法がなってません」

　リティーヤはつんと顎あごを逸らそうとしたが、その鼻先に皿が突つきつけられた。朝食が一人分、きちんと取り分けてある。それをリティーヤの目の前に置いたゼストガは、にこりと笑って言った。

「では、これは人間としてなってない僕からのお詫わびということで」

「……ありがとうございます……」

　もごもごとリティーヤは礼を言い、パンを摘つまんだ。ゼストガにやりこめられたのは気に食わないが、料理に罪はない。空腹を思い出し、にへら、と笑えみが零こぼれる。イチゴのジャムをたっぷりつけて、いただきますと口を開けた時。

　ロードマスターの声が食堂に響ひびいた。

「はーい、注目！」

「う」

　渋しぶ々しぶ食事の手を止めて、リティーヤはそちらを見る。ロードマスターは二つのテーブルについた魔ま術じゆつ師したちに向かって、手にした書類をひらひらと掲かかげて見せた。隣には、遠征隊の指揮を執とるハルがいる。

「うちの研究室で分析した結果が出ましたよー。それによると、やっぱり極地で〈昼〉魔ま力りよくっぽいのが観測されてる。で、その発生源もだいたい突き止めました。ずばり、人類のかつての都──」

「《王都》だ」

　ハルが後を継ついでそう言った。

「《風と八月党》は《王都》、その中でも《王宮》付近に石板を持ち込んでいる。おそらくはここに彼らの拠きよ点てんもあるだろう。我々は天候に問題がなければ明朝ここを出発する」

　おお、というざわめきが走る。

　ハルの話を聞いて、なるほど、とリティーヤは思った。分析結果が今朝ここにあるということは、今日一日を出発のための準備に充あてられるということだ。ルートや持っていくものなど、目的地が決まらないと決められないものもある。それを、今決められるのだ。確かに、バドが今朝までにデータをまとめられたことは大きかった。

　考えながら、ジャムを塗ぬりたくったパンを口に運ぶ。

　が、再びそこへ声がかかった。

「で、リティーヤ」

「へ？」

　準備について話し合っていたはずのロードマスターが、何な故ぜかリティーヤに声をかけてきた。

「キミさ、昨日アレ拾ったよね。ほら、ウロコオオカミ」

「ああ……はい、具合悪そうだったので、テヨルさんとハルさんが看みてくれました。今朝は元気そうですよ。あ、そういえばフラフラ君ってどうですかね」

「え？　何が」

「名前に決まってるじゃないですか。フラフラしてたからフラフラ君」

「…………いや、そうじゃなくてね」

「ウロコオオカミって……あなたまた妙みようなもの拾ったんですか」

　ゼストガがじろりと睨みつけてきた。リティーヤはなかなか口に詰つめ込むことができないジャム付きパンを手にしたまま、唇くちびるを尖とがらせて説明した。

「妙な、ってひどいですね。ウロコオオカミは極地にだけ棲せい息そくしてるイヌに似た動物ですよ。強い〈夜〉魔力がないと生きていけなくて──」

「そう、〈夜〉魔力なんだ」

　ロードマスターがリティーヤの言葉を捉とらえて言った。

「？　〈夜〉魔力が……どうしたんですか」

　ロードマスターが、書類を掲げて言った。

「このデータによると、極地で〈夜〉魔力が減ってる。普ふ通つう、他ほかの地域よりも〈夜〉魔力が多い土地のはずなのに。ウロコオオカミが動けなくなってたのは、その影えい響きようで体内の〈夜〉魔力が少なくなってたからみたいなんだ。ね、そうだったんだよね？」

　問われてハルが頷うなずいた。リティーヤは、眉まゆを顰ひそめる。

「……でも、なんで？」

「さあ？」

　ロードマスターはあっさり言って、小首を傾かしげた。

「石板の影響にしてもおかしいし。〈昼〉魔力があるからって〈夜〉魔力が少なくなるってことはないはずだからね」

「《風と八月党》が今手に入れている石板は、三つですね？　それだけ集まるのは初めてのことでしょう。これまでになかった現象が起こっても不思議ではありません」

　ゼストガがそう口を挟はさんだ。

　なるほど、とリティーヤも思った。確かに、三つもの石板が一カ所に、封ふう印いんもされずに集められるのは初めてのことだろう。そう、三つ──。

　──ん？

　五つに砕くだかれた〈昼〉の石板のうち、三つはこの極地にあると考えられている。《学園》に元々保管されていたものと、ユローナが手に入れ、ユローナ捕ほ縛ばくの際《学園》が回収したもの、さらに南部の組織《蛇のスネーク目連隊・アイズ》が所有していたもの。これで三つだ。

　残るは二つ。

　一つは、ミカそのものだ。ミカは人の姿となっているせいで、〈昼〉の魔力でもって周囲に影響を与あたえることはない。封印されたのと同じような状態らしい。

　最後の一つは、南部の都市フレアバタンで、ユローナによって守られ、ヤムセに託たくされた。

「ん？」

　ジャム付きパンにようやく齧かじりつきながら、リティーヤは今の今まで忘れていたことをふと思い出した。

　……ユローナがヤムセに託した石板は、どこにあるのだろう。

　他の石板が保管されていたのは、《学園》のラガロの塔とうと呼ばれる場所だ。だが、ユローナの石板はそこにはなかった。誰だれも何も言わないのですっかり忘れていたが、今回盗ぬすまれていないというのはそういうことだ。ということは──まさか。

　リティーヤはぎこちなく、別のテーブルについていたヤムセを見た。ヤムセはコーヒーに砂糖をばかばか入れているところだったが、視線に気付くと、こっそりと、リティーヤにだけわかるように口の前に指を一本当て、黙だまってろと伝えてきた。

　それでリティーヤも、恐おそろしい予測が事実であることをほぼ確信した。




　ヤムセは、《学園》に、ユローナの石板の在り処かを教えていないのだ！




　いや、ひょっとするとロードマスターくらいには言っているかもしれないが──ああ、ダメだ、言っていない気がする。以前ロードマスターはリティーヤとヤムセの前で、ユローナの石板も行方ゆくえ不明だと明確に言っている。リティーヤは思わず一人で頭を抱かかえた。なんて人だ、と思う。石板の欠片かけらを《学園》に渡わたさなかったのだ、ヤムセは！

　いや、だからこそ、今《風と八月党》はまだ石板を二つも残しているということになるのだが。ヤムセが《学園》に素す直なおに渡していたら、《風と八月党》によってきっと奪うばわれていただろうから。いや、だがしかし、これは……。

「どうされましたか？」

　ゼストガに声をかけられ、リティーヤはパンを喉のどに詰まらせそうになった。慌あわてて温ぬるくなったコーヒーで流し込み、あは、あはは、と曖あい昧まいに笑った。言えない。これは言えない。

「とにかく──」

　バドの作った書類にざっと目を通したハルが、その場の全員に向けて言った。

「〈夜〉魔力の減少を考こう慮りよに入れて、安全な経路を選定し直す。おそらく、雪解けが予想以上に進んでいるはずだ」

「ん。それはこっちでやり直すよ。観測所の人たちにも手伝ってもらおう。他に、案内人と橇そりとイヌと──」

　ロードマスターの言葉にハルが頷く。

「それはこちらで手配しておきます。コールは《学園》に定時連れん絡らくを」

　魔ま導どう書しよ調査委員会、観測所、魔力環かん境きよう研究室、極地遠征の経験者たち──所属の別なく、彼らは話し合い、決定し、てきぱきと準備を整えていく。

　その中で、リティーヤは冷たい汗あせが滲にじむのを感じつつ、怪あやしまれないよう機械的にパンを食べていた。当然だが、もはや味も感じられない。

　──まさか、こんなところで、こんな秘密を抱えることになろうとは。

　当の指導教官は、素知らぬふりでごく当たり前のように話し合いに参加している。心臓が普通の作りではないのだろう。それにしても、彼はどこに石板の欠片を保管しているのだろう？　もしものこともあるだろうし、まさか、持ち歩いてはいないだろうが……。

「ほんっと、先生は……」

　思わず口に出してしまい、咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かす。

　とんでもない男の下についてしまったものだ──。

　リティーヤは今いま更さらながらにしみじみとそう思った。




　朝食兼けんミーティングが終わると、魔術師たちはそれぞれの仕事のために散っていった。

　リティーヤは日課となっている魔力制せい御ぎよの訓練を済ませると、ウロコオオカミの様子を見るため、一度納な屋やに行った。

「ろくでもない人だとは思ってたけど、ここまでとはさー」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら階段を上り、二階に作っておいた寝ね床どこを見るが、そこにいるはずの小さな生き物の姿はなかった。不思議に思って室内を見回す──と、部屋の隅すみに毛玉のような白い物体が見える。

「あら、あんたこんなところにいたの。寝ね心地ごこち悪かった？」

　まあ、考えてみたら、元々雪と氷しかない極地に生きる動物だ、人間の作った寝床など窮きゆう屈くつなだけだったかもしれない。リティーヤは声をかけながらずかずかと近づいた。ウロコオオカミはまだ本調子ではないらしく、動きにくそうにしていたが、一人前に牙きばを剝むいてリティーヤを威い嚇かくしている。

「はいはい、元気ねー。ご飯だよ、ほら」

　リティーヤは数歩離はなれたところで立ち止まり、持ってきた干し魚の切れ端はしとミルクの皿を床ゆかの上に置いた。ウロコオオカミはしばらく迷う様子を見せたが、リティーヤがちょっと下がると、すぐに餌えさに飛びついた。

　リティーヤは板戸で光の遮さえぎられた小さな窓のそばに行って、その窓を開け、ウロコオオカミのために光と風を入れた。ウロコオオカミは脂あぶらの乗った魚の皮に嚙かみついているところで、こちらを見向きもしない。表情はあどけないが、仕草は凶きよう暴ぼうだ。

　窓にもたれかかり、それを眺ながめながら、嘆たん息そくした。

「も～、どうしようかな……」

　勿もち論ろん、頭を悩なやませているのはヤムセのことだ。彼はリティーヤに相談などしないだろうから、このまま様子を見守るしかないのだろうが……だが、こんなとんでもない秘密を共有してしまって、何の説明もなしというのは受け入れがたい。

「確かく認にんしたいけど……」

　何を考えてユローナの石板を隠かくしたのか、どうするつもりなのか。

　だが、ユローナとの問題は、ヤムセにとって非常にプライベートな、リティーヤにはおいそれと踏ふみ込めない領域のものだ。踏み込めば彼の心を傷つけるか、嫌いやな思い出を蘇よみがえらせてしまうだろう。それは勿論リティーヤの望むところではない。

　だが──。

　いい加減、踏み込むべきなのかもしれない。

　そうしなければ、あのラガロの塔でのように、リティーヤはヤムセの意図がわからず、ただ立ちつくすことしかできなくなってしまう。ユローナとのこと、《キツネ》とのこと──そこから目を逸そらすには、自分たちはあまりにしっかりと互たがいに関かかわりすぎている。

「……虹ドロさん、か……」

　リティーヤの命の恩人である虹ドロさんは、リティーヤを助けた後、《キツネ》と戦っている。これは確実だ。その後虹ドロさんがどうなったかはわからない。もしかしたら《キツネ》に殺されてしまったかもしれないとも思ったが、そうではないと今のところは信じている。

　だから、虹ドロさんは、《キツネ》と因いん縁ねんがある人物のはずだ。

　……虹ドロさんとヤムセの関係について、まさか、と何度も思ってきた。だが、ヤムセが本当に《キツネ》のことを知っていたら。そうしたら、本当に──。

「……なーんてね！」

　その予想を、リティーヤは呆あきれ半分の呟きで誤魔化した。

「だいたい先生が虹ドロさんなら、どうしてあたしを殺そうとするのよ」

　言いながら、無意識のうちに自分の喉のど元もとに触ふれていた。ヤムセの手が触れ、指が絡からまり、力が込められたその場所を、最近いつの間にか触さわっていることが多くなっていた。

　──努力すれば、ヤムセとの関係だって、いつか元通りになる。そう考えて、この一週間やってきた。最近はごく普ふ通つうに話すようになったし、怯おびえることもなくなった。軽口を言うし、気安い関係だと思う。

　だが、以前とは違ちがう。

　リティーヤはたびたび考える。

　ヤムセの中から噴ふき出した、あの激しく、熱い感情は、なんという名前のものなのだろう。

　あの指の優やさしさは、いったいなんだったのだろう。

　そして、あの時自分が感じたものは？

　それらはあまりに不安定で、刹せつ那な的で、以前自分たちの間にあった感情とは、まるで正反対のものに思えた。

「……どうなっちゃったんだろ」

　呟きは、窓から吹ふきこんだ風にさらわれて、リティーヤ自身の耳にもよく聞こえなかった。

　風にかき上げられた髪かみを押さえ、リティーヤはふと窓の外を見た。窓は北、つまり山脈側を向いており、その白い絶ぜつ壁ぺきが窺うかがえた。風に舞まい上げられた雪が、その山やま肌はだから宙にぱっと舞う。

　──まただ。

　また、呼ばれたような気がして、リティーヤは山脈を見つめた。

　あの山の向こうから、何かが、自分を引きつけようとしている気がした。身体からだに宿る〈昼〉魔力が、勝手にゆっくりと活性化していく。高ぶる神経を落ち着かせ、視線を逸らした。

　すべてを早く終わらせたい、とリティーヤは思った。中ちゆう途と半はん端ぱなすべてのものがあるべきところに落ち着いて、日常に戻もどれたら、きっともっとゆっくり考える時間も取れる。

　そうしたら、答えだって出るかもしれない。




「何があったんですか」

　倉庫で荷物の整理をしていたら、突とつ然ぜんそう訊きかれた。詰きつ問もん口調だった。ヤムセは、橇の上に屈かがみ込み、荷に紐ひもを引っ張って強度を確かめながら、振ふり返らずに答えた。

「具体的に言え」

「リティーヤさんのことですよ」

　ヤムセの向かいに回ったゼストガが、食料庫から運び込んだ荷物を同じ橇にどさりと置いた。腰こしに手を当て、疑うたぐるような目でヤムセを見やる。

「リティーヤさん、ヤムセさんのことちょっと避さけてますよね」

「……だから？」

「ですから──」

　そこでヤムセが視線を上げた。苛いら立だっているのではない。怒おこっているのでもない。ただ、悪意をぶつけてくる相手を、冷れい淡たんに見つめ返す。ほとんど何の感情も込めず。そしてだからこそ、一種の圧力のようなものを感じて、ゼストガは一いつ瞬しゆん口を噤つぐんだ。

　だが、すぐにまた取り澄すました笑えみを浮うかべて口を開く。

「ですから、何があったのか教えてくださいませんか？　人間関係の崩ほう壊かいがこの遠えん征せいに多大な影えい響きようを与あたえる可能性だってあるのですよ」

「答える義務はない」

「いいえ。遠征隊に加わっている以上、それは義務です」

「ハル相手ならな」

「おやおや、僕は心配して言っているのですよ」

「下世話な好こう奇き心しんと下心と悪意がおまえの口にかかると心配という言葉になるのか。おまえとは一度言葉の定義から話し合わなければならないらしいな」

　急に、ゼストガが訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「……なんだ」

「いえ。そういうふうにヤムセさんが口数多く僕を非難するのは珍めずらしいかなと思いまして。普ふ段だんなら、一言二言で僕を追い払はらうでしょう」

「…………」

　それならもう話すことはないとでも言いたげに、ヤムセは荷造りを再開した。ゼストガの持ってきた荷を、積み直す。

「まあ、とにかく教えてください。単にヤムセさんを苛いじめたいだけじゃないんですよ。リティーヤさんを慰なぐさめてあげたいんです」

「それを下心と言っている」

「いいじゃないですか。ヤムセさんにリティーヤさんを支えるつもりがないのなら、僕がそうします。どうしてそうしてはいけないんですか？」

「…………おまえがリティーヤを、」

　ゼストガは手を上げて、ヤムセにそれ以上言う必要はないと伝えた。

「ヤムセさんの心配はわかりますよ。でも、支えは必要でしょう。僕がなると言っているんです。だいたい、今いま更さらリティーヤさんの意志を無視して無む理り強じいするような真ま似ねはしませんよ。僕の矜きよう持じとしてもできません。……こっぴどく振られてますし」

　ヤムセは無言で荷物リストを確認し、次の橇そりに移った。ゼストガもついてきて、やはり同じようにヤムセと橇を挟はさむ形で向かい合う。

「これでもヤムセさんと話してから──ほら、《学園》でのことですよ。あれから、色々考えたんです。この遠征がどうなろうと僕とリティーヤさんは《学園》にいるのですし、それならまた関係が変わる機会もあるかもしれない。支えになって──」

「なれると思っているのか」

　その言葉はヤムセが自分で考えていたよりも、容よう赦しやなく響ひびいた。

　ゼストガは不快そうにヤムセを睨にらんだが、同時に訝しげな様子でもあった。

「なんですか。とげとげしいですね」

　ゼストガはリティーヤと《キツネ》の結びつきを、よく知らないのだ。幼いリティーヤと《キツネ》が一定時間を過ごしたとは知っていても、彼らの互いへの執しゆう着ちやくを知らない。リティーヤが《キツネ》を庇かばった、あの瞬しゆん間かんを見ていない。

「……おまえでは無理だ」

　伝わるものはないだろうとわかっていたが、ヤムセはただそう言った。それを聞き、ゼストガが意外そうに呟つぶやく。

「変わりましたね、ヤムセさん。余よ裕ゆうがありませんよ。以前のあなたはそうじゃなかった」

　突然ヤムセが手にしていた荷物リストをゼストガに放ほうり投げた。ファイルの角が肩かたに当たって、ゼストガが顔をしかめる。

「痛いじゃないですか、何を──」

「知るか」

　ヤムセは言い捨て、倉庫を出て行こうとする。作業を放ほう棄きしたのだ。

「ヤムセさん！」

　扉とびらに手をかけたその背に、ゼストガは言っておきたかった言葉をかけた。

「リティーヤさんを一番悲しませて、困らせてるのは、あなたじゃないんですか？」

　……当然の結果だが、ヤムセは立ち止まらずに、出て行った。

　残されたゼストガはヤムセを見送って嘆たん息そくし、ファイルで自身の肩を叩たたいた。

「もう時間がないのに、何をつんけんやっているんですかね……」

　優しくする義理はないが、ヤムセはこの遠征のために《学園》を去る決断をしているのだ。そんな彼に、ゼストガはちょっとした畏い敬けいの念すら抱いだいている。真実の探求のため、教え子のためとはいえ、そうそうできる決断ではない。ならばこそ、その教え子との最後の時間をどうしてこうも淡たん々たんと過ごしていくのか、理解に苦しむ。

「……教え子……ですよね？」

　すでに閉とざされ、風だけが叩き付ける倉庫の扉に、ゼストガは不意に思いついた疑問を囁ささやきかけた。





２






　翌日の午前中に観測所を出発した遠征隊は、山中に穿うがたれた巨きよ大だいなトンネルに踏ふみ込んだ。いにしえの時代に造られ、今ではその建造技術も失われたトンネルだ。イヌたちの吠ほえ声と橇が地面を削けずる音がうつろに響き、昼も夜もわからない暗くら闇やみの中を、時にイヌたちを励はげまし、叱しかり、綱つなを引っ張り、橇を押し、走破するのに四日。前方にトンネルの終わりを示すほの明るい日差しを初めて見た時は、リティーヤもホッとしたものだった。

　だが。

「うーん、失敗したかな」

　リティーヤは思わずそう呟いていた。トンネルを抜ぬけて最初の休きゆう憩けい中のことで、一いつ緒しよに天幕を張っていたテヨルが、それを聞きつけて舌打ちした。

「今更何言ってんだよ」

「いやあ、だってこんなことになるなんて」

「あんたのせいだよ。少しは考えな」

「だってえ……」

　雪面に杭くいを打ち込み、リティーヤは背後をちらりと振り返る。

　空は白と灰色のまだらの雲で覆おおわれていた。その下は一面の雪原だが、雪があるというのに全体的に驚おどろくほど光が弱く、日にち没ぼつ後のように薄うす暗ぐらい。薄青い、ぼんやりとした闇やみが雪原全体を包み込んでいる。極地では、〈夜〉魔力の働きが活発で、日差しが弱いのだ。

　視界の限り広がるその茫ぼう漠ばくとした世界の端はしっこに、小さな白い影かげが見える。リティーヤらが天幕を張っているところから、百歩も離はなれているだろうか。白い身体は雪原に消えてしまいそうだったが、その黒い鼻はな面づらと黒い目で、かろうじて見分けられた。

　ウロコオオカミの、フラフラだ。

「……ついて来ちゃうなんて思いませんもん。てっきり仲間のところに戻るんだと……」

「合流できそうになかったからあんたについてきちまったんじゃないのかい？」

　天幕の様子を見ながら、テヨルが言った。

　ウロコオオカミは、リティーヤら遠征隊が出発する朝にはめざましい回復を見せていた。そして、出発前にリティーヤが納な屋やに見に行った時には、窓を破って外に逃にげてしまっていたのだ。

　まあ、元気になったということだろう、と思い、リティーヤも準備を整え、その日は出発してしまった。ところが、道中橇イヌたちが妙みように騒さわぐと思ったら、これだ。

　ウロコオオカミは、リティーヤらの後をつけて、極地に戻もどって来てしまったのだ。しかも、今もって離れる様子を見せない。こうして、一定の距きよ離りを取って、ずっとついてきている。遠征隊の者たちにも文句を言われてしまった。幸い、今のところは食料を狙ねらう様子も見せず、単についてきているだけなのだが。

「どーしましょうね。魔ま術じゆつで追い払うとか、できないですかね？」

「距離があるんだよ。近づこうとすると逃げるし。銃じゆう持ち出したらやっぱり逃げるし」

「でも、仲間もいないのに。フラフラってば」

「ふ……ふらふら？」

「名前です、あの子の」

「…………まあ、あんたにしてはマシな方かもね」

　テヨルは、何な故ぜかうんざりした顔で嘆息した。

「それにしても、極地って割にはあったかいですね。これ、山脈の向こう側とあんまり変わりませんよ」

　勿もち論ろん、暖かいと言っても、山脈のあちら側とこちら側とでは大気の質が明らかに違ちがっていて、黙だまって立っていると経験したこともないような凍いてつく空気が叩き付けてきて死にそうな気分を味わえるのだが、リティーヤが思っていたほどではなかった。装備のおかげかもしれない。リティーヤもテヨルも、極地仕様の白い外がい套とうとズボンを身につけている。《学園》が開発した撥はつ水すい防寒布と海かい獣じゆうの毛皮からなる特別製で、手て袋ぶくろとブーツも同じ海獣の柔やわらかな革かわと毛皮でできている。

「ああ……だから、気温上じよう昇しようしてるって話だろ」

「え？　もう？　だって、《王都》までまだだいぶんありますよね」

「二日くらいかな。それだけ、三つ分の石板の力ってのはでかいんだろ」

　テヨルが空気の匂においを嗅かぐように鼻を上向かせ、北を向いた。リティーヤも同じようにした。

　ここから二日の地に、《王都》がある。

　そこに《キツネ》はいるだろう。ひょっとしたら、ミカももう辿たどり着いているかもしれない。

　リティーヤはふっと眉まゆを顰ひそめた。

　また、呼ばれたような感じがしたのだ。




　──本隊に先行していたヤムセが見知らぬ男を背負って戻ってきたのは、トンネルを抜けて二日目のことだった。

　予定ではもう《王宮》に着いているはずだったが、雪氷が解け出し雪原が急に陥かん没ぼつしていたり、水の流れによって亀き裂れつができているところがあり、ルート変へん更こうを余よ儀ぎなくされて半日ほどの遅おくれが出ていた。それでもすでに雪原の向こう、薄うす紅べに色の花か崗こう岩がんで造られた《王宮》の尖せん塔とうが見えており、ルートの安全性確保と偵てい察さつのために、ハルは数名を先行させていた。

　先行部隊の報告を受けて、ハルはすぐに天幕を張って男の手当てを優先させた。

「ここと《王都》の中間地点で倒たおれていた。意識はない」

　ヤムセはいつも通りの淡々とした口調で説明したが、そのヤムセ自身も、周囲の人間も、緊きん張ちようしていた。ハルやロードマスターたちは倒れた男を天幕の下に寝ねかせ、それを囲んでぼそぼそと話し合い始めた。陰いん気きな雰ふん囲い気きで、どうにも声をかけづらい。

「？　な、なんなんですか？　どうして人がこんなところに」

　リティーヤはそばにいたゼストガの肘ひじをつついた。彼もリティーヤも、すでに分厚い防寒服を脱ぬいでいた。《王都》に近づくにつれて気温が上昇し、今ではすっかり春の気候だった。春など、極地にはもう二世紀訪おとずれていないはずなのに。

　ゼストガはつつかれた肘からリティーヤの指を払はらうような仕草をした。

「あなたのオトモダチが先行していたのを忘れてるんですか？　あれは北部連合の軍人ですよ」

　リティーヤはハッとして天幕の下に寝かせられた男を見た。そばではヤムセが膝ひざをついて治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使っているが、男はまだ眉や頰ほおを苦しげに動かすだけで、意識は戻らない。

「じゃあ、ミカは!?」

　リティーヤは思わず叫さけんでゼストガの胸むなぐらを摑つかんでいた。首を絞しめられる恰かつ好こうになったゼストガは眉を顰めリティーヤの手首を摑んだ。

「苦しいんですけど」

「だって！」

「僕に訊きかれてもわかりませんよ」

　ゼストガはそのままリティーヤの手を引きはがした。

「あの人が意識を回復するまで待つしかないでしょう。少しは落ち着きなさい」

「お、落ち着きなさいって言われても！」

「死体がないんですから無事でしょう」

　ゼストガの手が、くってかかろうとするリティーヤの額にぐいぐいと押しつけられた。

「倒れていたあの人に何があったのかわかりません。ですが、襲しゆう撃げきを受けたにしても、何か事故に巻き込まれたにしても、探検隊は唯ゆい一いつの魔術師であるミカさんを守ろうとするはずですし、もしも《風と八月党》の手にすでにミカさんが落ちているにしても、彼らにはまだ何もできません。どうすれば石板に戻るのか突つき止めない限り、ミカさんをそのまま置いておくしかないんですから。ですから、無事です、きっと」

「あ……」

　リティーヤはやっと多少なりとも落ち着きを取りもどし、息を吐はいた。

「そっか」

「そうですよ。リティーヤさんはいい加減その頭使った方がいいと思いますよ。《キツネ》について自分が一番真実に近いと言ったのはあなたでしょう？」

「…………」

　言い方はひどいが、口調は穏おだやかだった。リティーヤを励はげましてくれているのだ──そう、たぶん。

「……優やさしいじゃないですか」

　ゼストガは彼女の額から手を離し、いかにも心外だ、というように言った。

「誤解しないでくださいね。あなたの同行を推すい薦せんしたのは僕なんです。あなたがへまをしたりおかしなことを言ったりすれば、僕に見る目がなかったことになるんですよ。そろそろ役に立って、僕を安心させてくれませんか？」

「推薦してくれたって言ってもゼストガさんみたいな下っ端ぱの意見じゃ大して影えい響きよう──いだだだだっ」

「人を喜ばせることができないのならせめて人を不快にさせないよう気をつけてくださいね」

「わかって──ちょ、もう勘かん弁べんしてくださいって──」

「あなたには、もう後がないんですよ」

　呟つぶやくゼストガの顔からは、それまでの笑えみは消えていた。

　彼は真しん剣けんな目でリティーヤを見つめて、潜ひそめた声で囁ささやいた。

「必ず成果を挙げてください。でなければたとえこの遠えん征せいが成功しても、あなたはモルモットになって一生調査委員会の飼育箱の中ですよ」

「…………ゼストガさん」

　リティーヤは目を見開き、ゼストガの顔を見上げた。

「ゼストガさんだって、調査委員会の人じゃないですか。あたしが捕つかまれば万ばん々ばん歳ざいでしょ？」

「最近気付いたんです」

「な、何に」

　ゼストガは、消していた笑みを再び浮うかべ、リティーヤの頰を両手で押さえ込むようにして言った。

「あなたが勝手気ままに動いてくれた方が、どうやって言うことを聞かせてやろうかという楽しみができるでしょ？」

　リティーヤは左右から頰を押し潰つぶされ、口を突き出した状態ながら、きっぱりと言った。

「大だい丈じよう夫ぶでひゅ。必ず成果をらします」

　ゼストガはその顔をまじまじと見つめて呟いた。

「…………何かその顔で言われても説得力がありませんね」

「…………誰だれのせいらと」

「おや、こちらの方がよろしいということでしょうか？」

　ゼストガはにこにこと笑顔でリティーヤの両頰を摘つまみ、捻ひねり上げた。痛みに思わずリティーヤが悲鳴を上げ、それが聞こえたのか、倒れていた男への治癒魔術を終えたヤムセがじろりと彼らを睨にらんできた。

「こんなところで騒さわぐな」

「僕はリティーヤさんに物を教えていただけですよ。ヤムセさんの指導が足りないのを補ってさしあげてるんですから、文句を言われるのは心外ですね。騒いでいるのもリティーヤさんだけですし」

「い、手、手を放し……」

　リティーヤはまだ頰をつねられたままだった。ヤムセがさすがにムッとした顔をして、話し合いの輪から外れてリティーヤの方へやってきた。だがリティーヤを助けてくれるのではなく、そのままゼストガと話し始めた。

「散々検査だなんだとリティーヤを引っ張り出して実習の時間すら削けずってきたのは誰だ？　おまえに指導不足を指し摘てきされるいわれはない」

「おやおや、この期ごに及およんで責任転てん嫁かですか。事実は事実として素す直なおに受け止めた方がよろしいですよ」

「いや、だから、痛い……んです……けど……」

　ゼストガもヤムセも聞いていない。男たちの間では視線がぶつかり、何やら一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気すら漂ただよってきたが、リティーヤはそれよりとにかく頰が痛くて、事態をどうにかしたかったので、声を張り上げた。

「あー、もうわかりました！　じゃあ、あたしが悪いってことでいいです、だから手を──」

「そうですよ、そもそもリティーヤさんが悪いんです」

「当たり前だ」

「…………あれ？」

　相変わらずゼストガはリティーヤの頰ほおをつねり上げている。ヤムセもさらに眉み間けんの皺しわをしっかり作り、リティーヤを見み据すえて言い放った。

「誰がおまえに非がないなどと言った？　私は騒ぐなと言ったのだ」

「……ああ、はい。そですね」

「わかったら少し黙だまっていろ。ゼストガと話がある」

「そうですよ、リティーヤさんは喋しやべらない方が色々誤ご魔ま化かせていいと思いますよ」

「色々って!?」

「ああ、でもとても残念なことに見た目からして頭悪そうなんですよね……表情をもう少し引き締しめればマシになると思うんですけど」

「この手、放してもらえないとあたしの顔間延びっていうか伸のびたまんまですよ!?」

「とにかく、おまえはこれをどうしたいんだ？　頰を摘む相手なら他ほかにもいるだろうが」

「リティーヤさんの頰は摘みやすいんです」

「…………」

　リティーヤがもう好きにしてくれと思い始めた頃ころ、やっと助けの手が伸びた。

「はい、その辺でお願いねー」

　ロードマスターがゼストガの手を摑み、リティーヤの頰をやっと解放してくれた。

「話まとまったよ。あの隊員君の意識が戻もどり次し第だい話を聞くけど、斥せつ候こう送り込みつつ潜せん入にゆう準備は整えておくってことで。ゼストガ君もヤムセも味方同士で殴なぐり合うのは敵がいないときにしてね？」

　その言葉を聞いて、ヤムセもゼストガもようやく矛ほこを収めた。リティーヤはすっかり腫はれた頰を押さえた。じんじんと痛かったが、睨みつけたところで二人ともこちらを見てもいなかった。彼らは互たがいに相手について何か思うところがあるのか、その後も妙みようにとげとげしい雰ふん囲い気きを放っていた。

「…………なんなの」

　間に挟はさまれて一方的に害を被こうむった気がするリティーヤは、仏ぶつ頂ちよう面づらでそう呟いた。

　その時、髪かみを摘まれたような、腕うでを引かれたような妙な感覚があって、リティーヤはふっと背後を振ふり返った。天幕の出入り口はすでに閉とざされ、寝ねかされた兵士の様子は窺うかがい知しれなかったが、そちらから、何か感じるものがあったのだ。

「……〈昼〉魔力？」

　その呟きを聞きとがめて、ロードマスターが視線を向けてきた。

「何か感じる？」

「あの人、もしかして〈昼〉魔力の強いところにいたんですか？」

「たぶんね。見つけた時は周囲の雪は解けて、水分も蒸発していたそうだよ。ヤムセの話では、〈昼〉の《嵐あらし》が発生してるみたいだって。迂う闊かつに近づけば、巻き込まれて──」

　ああなっちゃう、とロードマスターはちらりと天幕の方を見て言った。

「……じゃあ、斥候隊も危険じゃないですか。いえ、それ以前に、あたしたちどうやって潜入するんですか？」

「うーん、そうなんだよね、ちょっと頭痛い。それから、気になることが一つ」

　ロードマスターは、僅わずかに声を潜めて言った。

「あの隊員君、うわごと言ってたよ。キツネ、って」

「キツネ……《始原のキツネ》？」

「わからない。でも、会ってるのかもね。余計彼には目覚めて欲しくなっちゃった」

　リティーヤは、ロードマスターの話を上の空で聞いていた。キツネ、と呟いたという隊員、彼が巻き込まれたらしい《嵐》。極地に入ってから、ずっとリティーヤを呼んできたもの。

　それらが、不意に一つに繫つながった感じがした。




　ロードマスターは難しい顔をして、俯うつむき、額に指を当てていた。

「えーと」

　最大の天幕の中に、観測所に残してきたバド以外の研究室メンバーが揃そろっていた。そばにはまだ治ち療りよう中の連合の兵士が寝かされている。出入り口は閉ざされて、真ん中に置かれた極地探検用のストーブの火が、内部を照らしていた。

「つまり、キミも斥候隊についていくってこと？」

　確かく認にんされて、リティーヤは頷うなずいた。

「だってあたしなら《嵐》に対応できるじゃないですか」

「〈昼〉の《嵐》ね……」

　ロードマスターは言い、視線を今も昏こん々こんと眠ねむり続ける男に向けた。そばについて容態を見ていたヤムセが補足して言った。

「《王都》周辺に〈昼〉の《嵐》が多発している痕こん跡せきがありました。夜になれば落ち着くかもしれませんが、現時点での《王都》への潜入は難しいかと」

「夜になっても落ち着かないかもしれませんよ。〈夜〉の《嵐》は昼間も出るんでしょう？」

「…………」

　ヤムセがじろりとリティーヤを睨みつけた。

「だが、かいくぐれんことはない。おまえがついてくる必要はない」

「ありますよ。《嵐》は周囲の魔力に反応して動くんでしょう？　人間や動物がそばにいれば、そっちに近づく傾けい向こうがあるって教えてくれたの先生じゃないですか。何もしなかったら《嵐》の方から斥候隊に近づいてきて、気が付いた時にはみんな吞のみ込まれてますって。あたしなら接近にも気付けると思いますし、少しなら動きを制せい御ぎよできるかもしれないんですから」

「…………」

「まあ、そうだねえ……」

　ロードマスターはしばらく天幕を見上げて考え込んでから、うん、と一つ頷いた。

「じゃあいいんじゃないかな」

「ロードマスター」

　ヤムセが非難含ぶくみの目でロードマスターを見やった。それまで黙って事の成り行きを見守っていたテヨルも、不満そうに口を開いた。

「斥候隊の仕事は敵情視察です。リティーヤが交じることで足並みが揃わずこちらの接近を知られては意味がありません」

「まあまあ、そこまで近づかなければいいんだよ。多少離れたところから魔力の動きだけ見てもらって、回かい避ひとかルート選せん択たくとかの判断してもらえばいいんじゃないかな？　できる？」

「できます」

　リティーヤは即そく答とうした。呼ばれる感じは《王都》に近づくにつれ強くなっている。正体はおそらく、石板から流れ出す、〈昼〉魔力。

　石板に近づくほど、〈昼〉魔力に普ふ段だんよりずっと敏びん感かんになっているのがわかった。

「行かせてください。スキーも得意な方ですから、後おくれを取ることはないと思います」

「わかった。ハルにはボクから話しておく。たぶん、キミを必要以上に《王都》に近づけないってことなら納なつ得とくしてもらえると思うよ」

　にこりと笑って、ロードマスターは腰こしを上げた。リティーヤが急いで手を上げ、それを制した。

「あ、待ってください。実はまだ……」

「え？　まだお願いあるの？」

「いえ、そうじゃなくて。近づいてるみたいなんです」

「ん？」

「《嵐》が。たぶん、あと一時間くらいじゃないですかね、この野営地直ちよく撃げきするの」

「…………」

　ロードマスターがにこやかな笑え顔がおのまま凍こおり付いた。動どう揺ようは一いつ瞬しゆんで、彼はすぐに我に返ると出入り口を覆おおう布を撥はね上げ、上うわ擦ずった声で叫さけんだ。

「ハル！　ハル！　ねえ、ちょっと大変なことになってるんだけど！」

　テヨルが、リティーヤの頭を軽く小こ突づいて言った。

「あんたね、それを先に言えよ」




　他の隊員が異議を口にする暇ひまもなかった。

　斥候隊はリティーヤを連れて即座に移動、居残り組は迅じん速そくに野営地を引き払はらって安全圏けんに退たい避ひ、ということになり、ハルの指揮で居残り組は天幕を畳たたみ始めた。

　野営地を離はなれた斥候隊が、野営地があった方角に白い雪ゆき煙けむりのようなものが立つのを見たのは、リティーヤの提言からきっかり一時間後のことだった。

「あ、あれが〈昼〉の《嵐》みたいですね。ふーん、なんで白いんだろう？」

　スキーを止めて振り向くリティーヤに、隣となりで同じように止まり、目を細めたヤムセが答えた。

「熱で雪を蒸発させているのかもしれん。だとしたら水蒸気だろう」

「ああ、なるほど……」

　雪煙のような白い靄もやは、音もなく視界を右から左へと移動し、やがては消えていった。斥せつ候こう隊の他ほかの隊員も《嵐》を前にして、少しの間立ち止まってそれを見送っていた。中にはリティーヤを恐おそろしげな目で見る者も、苦く笑しようを浮うかべて声をかける者もいたが、どちらにもリティーヤは笑顔で手を振って応こたえた。

　んふふ、と笑ってヤムセを見る。

「あたしは役に立つでしょ、先生」

「……次もうまくいったらそういうことにしてやる」

　ヤムセはそう言って先に立って斜しや面めんを滑すべり降り、リティーヤもぷうぷうと文句を言いながらも、危なげなく板を操あやつり後に続いた。幸いにして、スキーは子どもの頃ころから自分で板を工く夫ふうして遊んでいたのだ。帰りの上りが大変なのはわかっていたが、今は斜面の疾しつ走そう感を楽しみ、リティーヤは少しの間気分よく滑った。

　──さらに一時間ほど経たったのち、《王宮》まであと少しという斜面の下で、斥候隊は一度止まった。すでに日は暮れようとしており、雲は橙だいだい色いろに染まり、そこから覗のぞく空は透とう明めいな青色を放っていた。その青空に聳そびえる《王宮》の尖せん塔とうが、はっきりと確認できた。この斜面を越こえたら、魔ま術じゆつで何らかの手段を講じなければ発見される可能性が高くなる。つまりリティーヤが近づけるのはここまでだ。

　集まった隊員たちを前にして、リティーヤは言った。

「この後一時間くらいなら問題ないと思います。《王都》も《王宮》も安全です。少なくとも、〈昼〉の《嵐》の恐れはありません」

「確かか？」

　斥候隊の隊員がそう念押しした。

「確かです……あ、でもこの辺〈夜〉魔ま力りよくが特に小さい感じしますね」

「結界が張られている。この一帯の〈夜〉魔力は制御下に置かれているらしい」

　ヤムセが《王宮》の方を見み据すえながらそう答えた。

「へ？……って、《風と八月党》がやったんですか？」

「他にいない。何を考えてのことかはわからんがな。封ふう印いんのためなら、〈夜〉魔力は活性化した方が〈昼〉魔力を抑おさえられるはずだが──」

　会話はそこで途と切ぎれた。出発の合図が下ったのだ。

「……よし。移動する」

　宣言したのは、斥候隊の隊長である若い魔術師だ。確かキリフエルという名前で、ヤムセの友人だったはずだ。遠えん征せい経験の豊富さを買われての参加らしい。彼は隊員たちに指示を出す前に、ふと振ふり返ってもう一度リティーヤを見た。

「ここなら距きよ離りもあるし《王宮》側からの視線も通らない。見つからないと思うが、君はここに留とどまるか？」

「はい、そうします」

　リティーヤは静かにそう答えた。誰だれも何も疑問を抱いだかなかった。キリフエルも、他の隊員も。

　ただ、ヤムセだけが、訝いぶかしげな目でリティーヤを見続けていた。

「……本当に、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「え？　だって今、キリフエルさんが大丈夫だって言ったじゃないですか」

「……そうだが、そうではなく──」

　珍めずらしくはっきりしない言い方だった。彼自身、自分の抱いた疑問にきちんとした説明をつけられないのだろう。ただ、何か違い和わ感かんを覚えたのだ。

　リティーヤは、いつものように笑って言った。

「大丈夫ですよ。気をつけて行って来てくださいね」











３






　一人になって、空を見上げた。

　残照は西の果てに消えていこうとしていた。空はあらかた青い闇やみに包まれている。魔術を使えば視力を補強することはできるが、今はただ待っているだけなので、リティーヤは何もしなかった。

　薄紅色の花か崗こう岩がんでできた建築物群は、静かに闇に吞のまれようとしていた。遠くからは水の音が聞こえる。《王都》を二つに分かつ峡きよう谷こくに、今再び水が集まり、一つの流れを作っているのだ。流れが岩に当たり、砕くだけ、また絶ぜつ壁ぺきの上から滝たきとなって落ちるその複雑な音が、様々に反はん響きようし、雪原にまで届いていた。

《王都》は川の両岸に発達した都で、東岸には旧市街と《王宮》、西岸には新市街があった。城じよう壁へきと《王宮》はどちらも淡あわい紅色の花崗岩でできており、昼間見た時は陽光に輝かがやいていた。

　だが、この距離まで近づけば、都市の崩ほう壊かいは明白だった。

　塔とうはほとんどが崩くずれ、城壁もかなりの部分が崩壊していた。大聖堂の屋根は陥かん没ぼつし、あらゆるところに瓦が礫れきが積み重なっているし、建物内部に積もっていた雪が解け、水になって流れ出て、細い滝のように壁面を滑っている。巨きよ大だいなつららが下がり、それが見ているうちに音を立てて崩れた。雪と氷はまだ残って、二階建て以下の建物はその屋根すらも見せてはいなかったが、それがせめてもの救いだろうと思われた。あの下には、逃にげ遅おくれて都とともに死んだ人々が、まだ埋うまっているはずなのだから。

「滅ほろんだ町なんだなあ……」

　本来ならば雪と氷に埋もれ、静かに忘れ去られようとしていたその町を揺ゆり起こしたのは、石板と〈昼〉魔力だ。リティーヤはもはや影かげとなった《王宮》から視線を逸そらし、西の残照を見やった。

　……橙色の淡い光が雲を照らし、雪面を照らし、そして空中に舞まう雪煙のような白い靄を照らす。その金色の光に染まった靄が自分の方に急速に近づいてくるのを見つめ、リティーヤはちょっと微笑ほほえんで呟つぶやいた。

「待ってたよ」

　腕うでを伸のばし、少しの精神集中をしてやると、まるで吸い寄せられたかのように、靄の速度が上がった。靄からは強い〈昼〉魔力が感じられた。この魔力の《嵐あらし》が、リティーヤを呼んでいたものの正体だった。今、《嵐》は正確にリティーヤを目指して突つき進んでいた。リティーヤの魔力がこの《嵐》を引き寄せ、引きつけているようだった。いや、おそらく実際にそうなのだ。野営地が《嵐》に襲おそわれたのも、リティーヤと無関係とは考えにくい。

　斥候隊についてきたのは、勿もち論ろん彼らの安全のためでもあったが、より正確には、自分をずっと呼び続けてきた、この魔力と対たい峙じするためだった。言葉にはできない予感があった。それはロードマスターや、テヨルや、ゼストガや、ヤムセにすらわかってもらえない、独特の感覚だ。

「《キツネ》のこと……何か教えてくれるの？」

　意識を失い保護されたあの隊員がこの《嵐》との接せつ触しよくで知ったものを、リティーヤも知らなければならない。どんな手段を使っても、どんな危険があっても。

　それが、《キツネ》に関かかわることならば。

　それは、一種の執着だった。

　すでに靄は目前に迫せまっていた。熱い蒸気が雪と氷を解かしながら突き進み、リティーヤをも包み込もうとしている。見上げるほどの高さまで蒸気は舞い上がり、視界のすべてが白く埋め尽つくされるのは一いつ瞬しゆんだった。




　──白い靄は急に晴れた。

　リティーヤは、ベッドの上に横たわる、華きや奢しやな少女を見下ろしていた。

「は？」

　少女の上には巨大な獣けものがのし掛かかり、あぎとを開けて今にも飲み込まんとしていた。少女の目に怯おびえが走り、そのアイスブルーの目が涙なみだに濡ぬれる。

　あれは、幼いリティーヤだ。

「ああ──」

　リティーヤはそれを見下ろしながら、思わず声を出した。

　これは過去だ。

　七年前、西部の都市で、リティーヤが《キツネ》から〈昼〉魔力を受け取った時の光景が、再現されているのだ。

　だが一いつ切さいの音がない。少女の悲鳴も、《キツネ》の恐ろしげな脅おどし文句も、衣きぬ擦ずれの音も、一切が消え去っていた。そのためにその光景はより現実離ばなれして見えた。

「なんだこれ」

　リティーヤ自身の声だけが聞こえる。

　その時突とつ然ぜん視界は再びどこからか湧わいてきた白い靄もやに包まれた。

　抗あらがう暇ひまもなく靄に吞み込まれ、それが晴れた時には、目の前の光景は一変していた。

　少女は、今度は麦畑にいた。収しゆう穫かくを控ひかえた畑は黄こ金がね色いろの麦ばく穂すいが風にそよぎ、波のように揺れ動うごいていた。美しい夏の光景の中に少女はいて、しゃがみ込んで小さな茶色い動物を抱き上げたところだった。

　それは、子ギツネだった。

　少女は力ちから一いつ杯ぱいキツネの頭を押さえつけ、撫なでている。キツネはひどく迷めい惑わくそうに見えた。

　たぶん、これはリティーヤが初めてキツネと出会った頃ころの光景だ。

「おお……こうして改めて見ると、昔のあたしって容よう赦しやないな……」

　リティーヤはその光景を、やはりどこか高い位置から見下ろしながらそう呟いた。

　音もなく靄もやが近づいてきて、また視界は変転した。

　今度の光景には少女は出てこなかった。ただ一匹ぴきのキツネが、あちらこちらと流離さすらう様子が見える。キツネは様々な場所に行った──リティーヤも行ったことのあるブルーライドの町や、南部古王国の都・フレアバタンにも姿を見せた。そしてその土地土地で、様々な人間と出会った。声は聞こえなかったが、キツネは彼らに何かを言い、それを聞いた人間たちは皆みなことごとく破は滅めつしていった。

　リティーヤは様々な場面で、変わらず子ギツネの姿をとって現れるその存在を見つめて呟いた。

「これ……全部《キツネ》？」

　そう、きっとこれは《始原のキツネ》だ。《キツネ》の記き憶おくか何かに反応して、〈昼〉魔ま力りよくが勝手に光を操あやつり、この光景を生み出しているのだろう。

　だが、その予測を否定したいほど、ひどい光景も見せつけられた。それでも確信したのは、そうやって破滅した人間たちの中に、リティーヤも見たことのある顔が交じっていたからだ。よく知る白い肌と白い髪ではなかったが、目の色は同じだったし、目鼻立ちも似ていた。記憶にあるよりもずっと若く、日に焼け、濃こい色の髪をした少年は、キツネとかなりの長い時間を過ごし、やがて原色の美しい扉とびらの向こうに消えて、そのまま戻もどって来なかった。

　キツネは、一匹で戻ってきて、楽しそうに扉の周囲を跳とびはねて遊んでいた。

「あんたは……」

　それを見たリティーヤは、無む性しように悲しくなって呟いた。

「どうして、こんなことをしてきたの？」

　一匹の子ギツネが、たくさんの人間を破滅させてきた。まるで暇ひま潰つぶしのように気軽に。彼らの衣服や町の様子から、リティーヤにも、これが時代を遡さかのぼっているのだとわかった。遡るにつれ、物の形は曖あい昧まいになり、人の顔の判別もできなくなっていった。

　時の流れに取り残されて、リティーヤは聞いてもらえない言葉を呟く。

「あんたは、人あたし類たちに石板を与あたえてくれたのに……どうして？」

《始原のキツネ》は人類に魔術と石板を与えて、《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》の秘密も教えてくれた。それはいったい、何のためだったのか。

「こうして、玩具おもちやにするためだったの……？」

　そうは思いたくない。

　だが、この光景を見せつけられては──。

「違ちがう……」

　リティーヤは弱々しくそう呟いた。

　そして、次にはもっと強く言った。

「違う！　あんたは、そんなことのためにあたしたちを助けたんじゃないでしょう？　ねえ、あんたがあたしを助けてくれたのは、ただ玩具にしたいだけ？　あたしを痛めつけて……〈昼〉魔力にあたしが振ふり回されて、苦しむのが見たかっただけ？　あたしが我が慢まんできなくなって、あんたにすがりついて泣いて謝って……それであんたの気が済むの？　本当に？」

　もしもリティーヤが求めれば、《キツネ》はリティーヤを連れてどこへでも行くだろう。リティーヤを〈昼の王〉にして、彼女の願いを叶かなえさせ、そうしてその後にやってくる急激な温暖化と、それによって滅めつ亡ぼうしていく人類と、後こう悔かいし自分を責めるリティーヤを見て嘲あざ笑わらうだろう。

　だが、彼がそれで満たされないことは、眼下のキツネの様子を見ればわかる。

　キツネは楽しそうにぴょんぴょんと跳びはねて、けれどしばらくすると、またつまらなさそうにどこかへさまよい出ていく。その繰くり返しだ。リティーヤの件にしたって、きっと同じ事が起こるだけだ。

「あんたは……いったい、どうしたいの……？」

　何度目かわからない靄がまた現れ、すべてを覆おおい、そしてまた新たな光景が眼下に開けた。

　石で周囲を囲まれた部屋だった。カンテラもランプも蠟ろう燭そくも何もないのに、部屋は隅々まで明るく照らし出されていた。

　光源は、台座の上に安置された、石板だった。

　それが、圧あつ倒とう的な光を放っていた。

　誰だれもいないそこに、視界の端はしから茶色い毛玉のようなものが入ってきた。よく見れば、それは子ギツネだった。毛はあちこち抜ぬけ、あるいは血にまみれてひどい有様だった。キツネはおぼつかない足取りで部屋に入り、その台座の前に立ち、一つ跳はねて石板の上に飛び乗った。

　飛び乗った。

「あ」

　何か決定的なものを摑つかみかけた気がして、リティーヤは思わず声を上げた。

　だが同時に光が強まり、焼け付くような熱風が吹ふき付けてきて、それどころではなくなった。リティーヤは反射的に周囲の魔力を探さぐり、強きよう烈れつな〈昼〉魔力を支配下に置こうと精神を集中させた。それはまるで暴れ馬に跨またがったまま、なんとかそれを鎮しずめようとするかのような、危険な行こう為いだった。光は白い靄を貫つらぬいて視力を奪うばい、白く飛んだ視界の中に赤い瞬またたきが時折、パシパシと閃ひらめいては消えた。熱風から肌と気管と肺を守るために、体内の〈昼〉魔力を活性化させて周囲を取り巻く魔力に抗う。その一方で《嵐》となって襲おそってくる魔力をねじ伏ふせるために己おのれの魔力で周囲に干かん渉しようする。やらねばならないことが多く、しかもめまぐるしく状じよう況きようは変わり、攻こう防ぼうがどれほどの時間続いたのかもわからなかった。

　決着がついた時、リティーヤは薄うすれていく靄の中で、またあのキツネの残像を見た。これは、そう、おそらくは《グリーンワードの魔導書》、〈昼〉の石板が崩ほう壊かいする、その瞬しゆん間かんだ。

「《キツネ》が──」

　キツネが飛び乗った石板に幾いく筋すじかの亀き裂れつが入る。亀裂は大きく、深くなり、そして最終的には石板を破は壊かいした。

　溢あふれ出る光とともに、五つに分かれた石板の大半は、どこかに消え去った。

　台座には石板の欠片かけらが一つと、一匹のキツネだけが残された。

　──そして、光は小さく、弱くなっていき、ついには消えた。

　光が消えると同時に、リティーヤの身体からだは地面に投げ出された。白い靄は晴れて、地面が露ろ出しゆつしていた。リティーヤは手をついて身体を起こし、周囲を見回した。

　雪原の中に、馬車が通れそうな幅はばの道ができており、リティーヤはそこにいた。両側にそそり立つ雪の壁かべはほぼ垂直で、リティーヤの身長よりも高い。おそらく前いた場所からは離はなれている。《嵐あらし》に巻き込まれて一いつ緒しよに移動してしまったのだろう。

「あ、戻らなくちゃ」

　呟つぶやき、立ち上がろうとして──愕がく然ぜんとした。

　手に力が入らない。

「や、ば」

　体温が急速に下がっていく。

　青ざめ、震ふるえ、なんとか立ち上がろうとしても、結局手が滑すべって地面に身体が投げ出される。

「こんなところで……《凍えの呪い》？」

　リティーヤの視界の端はしで、雪原に太陽が沈しずんだ。

　周囲に僅わずかに残っていた熱も、それと同時に消えていく。

　寒い。

　外がい套とうもスキーもどこかに飛んでいる。

「う、そ」

　失敗した──せめてヤムセにくらいそばについていてもらうべきだった。だが、そばにいれば《嵐》に巻き込んでしまうかもしれないという恐おそれがあって、相談もできなかったのだ。もしも相談すれば絶対に一人では残してもらえないから。

　きし、という音が聞こえた。解けていた雪が、音を立てて凍こおり付いていく。

　減少しているとはいえ、日が沈めば〈夜〉魔力は力を盛り返す。あらゆるものが凍り付く時間が、今やってきたのだ。

「うそぉ……」

　きし、きしり、と死の足音が聞こえる。

　死にたくない。

　死にたくないのに。

　まだ、やらなければならないことが、やりたいことが幾らでもあるのに。

　ミカのことも、《キツネ》のこともこんなにも中ちゆう途と半はん端ぱなのに。

　ヤムセに、確かめたいことが、あったのに。

　もっと話して、会って、知って、もっと、もっと──。

　近くに、感じたかったのに。

「先生──！」

　叫さけびは、凍いてつく大気に押し流された。




　斥せつ候こう隊は発見されないことを優先し《王宮》内部には立ち入らなかったが、旧市街の崩壊した建物に紛まぎれたり、やや離れた地点から魔術で《王宮》内の状況を探ったりして十分な情報を集めた。全員ばらばらに情報収集をしており、ヤムセも一人だった。彼は任務を終え、スキーを反転させ、闇やみに紛れて戻ろうとして──この日最後の光の中に、雪ゆき煙けむりのようなものが立ち上っているのを見つけた。

《嵐》だ。

　ちょうど、集合場所の辺りだ。

　時間が早いから、まだ誰も戻もどってはいないだろう。だが、そこにはリティーヤが待っているはずだ。

「バカな……っ！」

　彼女にわからないはずがない。

　わかっていて、残ったのだ。

　ヤムセは斜しや面めんに一気に滑り降りた。

　──だが、やがて日が沈み、白い靄もやは闇の中に吞のみ込まれた。

　集合場所に戻ってもすでにそこにリティーヤの姿はなく、ただ雪氷が蒸発し露出した地面ばかりが、ナメクジが這はった跡あとのように蛇だ行こうして残っていた。

「視力を」

　ヤムセは素す早ばやく魔術を使い視力を増強させた。見える範はん囲いにリティーヤも、白い靄もない。

　だが、視界の端を、過よぎるものがあった。

　白い、獣けものだ。

「！」

　獣の口にくわえられた小さな布切れを見て、ヤムセはすぐにスキーを操あやつり、雪面を滑り出した。獣は布をくわえたまま、走り出した。

　その布の色に、覚えがあった。

　リティーヤの服の色だ。




「リティーヤ！」

　頰ほおに衝しよう撃げきが走った。

　リティーヤは瞬きをして、定まらない焦しよう点てんのまま周囲を見回した。すぐに視界に見慣れた指導教官の顔が入っているのに気付く。彼女は彼に抱だき起こされていた。なんだか、頰がじんじんと熱くて、痛い。

「い、あれ」

「何を考えている！」

　ヤムセの怒ど気きが、肌はだに痛いほど伝わってきた。その頃ころになって、ようやくリティーヤは自分が〈昼〉魔ま力りよく発動による《凍えの呪い》の状態にあったことを思い出した。まだ体温は低く身体には力が入らなかったが、単に《嵐》の制せい御ぎよをしただけだったせいか、いつもよりはマシだった。ヤムセの手を借りずに済むよう身体を起こし、地面に腿ももをつけて座り込み、あらかじめ考えていた言い訳を口にする。

「えっと、《嵐》が近づいてきてるの見えて、慌あわてて逃にげようとしたんですけど──」

「噓うそを吐つくな！　おまえが接近に気付かないはずがない！」

「……ええと」

「わかっていて逃げなかったな!?」

　ヤムセはリティーヤの前に膝ひざをついたまま、低く、怒いかりに満ちた声でそう言った。彼の目が真っ直すぐにリティーヤを見つめ、真意をえぐり出そうとする。その迫はく力りよくに、こくりとリティーヤの喉のどが鳴った。

「その……」

「こんなところで〈昼〉魔力だと？　わかっているのか。死ぬところだったんだ」

「……その、」

　リティーヤは、耐たえられなくなって視線を逸そらし、あは、と乾かわいた笑いを漏もらした。ヤムセが彼自身の外套をかけてくれていたが、それよりも身体の芯しんから凍り付きそうな寒気がこみ上げてきて、震えが止まらなかった。日にち没ぼつを過ぎて、周囲の気温は急激に下がっている。

「だって、その、心配しなくても」

　頭を搔かくその手も、震えている。金の髪かみをくしゃりと握にぎり潰つぶして、笑う。意識がまた混こん濁だくしてきて、自分でも何を言っているのかよくわかっていなかった。ヤムセとの関係ならきっとどうにかなる、頑がん張ばろうと思っていたはずなのに、心のどこかではずっとわだかまりがあったのかもしれない。あのサーベルの冷たさに。喉にかかった手の温ぬくもりに。目の奥に見えた、暗い熱に。

　そうでなければこんなことは言えない。

「死んだって、別にいいんじゃないですか？　殺そうとしたくらいなんですし」

　胸むなぐらを摑つかまれた。

　上着が引きちぎられるのではないかというくらい強く摑まれて引き寄せられ、外套が肩かたから落ちた。リティーヤは思わず顔を上げた。ぶつかりそうな距きよ離りにヤムセの目があった。激しい怒りが、目の奥で燃え立ってリティーヤまで焼き尽つくしそうだった。

「口にしなければそんなこともわからないのか!!」

　思考が停止して、一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからなかった。

　否定されたんだっけ、肯こう定ていされたんだっけ、とどこか自分を遠く眺ながめてぼんやり考えた。

　そうだ。否定されたのだ。

　凄すさまじく激しく、リティーヤの言葉は否定されたのだ。

「あ」

「おまえは……っ！」

　もうわかった。ごめんなさい。そう言おうとしたのに、口がうまく動かなくて、先に怒ど鳴なられてしまった。

「おまえはどこまでバカなんだ！」

「ご、ごめ、わかっ」

　ヤムセが胸ぐらを摑んだまま、突とつ然ぜん身体からだを屈かがめてリティーヤの左ひだり肩かたに額をこすりつけた。乱暴で強ごう引いんなのに、子どものように小さく背を丸めて、何かを堪こらえて微かすかに震えていた。

　冷え切ったリティーヤの身体の中で、その左肩だけが温かかった。ヤムセの熱が伝わって、じんじんと熱かった。熱が肩から他ほかの場所にも伝わっていた。たとえば心臓とか、胸とか、目め頭がしらとか。

　リティーヤはごく間近に寄せられたその頭に手を伸のばし、首にしがみついた。

「ごめんなさい、先生」
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　視界が歪ゆがむのは意識が混濁してきたせいだけではない。

　泣きながら、目の前の相手を夢中で抱き締しめ、リティーヤは何度も謝った。

「ごめん、せんせ、せんせえっ」

　ヤムセからもらった熱が全身を巡めぐっていく。これまでも何度も何度ももらってきたのだ。リティーヤが《凍えの呪い》の状態にある時だけではなくて。きっともっと色々な場面で。

　わかっていたはずなのに。

　自分たちは、ずっと、そうしてきたはずなのに。

「せんせえっ」

　熱が、リティーヤの奥にあった冷たく凝こごったものを溶とかし、まるでそれが流れ出るかのように涙なみだが次から次へと溢あふれた。不安定で、刹せつ那な的で、熱く激しい感情が、その他の一いつ切さいを押し流した。不安も恐おそれも吞のみ込んで、過去も未来も今の関係も消え去った。なんだってよかった。どうだってよかった。ただ目の前の相手がすべてだった。それが世界だった。

　けれど表現のしようがなくて、もどかしさのあまり、かき抱いだく力を強くした。

「バカが……！」

　ヤムセがずっと垂らしていただけだった右腕うでを持ち上げ、リティーヤの背中をきつく抱き寄せた。リティーヤはヤムセの頭に頰をこすりつけた。なんで心臓が二つあるんだろうと思ったら、それは彼の心臓だった。確かめ合うように抱き締める互たがいの力の強さに、激しさに、リティーヤははっきりと悟さとった。

　自分たちは互いが必要なのだ。

　この熱がなければ、きっと心臓の打ち方すら忘れてしまう。





４






　テントの入り口がさっと開いた物音で、リティーヤは目を覚ました。

　カンテラの明かりと一いつ緒しよに入ってきた人物は、リティーヤと視線が合うとにっこりと笑った。

「や。もう大だい丈じよう夫ぶ？」

「ロードマスター……」

　時刻はまだ夜中だろうか。リティーヤは身体を起こした。寝ね袋ぶくろに、さらに毛布が重ねられ、一番上には外がい套とうがかけられていた。

　リティーヤは外套をなくしてしまったから、これはヤムセのものだろう。

「もう、ヤムセがキミを背負って帰ってきた時はびっくりしちゃったよ」

　ヤムセが連れ帰ってきてくれた頃にはリティーヤはとっくに意識を失っていたが、おそらくはここは遠えん征せい隊本隊の野営地なのだろう。寝ねかされていたテントは、いつもリティーヤが使っているものだ。

「すいません、あたし勝手に……」

「あんまり無む茶ちやしちゃだめだよ？　《王都》潜せん入にゆう前に倒たおれていたら、ここに来た意味がなくなっちゃう。ハルも珍めずらしく怒ってたし。まあ、今回は随ずい分ぶん回復早いみたいでよかったけど。〈昼〉の石板が近くにあるせいかな」

　褒ほめられるとは勿もち論ろん思っていなかったが、ヤムセの態度を思い出し、リティーヤはしょんぼりと肩を落とした。おそらく、色々な人々を心配させただろうし、勝手だと怒おこらせただろう。

　リティーヤは目線を落としたまま呟つぶやいた。

「回復が早いのは、たぶん、石板のせいで〈昼〉魔ま力りよくが強い状態が続いているからだと思います。ゼストガさんから、《凍えの呪い》の原理は聞いていて……周辺の魔力バランスに引きずられて、体調を崩くずしているんだとかなんだとか。それで、単にちょっと《嵐あらし》に干かん渉しようするだけだろうし、無事で済むかなって思ったんですけど……結局は、先生が来てくれなかったら、凍とう死ししてました」

「ああ、ゼストガ君かあ。いい加減なこと吹ふきこむなって後で締しめとくよ」

　ロードマスターが笑え顔がおで言った。あんまりイイ笑顔だったので、リティーヤは一瞬言葉に詰つまった。

「……いや、一応ゼストガさんのせいじゃないんで……あ、ところで先生はどこですか？」

「さっきまでキミのこと看みてたけど……自分のテントに戻もどったかな？」

　ロードマスターはそう言い、リティーヤの寝袋のそばに腰こしを落ち着けた。

「ボクに話すこと、あるでしょ？」

　リティーヤは寝ね乱みだれた髪を決まり悪く手で梳すきながら、頷うなずいた。

「はい……。その、《嵐》の中突つっ込んだのは、《キツネ》について何かわかるかもって思ったからです」

「なるほど。命をかけてまで手に入れた情報の中に有用なものはあったかな？」

　多少、辛しん辣らつな口調だった。やはり、彼もまたリティーヤの無む謀ぼうに怒っているのだ。相談もされなかったのだから、彼らの怒いかりは当然だ。……たぶん、朝になったらテヨルにも怒られる。

　それでも、得るところはあったと思うから、リティーヤは口を開いた。

「《キツネ》は、〈昼の王〉でした」

「…………確信が？」

　リティーヤはもう一度頷いて、《嵐》の中で見たことを話した。




　話を一通り聞いたロードマスターは、黙だまって顎あごに手を当て、虚こ空くうを見み据すえた。考え込んでいる様子だった。

　しばらくそうしてから、彼は顔を上げてリティーヤを見た。

「《キツネ》が石板と台座に触ふれ、石板が壊こわれたんだね」

「はい。それに、あたしに〈昼〉魔力を与あたえたってことは、それまでは自分で持っていたってことですよね？　寒冷化が始まった世界で《キツネ》だけが〈昼〉魔力を持ち続けていたのは、石板や台座と《キツネ》の間に特別な繫つながりがあったからだと思います。たとえば、石板が壊れる前に触れた最後の存在……〈昼の王〉だったため、とか」

「《嵐》の中で《キツネ》の光景が繰くり返されていたのも、《キツネ》が〈昼の王〉だったから、影えい響きようを受けているってことかな」

「そう思います。あの……ロードマスターは、《キツネ》が〈昼の王〉だったんじゃないかって、わかってたんじゃないですか？」

「……どうして？」

「なんとなくですけど……何か、ロードマスターはあたしが答えを出すのを待ってる感じがして」

「うーん。予想はあったけど、ボクも確信があったわけじゃないんだ。というか、証しよう拠この類が何もないからね。ただの山やま勘かんに近い。そんなの、人に言えるものじゃないでしょ？」

　……あたしなら言いそうだなーと思ったが、リティーヤはとりあえず別のことを口にした。

「じゃあ、《キツネ》の目的も、わかりますか？　あたし、あの《嵐》の中で、《キツネ》がひどいことするのたくさん見ました。でも、そういうふうに人間を苦しめるだけが本当の目的だったとは思えないんです。《キツネ》は、最後はいつもあんまり楽しそうじゃなくて」

「んー……どうだろう？　ボクにできるのは、想像だけだから」

　ロードマスターが、少しだけ寂さびしげに微笑ほほえんで言った。

「わかっていたとしても、それはボクが言っていいことじゃない。彼から教えてもらうか、キミが自分で知るべきことだと思うよ。そうじゃないと、たぶん意味がない」

　その笑みを消すと、一転して明るい表情で彼は言った。

「まー、それよりちゃんと魔力制せい御ぎよ訓練続けてきて良かったよ。ボクも付き合った甲か斐いがあったってものだ。これからも忘れず続けてね。もしもキミが〈昼の王〉になることがあるとしたら、その時きっと役に立つから」

「あたしは〈昼の王〉なんかなりませんよ」

「でも、《キツネ》はそうしたがってる、ってキミは考えてるんでしょ？　それなら、無む理り矢や理りにでもさせられちゃう可能性はあるよ。〈昼の王〉は台座から溢れ出す膨ぼう大だいな〈昼〉魔力を制御しなくちゃいけなくなる……普ふ段だんから扱あつかい慣れてるキミなら、その時に制御に成功するかもしれない」

「う……心がけますが」

　あまり現実みのある事態とは思えなくて、リティーヤは曖あい昧まいに言った。そうしてから、ロードマスターはかつて〈夜〉の台座に触れたことがあった──いや、正確には彼自身ではないらしいが──ということを思い出し、ハッとした。

　彼は《学園》を離はなれる。しかし、きっと《キツネ》と台座の問題には、今後も関かかわり続けることだろう。それが、かつて《キツネ》と台座に翻ほん弄ろうされた彼が自身に課したことなのだ。

「さあ、今日はもう寝なさい。潜入は、明日の夜の予定だ」

　ロードマスターはリティーヤを寝袋の中に押し込めて、父親のようにそう言った。




　──目が覚めたのは、随分と早い時間帯だった。

　リティーヤはテントから、夜明け前の闇やみの中に這はい出た。大気は残ざん酷こくなほどの冷たさでリティーヤを打ち、骨も血も凍いてつくかと思われた。

　それでも出てきたのは、何かの気配を感じたからだ。

「ああ……あんたか」

　振ふり返り、テントから離れた雪原に白い影かげがぼんやり佇たたずんでいるのを認めて、リティーヤは笑いかけた。ウロコオオカミのフラフラだった。距きよ離りはあったが、野営地のどこかで焚たいている炎ほのおの明かりを、その黒い目が照り返していた。

「ありがとね。聞いたよ、あんたがいなくちゃ助からなかったって」

　獣けものは無言でリティーヤを見つめ、ふっと背を向け闇の向こうへ歩き出した。リティーヤはその背に声をかけた。

「そのうち、ここもまた前みたいにちゃんと寒くなるからね。大丈夫、そうしたら、あんたの家族も戻ってくるよ」

　獣はそのまま立ち止まることなくリティーヤの前から立ち去った。少し寂しく思いながらも、リティーヤはその背を見送った。

「……さむ」

　戻って寝ね袋ぶくろに潜もぐり込もうかな、と一いつ瞬しゆん思ったが、思い直してマントを羽織り、まだ人が寝ているであろう幾いくつものテントの間を縫ぬって、焚き火の方に近づいた。

　テントの陰かげに隠かくれるようにして、目立たない位置で火を焚いている人物がいた。万が一にも《王都》側から見つからないようにとの配はい慮りよだろう。周囲を雪で囲い、掘ほった穴の中に台を置いてその上で火を焚いているので、かなり近づかないとわからない。おまけに、そばには極地に棲すむ巨きよ大だいな生き物のものらしい頭骨が転がっていて、うまく陰を作っていた。

　そのがらんどうの頭骨の前にいたのは、ヤムセだった。本来ならば助けられた礼を言わなければならないところだったが、リティーヤは挨あい拶さつもせずに呆あきれた顔で彼に言った。

「先生、何やってんですか」

　ヤムセはムッとした顔でリティーヤを睨にらみつけた。

　だが、さまにならない。

　何しろ、上半身裸はだかだ。シャツははだけてズボンに引っかけている状態で、その身体からだからは湯気が上がって、まるで風ふ呂ろにでも入った後のようだ──が、勿論そんなわけがない。

　彼は、今にも凍こおり付きそうな濡ぬれタオルで、噴ふき出る汗あせを拭ぬぐって言った。

「暑い」

「んなわけないじゃないですか。この寒さで──あ」

　リティーヤはハッとした。ヤムセはリティーヤを助けに、《嵐あらし》が通り過ぎ、おそらくはまだ色いろ濃こく魔力を残していただろう場所にまで踏ふみ込んだのだ。影響を受けてもおかしくはない。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　〈昼〉魔力溜ため込んだりしちゃったんじゃないですか？」

「一時的なものだろう。すぐ落ち着く」

　ヤムセは怠だるそうに言って、そばの巨大な骨の上に腰こし掛かけた。

「あたし、見てあげましょうか？　ほら、〈昼〉魔力なら少しはわかるかも」

「いらん」

　ヤムセは差し出された手を鬱うつ陶とうしそうに払はらった。ヤムセの手に触れ、リティーヤはその体温の高さに驚おどろいた。

「げ。これ結構高熱じゃないですか？　脇わきの下と首冷やすのがいいんでしたっけ？」

「いらんと──」

　リティーヤはまた手を伸のばして今度はヤムセの首筋に両手を置いた。払い除のけようとしていたヤムセが、その瞬間ふと動きを止める。それから、上げていた手を、渋しぶ々しぶといった様子で下ろした。どうやらリティーヤの冷たい手が心地ここちよかったらしい。

「なんだかいつもと逆ですね。ほら、あたしが《凍えの呪い》になった時みたいな」

「…………」

　ヤムセは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、しかしリティーヤの好きにさせたまま、黙だまり込んだ。目を伏ふせる。厳しい表情が、少しだけ緩ゆるむ。やはり相当辛つらかったのだろう。

「《凍えの呪い》は人間の体温と魔力で落ち着くものみたいですから、これも同じかもしれませんね。……少なくとも、この気温で雪の中に裸っていうのよりはいいと思いますよ？」

　ヤムセの額に滲にじんでいた汗が、頰ほおを滑すべってリティーヤの手に垂れた。リティーヤはヤムセのタオルで頰に垂れた汗を拭ってやった。

「《王都》はどうだったんですか？　人、どれくらいいました？」

　ヤムセは、億おつ劫くうそうに口を開いた。

「……数は多いが、戦せん闘とう訓練を受けた魔ま術じゆつ師しは少ない」

「潜せん入にゆうの時って、班分け……とかするんですかね」

「ああ。おまえは我々とは違ちがう班になる可能性が高い。魔ま導どう書しよ調査委員会が見張りたがるだろうからな」

「うわあ……どうしてこう邪じや魔まばっかり」

「気にするな」

　呟つぶやき、ヤムセはゆっくりと目を上げた。深い、落ち着いた色の目だった。彼のこんな目を見るのは久しぶりだったかもしれない。

「おまえは、おまえのやるべきことをやれ」

「……それ、もしかして魔導書調査委員会撒まいて好き勝手していいってことですか？」

「あの《キツネ》が、他人がいる状態で姿を見せるわけがないからな」

「あー。やっぱり先生もそう思いますよね」

　リティーヤは、もぞもぞとヤムセの首筋にあてがう手を動かし、彼の中の魔力の動きを感じながら言った。

　ヤムセは目を伏せ、やや斜ななめ下の虚こ空くうを見つめた。こうして間近で、それもリティーヤの方が高い位置から見るのはそうあることではなかったので、リティーヤは思わずじろじろとその顔を見てしまった。少し癖くせのある黒くろ髪かみは汗で濡れてしっとりしているようだ。今は眉み間けんに込められている力も幾分抜ぬけて、落ち着いた表情が見えた。熱のせいだろう、呼吸が少し乱れている。それでもその顔は相変わらず不ふ機き嫌げんそうで、厳しく、独特の美しさがあった。

　オオカミの横顔でも見ているようだ。知らずに見とれそうになっていて、誤ご魔ま化かすように呟いた。

「首、って、変な感じですね。なんだか、相手の生死を握にぎってる気分になるというか。妙みような気を起こしたりしそうというか──あ、そっか。先生もなんかちょっと妙な気起こしちゃったんですね」

「…………」

　何の話かわかっているのかいないのか、ヤムセは視線も上げずに黙っている。

　ブルーライドの宿で、リティーヤの喉のどにかけられた手の微び妙みような力加減の変化。あれは、こういう瞬間につい頭をもたげる欲求のせいでもあったのかもしれない。相手があんまり無防備に急所をさらしているから──ちょっかいをかけたくなる。

　その欲求に従って、リティーヤは手を動かした。

「……おい、」

　首筋からうなじを伝い、髪かみをかき上げるようにして後頭部を撫なで、耳に触ふれてこめかみに。制止の声がかかったのはわかっていたが、なんとなく楽しくて、止められなくなった。指先から伝わる感かん触しよくと熱に、少し気分が高こう揚ようしてくる。

　こめかみからまた黒髪の感触を確かめるように後頭部を撫でていくと、手首を摑つかまれた。

「やめろ」

「なんでですか」

　リティーヤは、ヤムセがブルーライドの宿で自分にしたように撫でただけのつもりだった。あの行こう為いにどんな意味があるのか──最後に喉に手をかけるまでのあの一連の行為に何らかの意味があるのか、やってみればわかるような気がしたのだ。たとえば、テヨルの眉間の皺しわが、少し小さくなったように、彼の態度も何か変わるかもしれないではないか。

「…………こういうことは、」

　ヤムセが目を上げてリティーヤを睨みつけ、何事かを言おうと口を開いた。

「あ、そうだ、先生」

　ふと悪戯いたずら心を起こし、それにかぶせるように、リティーヤは尋たずねた。

「遠えん征せいは、これで何回目ですか？」

「……七回目だ」

　ヤムセが、不服そうに答えた。リティーヤは、心の中でもう一度ちゃんと数え直した。今回を七回目だとすると、彼が最初に参加したのは、六年前のことになるはずだ。つまり、二一六年の冬が初参加なのだ。

　──二一五年ではない。

　リティーヤが虹ドロさんに会った年には、彼は遠征隊に参加していない。

　研究室にあった資料から、すでに十分に予測していたことだった。ヤムセは二一五年にも遠征に参加していたと言っていたが、あれは彼の思い違いか、噓うそなのだ。

「……リティーヤ？」

　リティーヤは、首筋にあてがった掌てのひらから彼の脈動を感じながら、にっこりと笑った。




「もう一度、同じ質問をしましょうか？」




　ふ──と、ヤムセの目が見開かれた。自分の答えと、リティーヤの探さぐっていたものの関連に気付いたのだ。

「…………」

「…………」

　リティーヤには、まだヤムセが何らかの理由で勘かん違ちがいしたか、噓をついたというところまでしかわからない。彼を虹ドロさんだと断定するには何もかもが足りない。だが、ヤムセのごく珍めずらしい一いつ瞬しゆんの動どう揺ようが、すべての答えのような気がした。思い違いだという可能性はまだまだあったのに、リティーヤは何な故ぜかその時点で答えを見つけ出せた気になった。

　けれどヤムセは一瞬にして動揺を引っ込め、それ以上一言も話すまいというかのように唇くちびるを引き結んでしまった。怒おこっているのかもしれない。リティーヤがかまかけなどしてしまったから。

　だが、噓を教えたのはヤムセの方だ。

「面めん倒どうな、」

　リティーヤは、彼の顔にもう一度違う表情を浮うかべさせたくて、柔やわらかな微び笑しようとともに囁ささやいた。

「男ひとですね」

　出会って以来、リティーヤにとって大事なことを言ってくれなかった相手への、小さな嫌いやがらせも兼かねて。

　だが、ヤムセの表情はそれ以上、ほんの僅わずかも変わることはなく、その強ごう情じようと紙かみ一ひと重えの強きよう靭じんさを見つめ、リティーヤは呆あきれ、これ見よがしに長々と嘆たん息そくした。

　ヤムセはそんな彼女の手を乱暴に振ふりほどいた。

「まだ熱高いですよ？」

「落ち着いた。だいたい、こんな真ま似ねは無む闇やみにするものではない」

「こんな？」

　リティーヤは笑いながら手を伸のばし、ヤムセはその手首を摑んで止めた。

「愛あい撫ぶじみた真似を、誰だれにでもするな」

「はあ？　だって別に、あい─────……………ぶ…………」

　言葉の意味が頭の中に浸しん透とうするのに、少し時間がかかった。

　広義ではイヌを撫でるのだって愛撫だろうが、今のはそういう意味ではあるまい。

　そういう意味ではなくて。

　つまり、その──。

　リティーヤの顔に熱が上がっていく間に、ヤムセははだけていたシャツに袖そでを通している。

　耳まで真っ赤になったリティーヤは、目を見開き、ヤムセの横顔を食い入るように見つめて声を絞しぼり出した。

「あ、ああ、あの、あ、アイ……ごにょ、って、だって、先生だってしたじゃないですか……あ、あたしに」

「してない」

「噓だあっ！」

「噓ではない。どういう妄もう想そうだ。それから声がでかい。まだ皆みな寝ねている」

「だってほら、ブルーライドで喉のど絞しめる前の──あ、いや、あれはあんまり痛くなかったから大だい丈じよう夫ぶですよ、ほら、愛が暴走しちゃったってやつですよね。でもその前の……」

「してない」

「噓噓噓っ。そ、それにほら、別に変なとこ、触さわってないし……首触って、あ、頭撫でただけですよっ、頭。五歳の子どもにだってすることじゃないですか、やだなあもー」

「おまえはあれを五歳の子どもにするのか？」

「…………」

　確かに、そういう触り方ではなかった気がする。特に、こう、髪とか首筋とかの辺りが。子どもにするにはあまりに繊せん細さいで、くすぐるような、甘い感触が──。

　あま、い？

　意識した途と端たん、心臓が、ばくばくと暴れ始めた。体温が上がっている気がする。ああ風か邪ぜかもしれないと、バカな事を考えた。いや、幾いくらなんでも理由はわかっている。この動揺は、風邪のせいなんかではない。

　その時、不意に差し込んだ曙しよ光こうが、彼らの手を、頰ほおを照らした。顔が赤いのが、焚たき火の火のせいなどではないとわかってしまう。リティーヤはヤムセから顔を背そむけるように光の差す方を見た。青く染まった東の空に、たった今昇のぼった太陽が、雪原を照らしていた。

　すでに、虹ドロさんどころではなかった。

　それはもう大して衝しよう撃げき的なことではなくなっていた。驚おどろきより、むしろ、あるべきものがあるべきところにはまったような、しっくりとした感覚がある。疑念を抱いだき、彼の一挙一動にどぎまぎしていたのに比べれば、よほど安あん寧ねいな精神状態だ。

　彼は虹ドロさんで、《キツネ》と因いん縁ねんがあって、だから腕うでを切った。

　なんて明確な答えだろう。

　だから、それはそれでいい。今心臓が騒さわぎ立てているのは、そのせいではない。

　真っ赤になった教え子の顔を眺ながめ、ヤムセが何を思ったのかはわからない。

　ただ、諦あきらめたような、呆れたような、忌いま忌いましげな溜ため息いきをつくのが聞こえてきた。





５






　ミカは水音を聞いていた。ぽたぽたと、水の滴したたり落ちる音が、うつろな空間に響ひびいていた。

　半身を横たえた床ゆかの冷たさを感じながら、目を開ける。

　意識はまだ少し混こん濁だくしていた。手を後ろに回され縛しばられているのはわかる。

　出来る限りの速さで、状じよう況きようを理解しようと努めた。

　周囲は薄うす暗ぐらく、じめじめしていた。空気には、鼻の奥をつんとさせる冷たさがある。

　それでも、極地にしては暖かい。

　部屋は石造りだった。かなり奥行きのある部屋で、ミカが横たわっていたのは、扉とびらから一番奥まった場所で、他ほかより一段高くなっていた。周囲の壁かべには色いろ鮮あざやかなタペストリーがかかる。驚くべきことに、長く氷こおり漬づけにされていたせいか、タペストリーの退色はほとんどなかった。複雑なアーチを幾つも描えがくヴォールト天てん井じようが、かなり高い位置にある。薄暗く感じるのは、窓が板などですべて塞ふさがれているからだ。明かりは、四よ隅すみに置かれた松明たいまつだけ。

　古風な広間だった。

　不意に、その広間にあった両開きの扉が開いた。長い影かげができてミカの横たえられた壇だん上じようまで伸のび、扉が閉じられることでまた引っ込んだ。入ってきたのは、二人の人間だった。一人は、美しくも奇き怪かいな、黒と銀の仮面をつけた男。一人は、同じような仮面をつけた小こ柄がらな、おそらくは少女。

　彼らの姿を見た途端、ミカは何がどうなって自分が今ここにいるのか理解した。自分は彼らに捕つかまったのだ。連合から派は遣けんされ、《王都》に《風と八月党》がいることを突つき止めたものの、現在の戦力では到とう底てい対たい抗こうできないとわかり、探検隊の隊長とも話し合い、気付かれる前に一度帰き還かんし報告しようとした。だがその時すでに罠わなの口は閉じられており、《風と八月党》から逆に奇き襲しゆうを受けた。

　いや、あれを奇襲と言っていいのか──ミカらは、ただ目の前の男と遭そう遇ぐうし、戦せん闘とうになっただけなのだ。そして圧あつ倒とう的な魔ま術じゆつの前に、あっさりと膝ひざを屈くつした。追いつめられ、〈昼〉の《嵐あらし》に巻き込まれた者もいたはずだ。

　イルザークの紹しよう介かいもあり、若じやく年ねんながらユローナから得た知識と魔術師としての腕を買われて参加していたミカは、自らの責任を痛感して上うわ擦ずる声を上げた。

「他の隊員は……っ」

　身体からだを起こそうと身を捻ひねるが、背後で手首と親指、それに足を縛られている。逃にげるどころか、座ることすらできなかった。

「他の人たちかい？　さあ、放ほうってきたからどうだろう」

「彼らの保護を要求します！　ここは極地です、幾ら気温が上がっているとはいえ外に放っておけば死にます、早く彼らを中へ！」

「それで、私たちに何か得るところはあるのかな？」

「魔術師組織同士の争いとは違ちがうのですよ、彼らは連合の兵士です！　死者を出して連合を本気にさせるつもりですか！　隠かくれ蓑みのとして使われているあらゆる団体が捜そう査さの対象となって、あなた方は資金を得る手だてを失います！　でもここで彼らを助けて取引に応じれば──」

「取引は意味がない。私の目的は欠片かけらだけだ」

　男は仮面を取り去った。白い顔に白い髪かみがかかる。青にも緑にも見える、不思議な色合いの目がミカをじっと見つめて、微笑む。感情の抜ぬけた目に見えた。

「……〈昼〉の欠片だけなんだ」

　ミカの秘密などとっくの昔に見み透すかしている、そういう目だった。

　それでもミカはしらを切り通そうと思った。

「どういうことか……」

「わからない？　そんなことはないはずだ。君は《キツネ》の道具だった……いや、今も彼が君で遊ぼうと思えばそうなるのかな？」

「何を言っているのですか？」

「そう、君がどう言おうと、もう知っている。君は《キツネ》が欠片から作った道具だ」

　こくん、とミカは唾つばを飲み込んだ。相手はすでにかなりの確信を持って話しているようだった。これ以上否定したところで意味はない気がしたが、認めれば助かるわけでもない。ミカは自分自身でも信じられるくらい、強い意志を持って言った。

「何のことだかわかりません」

「……そう、何のために彼が君を作ったか、わかるかい？」

　だが男はミカの言葉をまるで聞いていない様子で、淡たん々たんと喋しやべっている。

「彼はとても執しゆう着ちやくしているものがあって、その様子を知るために、君を用意したんだ」

「探検隊の保護を要求します、急げばまだ──」

「君が彼女と引き合うから」

「──？」

　その言葉はあまりに唐とう突とつで、意味がわからなかった。聞き間違いかと思った。あるいは、突とつ然ぜん話が変わったのかと。

　だが、ミカが相手の出方を警けい戒かいし言葉に詰つまる間に、頭上から降ってくるものがあった。

　板だ。

　それが窓を覆おおっていた板だとわかったのは、それと一いつ緒しよに降ってきた人物が、男の前に立ちはだかった後だった。男の後方には仮面の少女がおり、慌あわててライフルを構えたが、その指が引き金にかかる前にライフルが飛んだ。降ってきた人物が小石を放ち、ライフルを弾はじき飛ばしたのだ。

「イルザークさん！」

　背中しか見えなかったが、後ろ姿で十分だった。それはミカの護衛として探検隊に参加していたイルザークだった。彼は動きに邪じや魔まな防寒服をすでに脱ぬいでおり、身軽そうなシャツとベスト姿で、愛用のサーベルを手にしていた。

　その姿を目視できたのは一いつ瞬しゆんだった。

　ふ、と彼の姿が揺ゆらいだように見えて、その次の瞬間には、イルザークは一気に男との距きよ離りを詰めていた。男は右手の指を僅わずかに蠢うごめかし魔術を使うそぶりを見せたが、イルザークはまったく意に介かいさず突っ込み、相手の腹部を蹴けり上げ、膝をついたところでサーベルを喉のど元もとに突きつけた。

「動くな！　おまえのボスが死ぬぞ」

　ライフルを拾おうとしていた少女は、イルザークのその声を聞いて動きを止めた。判断を仰あおぐように、剣けんを喉元に突きつけられたままの男を見る。

　男は咳せき込み、荒あらい息をついてから、笑えみすら浮うかべてイルザークを見上げた。

「これは驚いた。魔術が効かないのか？　〈夢〉魔術が跳はね返されたとは──」

「さあ？　あんたの調子が悪かったんじゃないのか？」

　イルザークは気楽そうな様子で言った。彼がかつて身を置いていた組織では、その構成員たちは生身でも魔術師に対たい抗こうしうる戦闘技術と、魔術を跳ね返す護ご符ふを持っていた。組織を離はなれた今でも、イルザークはその技術と護符を失ってはいない。

「さあ、そこのお嬢じようさんは脇わきにどいてくれ。ナイフもすべて捨てて。そうだ──俺たちを逃がしてくれれば、ボスは解放するよ」

「従ってはいけないよ、ロリロナ」

　男はイルザークによって無む理り矢や理り立たされたが、まだ笑みを浮かべていた。ロリロナ、というのが名前らしい少女は、指示に戸と惑まどい、その場を動けないでいる。イルザークはサーベルの切っ先を男の喉に押しつけた。

「俺たちを解放すればいいだけの話だ。その子に従うよう命令しろ」

「ロリロナ。その子を撃うつんだ」

　喉元のサーベルの存在をまったく感じさせず、男は言った。あまりにそれが自然な言い方だったので、イルザークですら耳を疑った。だが少女は男の一言でそれ以上ないくらい的確に命令を実行した。

　少女は、袖そでの中に隠されていた小さな拳けん銃じゆうを最小限の動きで取り出すと、ミカに向けて、一発、ぱんと撃った。ミカと少女の間には距離はなく、幾いくら狙ねらいが粗あらかろうと、動かない標的に当てるのは難しくなかった。

　だがミカは無事だった。

　イルザークが、少女の手に銃が現れるのを見た途と端たん、男を殺すことも人ひと質じちに取ることも諦あきらめ、少女の方に体当たりをしたからだ。イルザークが少女の上に倒たおれ込むように転がり、もう一度銃声が響ひびいた。

　ぱん、という、やはり軽い、あっさりとした音だった。

「……っ」

　イルザークが押し倒す形になったが、起きあがったのは少女が先だった。小さな、たった二発しか装そう塡てんできない拳銃と、自分の膝の上に倒れたままのイルザークとを呆ぼう然ぜんと見比べている。イルザークのシャツの脇腹に、じわりと赤い色が滲にじむ。そして、どんどん広がっていく。

「イルザークさん……っ！」

　ミカの声は掠かすれていた。他人の声のように自分の声を聞きながら、倒れたままの彼の方へ近づこうともがく。だがその彼女の身体を、例の男が横よこ抱だきに抱かかえ上げた。ミカは抵てい抗こうしようとしたが、男の指が額に触ふれた途端筋肉が麻ま痺ひしたように力が抜けてしまう。男の魔ま術じゆつが肉体に干かん渉しようし、ミカから自由を奪うばったのだ。

「ロリロナ、その男は始末しておいておくれ。私は場所を移そう、ここは風が吹ふきこむ」

　男はその細い腕うでで容易たやすくミカを抱き上げ、破られた窓を見上げてそう言った。イルザークの破った窓からは、冷たい風が吹きこんでいた。覗のぞく空に光はなく、一面の闇やみがのし掛かかってくるようだった。夜なのだ。〈昼〉の石板が熱を招くとはいえ、ここは極地。〈昼〉魔力も夜には幾らか落ち着きを取りもどし、気温が下がる。流れは再び凍こおり付き、雪と氷が大地を覆う。

「夜だね」

　男はミカの心を読んだように囁ささやき、彼女を抱いたまま歩き出す。高い天てん井じように足音が寒々しく反はん響きようする。

「フレアバタンで失敗した愚おろか者を覚えているかい？　彼らは君という器うつわを壊こわし、それによって石板を得ようとしたけれど、無む駄だだった。それなら、今度は心だ」

　魔術を使ったのか、扉は勝手に開いた。男はその外へ出た。松明たいまつによって照らされていた室内から急に暗い廊ろう下かに出て、ミカの目は造形を捕とらえきれない。世界は暗く、闇に包まれている。かびくさい臭においが嗅きゆう覚かくを刺し激げきする。

「君の心を壊してみよう。そうしたら、結果は違ちがってくるかもしれない」

　動きを封ふうじられたミカは、恐きよう怖ふに震ふるえることもできなかった。自分を抱いて運ぶ男が怖こわかった。イルザークが傷ついたままなのが怖かった。どうすれば今の状じよう況きようから抜け出せるのか必死に考えたが、何も思いつかなかった。声すら出せないのでは、何もできはしないのだ。ただ一つわかったのは、この男が最初からミカを罠わなにはめるために状況を作り上げていたということだ。

　男は、にこりと微笑ほほえんだ。今度こそミカは確信した。彼はミカの心を〈夢〉魔術で読んでいる。

「君を、待っていたよ。連合の有力者に取り入ったという話を聞いて、極地で問題を起こせば魔術師を派は遣けんしてくると思ったんだ。私たちの仲間は連合にも潜もぐり込んでいるからね、そういった人間に君を推すい薦せんさせるのはそう難しいことじゃない。石板の封ふう印いんはもうすぐ終わる、そうしたら一緒に逃にげよう。ねえ、石板の欠片、四つ目の──」

　ミカの目を覗き込んで、男はしわがれた声で囁き、彼女の目の上に優やさしくキスをした。

　夜の青い闇よりも暗く、深い暗闇の中にミカはいて、水音と、足音を聞いていた。




　シルルトがミカを抱いて部屋を出ると、ロリロナは傷ついた男と二人きり残された。

　床ゆかに落ちたままだったライフルを手に取った時、自分の手が震えていることに気付いて舌打ちした。銃を撃った手だった。

　男は、うつぶせに倒れたままだった。

　ロリロナはその後頭部に狙いをつける。引き金に指をかける。

　けれど、震えが収まらない。

「…………何よっ」

　ぶるぶるという震えは、時間が経たっても収まることはなく、反対に大きくなっていく。ついにライフルを抱えていることすらできなくなって、その場に座り込んだ。唇くちびるを嚙かんだ。この自分が命令を実行できないなんて、そんなことがあっていいはずがない。できるに決まっている。だからもう一度ライフルを構えた。狙いをつける。引き金を、

　引けない。

　……ロリロナは、またライフルを下ろした。全身が震えていた。倒れたままの男を睨にらみつけながら、爪つめを嚙んだ。訓練ならずっと積んできた。銃の扱あつかいなら慣れている。戦い方だって知っている。九つの時に《キツネ》に見みい出だされて、《風と八月党》の運営する孤こ児じ院いんに連れてこられて、そこで何もかも教わった。文字の読み書きも、魔術の使い方も、銃を分解して組み立てることも。

　だが、本当に人を殺したことなどなかった。

　それがどれほど大きなことか、ロリロナはまったく知らなかった。大したことはないと思っていた。《キツネ》のために生きることができるのならそれ以上の喜びはないと思っていた。それなのに、引き金を引こうとした瞬間、頭に浮かんだのはその《キツネ》の手から血が流れ出た、あの忌いま忌いましい《学園》での光景だ。

　ひと月ほど前、《学園》本部を襲おそった時、ロリロナがリティーヤに投げつけたナイフが、《キツネ》の手に刺ささってしまった。リティーヤはただの《学園》の学生で、〈昼〉魔力を持っているから殺してはいけないと言われていたが、それだけの存在だったはずだ。それなのに、《キツネ》は身を挺ていしてリティーヤを庇かばったのだ。

　あんな、とろくさい女を。

　そのことを思い出すたび、ロリロナは頭がカッとしてどうしたらいいかわからなくなる。《キツネ》を傷つけてしまったという恐怖、嫌きらわれるかもしれないという絶望。けれど《キツネ》はロリロナを怒おこるよりもリティーヤを気き遣づかう方を優先させた。結局《学園》からの帰き還かん以降ロリロナは《キツネ》に会っていない。《キツネ》は姿を消してしまったのだ。

　ロリロナが、《キツネ》の愛と信しん頼らいを疑ったことなど、それまではなかった。

　それなのに、今はたとえようもなく不安だった。

　不安で、不安で、考えてはならない恐おそろしい疑問が浮うかんでくる。




　アタシは、愛されてるの？




　あの一件の前なら躊躇ためらわず引き金を引けたかもしれない。でも今は引けない。引き金を引けば血が流れ出してこの男は死ぬのだ。《キツネ》のため、そう思おうとしても、怖くて足が竦すくむ。手が震える。腰こしが引ける。




　愛されていないなら、どうやって生きていけばいいの？




　畜ちく生しよう、と男を見み据すえて吐はき捨てる。畜生畜生。アタシは怖くなんかない。ここで引き金を引いてこの男を殺して《キツネ》に愛される。それが一番なのだ。それ以外のことなんか知らない。そうすればきっと何もかもうまくいく。救われる。ゴミためから救い出された時みたいに、きっとアタシは何度でも救われる。愛されていないかもなんて、弱い自分が作り出した幻げん想そうだ。傷を癒いやしたら、《キツネ》はきっと戻もどってきて、ロリロナを褒ほめてくれる。

　ロリロナは意を決してもう一度立ち上がり、ライフルを構えた。

　だが、その時、男の頭がぴくりと動いた。

　動いて、ロリロナの方を向いて、その、薄うすい色の瞳ひとみが、ロリロナを見た。

「うわ……うあわあああああああああああ！」

　ロリロナは叫さけんで手にしたライフルで男の背中を思い切り殴なぐった。衝しよう撃げきで銃が暴発して弾たまが天井近くで窓に張られた板を貫つらぬいたが、ロリロナも男も傷つけなかった。

「あ、ああああ、ああああ……」

　ロリロナは言葉にならない声を上げ、おそるおそる男を見た。男はまた気を失っていた。

　だが、まだ生きている。

　ロリロナは、動どう揺ようし、悲鳴を上げてしまったことを恥はじながら、必死で誰だれにともなく言い訳を考えた。シルルトは──党首は、この男を始末しろと言った。殺せとは言っていない。だから、ここから連れ出してしまえばいいのだ。連れ出して、どこかに押し込んで、党首の目につかなければいい。それで十分だ。殺すほどの価値もない。

　ロリロナは男がもう一度目覚めたりしないか慎しん重ちように確かく認にんしながら、男の脇わきの下に腕を入れ、その身体からだを引きずってドアの方へ向かった。男はぐったりとしてずっと意識がなく、小こ柄がらな方に見えたのにひどく重かった。

　どこに隠かくそうかと頭を捻ひねったが、絶対に見つからない場所が思いつかなかったから、ロリロナは男を自分の部屋に押し込むことにした。男を運んでしまってから廊下に血の痕あとがついていたことに気付いて、慌あわてて拭ふきに戻った。男はその間簡易ベッドの中に押し込んでおいた。《王宮》は広く、部屋は幾いくらでもあって、ロリロナは誰が使っていたのかもわからない広い部屋をあてがわれていた。ただし元からこの部屋にあったベッドは濡ぬれて使えなかったから、簡易ベッドを暖だん炉ろの前に置いて使っていた。血を拭いて戻ってきたロリロナは、部屋が冷え込んでいることに気付いて暖炉の燠おき火びを搔かきだし、空気にさらし、火が大きくなるまで見守った。燃料も食しよく糧りようもあらかじめ大量に運び込んでいたし、もうすぐ石板の封印を完成させてここを離はなれる予定だと言われていたから、不足の心配はなかった。

　男のケガを見ると、弾は貫かん通つうしていた。止血し、包帯を巻いてやるくらいのことはした。

　包帯を巻き終わったところで、ロリロナは我に返った。どうして自分は今こんなふうにこの男の手当てなんかしてやっているのだ？　そうだ、そもそも部屋に連れ込むのではなく、《王宮》の外に放置したって良かったはずだ。放ほうっておいて死ぬのならそれも仕方ないことだ、確かにロリロナの銃じゆう弾だんが死の原因になるのだろうが──。

「…………違ちがう」

　ロリロナは呟つぶやいた。

　自分が相手を殺すことになるのが怖くてこんなふうに手当てをしているのだなどと、認めるのはいやだった。この男を死なせたくないのではない、と考えようとした。

　そうだ。

　自分は今、この男を助けているのではない。単に生死を握にぎっているのだ。

　ぱっとそういう考えが頭に浮かび、ロリロナは思わず微笑ほほえんだ。そうだ、今この男は生きるも死ぬもアタシ次し第だい。アタシに支配されているも同然なのだ。アタシがいなければ死んでしまう、弱い男だ。アタシの下げ僕ぼくも同然なのだ！

　浮かんだ考えに満足して、ロリロナは男の額に浮き出た汗あせを拭いてやった。そうやって、男の世話をしてやっている間は、自分がゴミためにいた頃ころと同じ価値のない人間だなどとは考えないでいられた。《キツネ》に愛されていないかもしれないという恐きよう怖ふを忘れていられた。この男には必要とされている、そう思えた。




　目が覚めたら、本当にアタシの下僕にでもしてやろうかしら。




　ロリロナはそう考え、悦えつに入って、少しの間、恐ろしい現実から目を背そむけていられた。
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『さっき、ヤムセの拾ってきた連合の隊員さんが目を覚ました。彼の証言を信じるなら、ミカちゃんはもう捕つかまって《王宮》の中に連れ込まれてる』

　リティーヤがロードマスターからそう知らされたのは、《王宮》に潜せん入にゆうする直前のことだった。動揺を抑おさえるのに少しの時間はかかったが、リティーヤはもう騒さわぎ立てはしなかった。覚かく悟ごしていたことでもあったし、ミカが雪原に放り出されたわけではないとわかっただけマシだ。

　絶対に、ミカを取りもどす。

　その意志が固まっただけだった。




　ヤムセの予想通り、リティーヤはハルが率いる班に組み込まれた。ゼストガも一いつ緒しよで、他ほかのメンバーも魔ま導どう書しよ調査委員会の人間ばかりだ。まあ、彼らの考えもわかる。状じよう況きようから考えてリティーヤを連れて行くしかないが──何しろ彼女を同行させるのは学長の意向でもある──野放しにしておいたら、どんな事態を巻き起こすかわかったものではない。

「でも甘いんだよねー」

　リティーヤはドアから顔を突つき出して廊ろう下かを見回し、誰もいないことを確認してからささっと階段へ走った。

　すでにそこは《王宮》の中だった。

　日が落ちてしまうと気温も下がり、解けていた雪は固まって昼間よりは移動もしやすくなる。〈昼〉の《嵐あらし》もリティーヤとの接せつ触しよく後は発生が抑えられているようだ。リティーヤらの班は雪山に隠れつつ、凍こおり付いた堀ほりと、崩くずれた城じよう壁へきを越こえて内部へ潜もぐり込んだ。二重の城壁は相手がまともに見張りを立てていればやっかいだったはずだが、人数が足りないのか連合を返り討うちにしたところで油断しているのか、城壁の上や見張り塔とうに監かん視しの目はなかった。

　中へ潜り込んだ時点で、リティーヤは自分の班をこっそりと抜ぬけ出した。《風と八月党》が《王宮》のどの辺りを拠きよ点てんにしているのか、《王宮》の中のどの建物が使えてどの建物が雪で潰つぶれてしまったのか、すでに調べてわかっていた。そしてそこまでわかっているのなら、わざわざ彼らと一緒に動いて自分の行動を狭せばめることはない。

　リティーヤは闇やみを見通す魔術を自分にかけてから、真っ暗な階段を三階に駆かけ上がり、廊下に出る前にそうっと耳を澄すませた。

「誰もいない、ね……と」

　さっと廊下に出ると、すぐに目をつけていた部屋の一つに飛び込む。中は暗く、湿しめっぽい臭においがした。音を立てないようにドアを閉め、息を吐はく。

　リティーヤが今いるのは、《王宮》の東の端はしにある建物だった。

　室内はがらんとしていた。窓には板が張られていたが、今は一部剝はぎ取られて、そこから庭のかがり火が見えた。壁かべ紙がみは剝がれ、家具もほとんどない。ただ空っぽの鎧よろいだけが、部屋の真ん中で槍やりを構えて虚こ空くうを威い嚇かくしている。

　二世紀前の最初の大寒波で都市の機能は麻ま痺ひし、無む秩ちつ序じよが溢あふれ、犯罪が多発した。最後には《王宮》も略りやく奪だつされ、王朝の血筋は途と絶だえ、人々はより温暖な土地を求めて四散していったという。

　もし《風と八月党》が望み通り石板を元に戻もどせば、気温はまた上がり、この《王都》も様変わりする……ひょっとしたら、元のように人々の集まる都となるかもしれない。それは一見すると悪いことではないように思える。

　だが、すでに人々はこの寒冷化した気候の中で二百年生きてきた。それがいきなり温暖化に転ずれば植え付ける作物も、何もかも変わる。これだけの雪と氷が解ければ洪こう水ずいだって起こるだろう。大陸全体がもう一度気候変動に見み舞まわれるのだ。その時どれだけの生き物が生き残れるだろう？

　あのウロコオオカミのフラフラだって、きっと生きるすべはない。

「ってわけで、今は《キツネ》を捜さがさないとね……」

《王宮》は《王都》の中では土地が高く、水はけも良い。《王都》の他の地域はまだまだ水みず浸びたしだから、《キツネ》は《王宮》のどこかにいる可能性が高い。それでいて、この辺りは、《風と八月党》の人間が頻ひん繁ぱんに出入りする区画からは外れている。リティーヤに接触する時、《キツネ》はいつも人ひと払ばらいの結界を張って、リティーヤ以外の人間にできるだけ認にん識しきされないようにしていた。自分を崇すう拝はいする集団が相手だろうが、その傾けい向こうは変わらないだろう。

「この建物じゃないのかな？　乾かわいてる建物だけでも、結構多いからなあ……」

　その時、不意に廊下から人の足音が聞こえてきた。部屋には、入ってきた廊下側のドアの他にもう一枚ドアがあって隣りん室しつに通じていたので、リティーヤはいつでもそちらに逃にげ込めるよう、そのドアの横に張り付いた。廊下から聞こえる足音と話し声が、こちらに近づいてくる。

　廊下側のドアノブが、がちゃりと捻ひねられた。

「！」

　リティーヤは急いで隣室に逃げ込み、ドアを閉めた。ほぼ同時に先さき程ほどまでリティーヤがいた部屋に人が入ってくる。重い荷物を運び込んでいるらしく、床ゆかがみしみしと鳴る。男女の話し声が聞こえてくる。

「この部屋でよろしいのですか？」

「ええ──今何か音が聞こえませんでしたか？」

「いいえ……聞こえませんでしたが」

「《キツネ》様では？　あの御お方かたはいつも突とつ然ぜんお姿を見せられます」

「そういえば最近お姿を拝しませんな」

「私たちには知られぬ場所で、傷を癒いやしておいでなのでしょう……」

《学園》を襲しゆう撃げきし甚じん大だいな被ひ害がいを与あたえた組織の人間とは思えない、穏おだやかな話し声だった。まるで、思し索さくにふける哲てつ学がく者か何かのような、独特の静けさがあった。彼らは囁ささやくように話し合いながら、部屋に荷物を運び込み、また出て行った。

「…………」

　リティーヤは彼らが出て行ったのをドアの隙すき間まから覗のぞいて確認すると、物音を立てないように元の部屋に戻った。そこには先程はなかった荷物が運び込まれていた。多くは食しよく糧りようの袋ふくろや箱だ。

「……変だな」

　彼らは、《キツネ》が姿を見せていない、傷を癒しているのだろうと言っていた。

　だが、治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使ったとしても腕うでを生やすような真ま似ねはできないはずだ。切られた腕を繫つなげたという魔術師の話も聞いたことがあるが、成功率は高くないし、《キツネ》は腕を置いて去ったから、せいぜいできて傷を塞ふさぐくらいだ。それだけなら、魔術を使えばそう長い時間はかからない。ラガロの塔からはもうひと月も経たっているだろうから、傷は塞がったはずだ。

「それなのに、まだ……？」

　おかしい、とは思ったが、体力がまだ回復していないとも考えられる。もしそのために《キツネ》が人知れず身体からだを休めているとしたら、それはどこだろう？

　リティーヤは七年前、《キツネ》と過ごした冬の日々を思い返した。雪を擦こすり取るように吹ふき付けてくる風に抗あらがい、寝ね場ば所しよを探し歩いたものだった。互たがいに身体を寄せ合い寒さに耐たえ、使われていない建物の片かた隅すみや古い地下道などで夜を明かしたが、そういう場所は大人や身体の大きな子どもに取られてしまうことも多かった。

　そういう時、《キツネ》はまるでリティーヤを先導するように狭せまい路地に入り込み、地下道を通って、古い、今はもう使われていない上下水道などの中にねぐらを見つけてくれた。

「……今から思えば、あれって《ヘビの一族》の時代の遺い跡せきだよね。そりゃ《キツネ》が詳くわしいわけだ……」

　リティーヤはぶつぶつ言って、運び込まれた木箱の一つにどっかりと腰こしを下ろした。そろそろ《王宮》に潜り込んで三十分が経つ。騒そう動どうは起きていないから、遠えん征せい隊はまだ誰だれも見つかっていないか、見つかっても相手を無力化して騒ぎにならないようにしているのだろう。《風と八月党》の戦せん闘とう員はラガロの塔への襲撃でかなり数を減らしたはずだが、ロードマスターの魔ま力りよくを奪うばったシルルトがいる以上、気取られ、正面からぶつかる事態は避さけなければならない。

「そういえば、あいつ、地下の暗いところ好きだったなあ。地下の方が風も防げるしあったかいから当たり前だけど……」

　リティーヤは頭の中に《王宮》内の地図を思い浮うかべた。一階から下は浸しん水すいしていて使えない建物が多いはずだ。その影えい響きようが少なくて、なおかつ暗く、暖かい場所。

「……高台にあるとか……」

　リティーヤは立ち上がった。物音を立てないように廊下に出て、そこから階段を下りて、外へ。月も星もない夜で、あちこちでかがり火が焚たかれてはいても足あし下もとは暗かった。滑すべる足下に気をつけて建物の陰かげに入り、北の方を見上げる。

　視線の先には、幾いくつかの建物の屋根と、その屋根からにょっきりと頭を突き出す塔とうが一つ。塔自体が高いせいもあるが、土地が高いのだ。

　かつては高貴な罪人を閉じこめたという、古い石造りの塔。

　あそこなら、あるいは──。





２






　会ったら言ってやろうと思っていたことがたくさんあった。確認しなければならないことも幾つかあった。頭ではそれらを順序立てて考えていたのに、いざ目の前にすると、何もかもが吹っ飛んだ。

「ほんとに……いた……」

　リティーヤは立ちつくし、蠟ろう燭そくの炎ほのおに照らし出されるその姿を呆ぼう然ぜんと見下ろした。

　キツネの毛皮のような茶色い髪かみ、蠟燭の光を照り返す虹こう彩さい、笑えみの形に細められた鋭するどい目つき。薄うす笑わらいを浮かべた口元。俺は何一つ変わってないよとでも言いたげな顔で、彼は山のように積まれた木箱の陰に腰を下ろし、毛布を肩かたから羽織っていた。

「それはこっちの台詞せりふだよ。まさかほんとに来るとはね」

《キツネ》はそううそぶいた。

　目をつけた塔の地下は、今は不用品を置く倉庫として使われているようだった。一階の床に取り付けられていた重いはね上げ戸を開けると、壁かべに沿うように螺ら旋せん階段が続いていた。下りきったところに壊こわれた橇そりや木箱が転がっていて、それらのがらくたが作り出す影かげの一つに、《キツネ》の姿があった。

　リティーヤはともすれば上擦る声をなんとか抑おさえながら言った。

「ふん。運命が見えるとかなんとか言ってたくせに、あたしが来るのもわからなかったの？」

「見えないものもあるよ。今回は見えてたけど。それでもまさかって思ってたからさあ。でも、ほんとにどうしてここだってわかったの？」

「ここなら地上より暖かいし、高台にあったから水も引いてるでしょ。あんた、昔からこういう隠かくれ場所見つけるのうまかったもん」

「…………そんな昔のこと、よく」

　覚えていたね。そう呟つぶやく声は、掠かすれて聞き取りづらかった。

　リティーヤはふと鼻の頭に皺しわを寄せ、地下の空気を吸い込んだ。湿しめった、冷たい臭いが鼻び孔こうに入ってくる。それから、この鉄てつ錆さびたような──。

　ぞわり、と嫌いやな予感が背中に衝つき上げてきた。

「……ちょっと、」

「それで、嬢じようさんの決意は固まったのかな？」

「待ちなさいよ。どうしてまだこんなに？　おかしいとは思ってたけど、あんた」

　不思議そうに自分を見上げる《キツネ》の肩から、リティーヤは毛布を摑つかんで剝はぎ取った。《キツネ》は驚おどろいた様子で目を丸くし、非難めいた視線を向けてくる。

「なんだよ。寒いじゃないか。俺、薄着なんだし──」

「なんで……」

　目を見開いたのは、リティーヤも同じだ。だが、より愕がく然ぜんとした、信じがたい表情を浮かべて、《キツネ》を見下ろす。

《キツネ》の服はひと月前に別れた時とは違ちがっていた。相変わらずどこか薄うす汚よごれてはいたが、別れた時にあれほどべったりとついていた血は見えなかった。斬ざん撃げきを受けたはずの右みぎ袖そでにすら、血の一いつ滴てき、鉤かぎ裂ざきの一つもなかった。

　そして。

「なんであんた、腕あるの……!?」

　断たち切られたはずの《キツネ》の右みぎ肘ひじから先が、当たり前のように服ごと存在していた。

《キツネ》はにっこりと笑った。

「やだなー。俺が誰だか忘れたの？　人類に魔術を与え、運命を与えた、《キツネ》だよ？　腕くらい生えるのは当たり前じゃないの」

「でも、だって、それじゃあこの臭においはなんなの！」

　リティーヤは毛布を握にぎりしめて叫さけんだ。その毛布からも同じ臭いがしていた。《キツネ》が動くたび、鉄を含ふくんだ、生々しい臭いがするのだ。不安に駆かられてつい手を伸のばし、《キツネ》の右腕に触ふれようとする。

「本当に傷は塞がってるの？　その腕は──」

「ダーメ」

　だが、リティーヤの手が届く前に、《キツネ》はひらりと身をかわして立ち上がった。ついでにリティーヤから毛布を奪い返し、マントか何かのようにばさりと羽織る。

「俺に触れるのは、答えを言ってからだよ、嬢さん」

　毛布で首まで覆おおい、《キツネ》は蠱こ惑わく的な笑みを浮かべる。

「あんたどこまでふざけて……」

「ふざけてない。俺は真しん剣けんだ。答えを先延ばしにしてるのは、嬢さんじゃないの？」

　ぎくりとして、《キツネ》に伸ばしていた手が止まった。

　意識してのことではなかったが、確かにそういう部分はあったのかもしれない。リティーヤは動どう揺ようを悟さとられまいと視線を逸そらし、悔くやし紛まぎれに呟いた。

「でも、あんたなら、答えなんてもう見えてるんじゃないの？」

「あ、嬢さんの周りの人たちがどんどん離はなれていくのは見えてるよ。〈昼〉魔力は石板を台座に戻もどしたがってて、嬢さんも周りの人もその影響を受けてる。前にも忠告したけど──先生さんに、ちゃんと確かく認にんした方がいいよ？　ほんとにこれからも一緒にいられるの、ってさあ。嬢さんの運命は、どんどんどんどん、周りに影響を与あたえ続けてるんだから」

《キツネ》の顔には、わざとらしいほどに同情的な表情が浮かんでいた。

「嬢さんのとこの室長さんだって、可か哀わい想そうにねえ。嬢さんにさえ関わらなければ」

　挑ちよう発はつされているというのはわかっていたが、リティーヤはキッと相手を睨にらみつけ、間かん髪はついれずにそれを否定した。

「ロードマスターが魔力を失ったのは《風と八月党》の党首のせいよ。ううん、そもそもあんたが裏でこそこそ工作したせいじゃないの？　党首に色々吹きこんで、《学園》から石板奪わせたんでしょ？　石板が《学園》にあるんじゃ台座に戻せないから」

「ぶっぶー。違ちがうよ。石板が移動したのは石板自身の意志だ。石板は一つに戻りたがっている。もしも拒こばみ続ければ、嬢さんはもっと色々なものを失う。これは走り出したことだ、もう止められない。──ねえ、辛つらいなら、俺が助けてあげようか？　嬢さんが失ったものを全部取りもどせるように、俺が助けてあげる。嬢さんが望みさえするならね」

　リティーヤは歯は嚙がみする。

　結局は、それが彼の本題なのだ。リティーヤを追いつめ、自分にすがらせること、敗北を認めさせることが。リティーヤの頭に、《嵐あらし》の中で見た破は滅めつした人々とはしゃぐ《キツネ》の姿が浮かんだ。彼はあれを繰くり返したいのだろう。

　だが──本当に？

「……そうしてあたしは石板を台座に戻すの？　《風と八月党》の仲間になって？」

「あははっ、仕方ないだろう。石板がそれを望んでる。嬢さんがここに来られたのもきっとそのせいだ。それが石板が嬢さんに与えた運命だったんだ。《風と八月党》を利用して、嬢さんが〈昼の王〉になるんだよ」

「違う」

　思っていなかったほど強い否定の言葉だったのだろう。《キツネ》がちょっと眉まゆを上げた。

《キツネ》にせめてほんの僅わずかでも伝わることがあればと、リティーヤはその目を見て言った。

「あたしがここにいるのは、先生とかロードマスターとか、いろんな人が助けてくれたからよ。ゼストガさんだってあたしがここに来るのを認めてくれた。だから来られたの。それにあんたを見つけられたのはあたしがあんたとずっと一緒にいたからよ。石板だのなんだののためじゃない。あたしがここにいるのは運命なんかじゃない。あたしがそれを望んで、助けてくれた人がいたからよ。あたしは〈昼の王〉になんかなりたくない。《風と八月党》の仲間にも入りたくない。そんなことは望まない。だからそうはならない」

「…………へえ。それが答えってこと？」

「そうよ」

「まだそんなことを言うんだ？　何もかもなくさないと、わからないんだね。嬢さんは本当にバカだ」

　そうかもしれない、とリティーヤは別の理由から思う。《嵐》の中で見た《キツネ》の過去はひどく血なまぐさく、残ざん酷こくなものだったのに、それでもリティーヤはそれだけが彼のすべてではない気がしている。

　だから確認しなければならない。

「〈昼の王〉っていうのは、〈昼〉の石板を戻した者だけを言うんじゃないでしょ？」

「ん？　ああ、まあそうだね。〈昼〉の石板がすべて存在している台座に触れた者、ってのが正確なところかな。要は台座を通して世界に働きかける機会を与えられた者、ってことだから。ちなみに、その機会が与えられるのはお一人様ご一回。それ以上は身体からだが保もたないんだよねー」

「だからなのね」

「ん？」

「だから、魔ま力りよくを持ってるあんたのところに石板が集まらなかったのね。あんたは、一回〈昼の王〉になっていたから、石板を台座に戻すことはできない」

「…………あれえ？」

《キツネ》が不思議そうな顔でリティーヤの顔を覗のぞき込んできた。

「なんでそう思うの？」

「見たの。〈昼〉の《嵐》が見せてくれた。あんたのこと」

「何──……」

《キツネ》は笑い飛ばそうとした様子だったが、何か思い当たることがあったのだろう、顔を歪ゆがめて凍こおり付いた。それから、ぷいと顔を背そむける。彼がこれほど不快を直接的に表現するのは珍めずらしかった。

　リティーヤは、息を吸った。これはただの雑談なんかではない。リティーヤは《キツネ》の意図を知らなければならない。魔ま導どう書しよ調査委員会の脅きよう威いはその時には頭から飛んでいた。《学園》の問題ではない。これはリティーヤの問題、リティーヤと、《キツネ》の問題なのだ。

　あの凍いてついた世界で、互たがいの熱を分かち合った、小さな家族を理解するための。

「あんた、石板を壊こわした時も、その後何が起こるか全部見えてたの？　寒冷化して、たくさんの人も、獣けものも死んじゃって、《ヘビの一族》も滅ほろんじゃうって」

「…………見えたのは別のものだよ」

《キツネ》はそっぽを向いたまま面おも白しろくもなさそうに言い、ずり落ちていた毛布をまた首まで引き上げた。

「どんなのかなんてもう忘れた。古い時代の、意味のない──ただの《ヘビ》の夢だ。きっとすごくつまらなくて、飽あき飽きするようなやつだったんだ。だから俺はそれを壊して、別のものを与えたんだ。別の……俺の決めた、新しいものを」

〈運命〉に抗あらがい、〈運命〉を与える者。

　かつて、《キツネ》自身も言っていた。それが《キツネ》のあり方なのだと。

　そうしてあらゆる定められたものごとを破は壊かいした後に、彼は新たな秩ちつ序じよを与える。

　これまで、ずっと、そうしてきたのだ。

「他ほかの人たちの時もそうだったの？　見えたから、壊した？　ロードマスターを……〈夜の王〉にした時も？」

「正確には、彼の原型の少年を、だけどね」

《キツネ》は目を向け、意地悪そうに訂てい正せいした。

「でも、そう、おおむね事実だね。いい暇ひま潰つぶしだったよ。見えたものの代わりに、俺が新しい運命を準備してやったら、みんなそれに飛びつくんだ。決まり切ったつまらない秩序なんて誰だれも欲しがらない。誰もが俺の秩序を求めた。だから俺はそれを与えてやった。権力、金、名めい誉よ、女、知識……願いのために俺を求めたのは、やつらの方だよ？」

　自分以外のあらゆる相手を見下した、傲ごう慢まんな態度だった。

　彼はふんと鼻で笑い、ついでのように付け加えて呟つぶやく。

「まあ、嬢じようさんの時だけはちょっと違ったけど」

「？　何が……」

「そっちが誘さそったんだろ」

「あ……」

「暇潰しとしては悪くなかったけど。だから、まあ、適当に大切にして普ふ通つうに死なせてあげてもいいかな、くらいに思ってたんだよ？　それをさあ、勝手に虹ドロさんだのなんだの……ちょっと罰ばつを食くらわしてやりたくもなるだろ？」

「だって虹ドロさんは……！」

「俺が聞きたいのは、言い訳じゃない。嬢さんが頭こうべを垂れて俺を求める、その言葉だけだ」

　リティーヤは唇くちびるを嚙かむ。《キツネ》はもう何を言っても聞いてなどくれないだろう。彼はリティーヤを求めている。リティーヤが屈くつ服ぷくし、彼を受け入れ、求めるのを待っている。

　そうして、リティーヤが〈昼の王〉になって、大陸が一気に温暖化に転じ、今度こそ人類が滅ぶのを見て、笑うのだろう。笑って、リティーヤの前から去るのだ。これまで何度も繰り返してきたように。ロードマスターや、ラガロに対してそうだったように。

　最後には、いつも寂さびしそうな顔をするくせに。

「それが……あんたの望みなの？　願いなの……？」

　苦しくて悲しくてそう尋たずねても、返ってくる笑えみは変わらなかった。

　目を細めて、嬉うれしそうににっこりと笑う。

「そーだよ？　嬢さんだって、そうすることで願いも叶かなえられて万ばん事じ解決するはずなのに。強ごう情じようなんだから。ああ──そうか、もしかして怖こわがってるの？　自分も室長さんみたく騙だまされるかもって。そんなことないよぉ。嬢さんだけは特別だよ？」

　噓うそだ。

　にやにや笑いの向こうに、残酷なもう一つの顔が透すけて見えている。リティーヤが不信に満ちた目で睨みつけるのを見て、《キツネ》は腰こしに手を当て、さも心外そうに溜ため息いきをついた。

「嬢さんは、用心深いなあ。じゃあ、そうだな、こういうのはどう？」

《キツネ》の顔から笑みが消えた。真ま面じ目めな表情でリティーヤを見つめる。

「全部、抜ぬきにして。家族のことも、友達のことも、ぜーんぶ、今は一いつ旦たん脇わきに置いて。それで、もう一度、考えてみてよ。俺のこと。俺と一いつ緒しよに──行かない？」

　まるで、プロポーズをする少年のように真しん剣けんな眼まな差ざしで、そう言うのだ。

　リティーヤは呆ぼう然ぜんと《キツネ》の顔を見つめた。

　一緒に──。

「え……？」

「……この方が、わかりやすいでしょ？　嬢さんは損得じゃ動かないもん。最初からこうすれば良かったのかも。でも、嬢さんがここまで損得勘かん定じようのできないバカだとは思わなかったから、勘弁してよね」

「ねえ、待ってよ！　どうして──」

《キツネ》は、なめらかに甘い言葉を紡つむぎ出した。

「どこへだっていいよ。自由に、どこへだって行ける。俺たちは自由なんだから。あの時みたいに──ねえ、お互いの体温が、すごく嬉しかったの、覚えてるだろ？　今の嬢さんなら、食べるのに困るなんてことないよ、俺だって色々できるし──そうだ、旅回りの芸人とかどう？　すごく楽しいよ、きっと──ああ、それが嫌いやなら、どこかでお城を買ってもいい。ううん、嬢さんは小さな家の方がいいかな？　庭のある、綺き麗れいで、こぢんまりした──」

「やめて！」

《キツネ》は言葉を切った。覗き込んでくる《キツネ》に、リティーヤは掠かすれる声で言った。

「どうして、ここまでするの」

　リティーヤの呟きを聞き取って、《キツネ》は不思議そうに首を傾かしげた。

「どうして？　だって当たり前じゃないか。これはゲームなんだよ。ゲームは真剣にやらないと楽しくないんだ。真剣であること、これはあらゆるゲームの一番の前提なんだ。だから、俺はなんだってするよ？　腕うでの一本くらい惜おしくもない。それくらいじゃないと、楽しめない」

「あんたは今までこんなことを繰くり返して来たって言うの？　ただの暇潰しのために!?　それが楽しいの!?」

「勿もち論ろん──」

「噓つき！　そんな寂しそうな顔で、何言ってんの!?」

《キツネ》は目を細めた。口元は笑っていたし、その目の形も笑みを表しているはずなのに、リティーヤには、まるで彼が泣き叫さけんでいるように見えた。

　そうだ。

　ずっと、彼は泣いていたのかもしれない。リティーヤに会う前から。

　──人間より遥はるかに長く生き、魔ま術じゆつを使いこなし、賢かしこく、物知りで、未来すら見える獣がいたとして。人間を騙し、破は滅めつさせ、そのさまを見て嘲あざ笑わらってきた獣がいたとして。ただ一匹ぴき、孤こ独どくに生きてきた獣がいたとして。

　その獣が、本当に求めるものはなんなのだろう？

　おそらくそれは人間の崇すう拝はいでも、服従でもなく、勿論富や名誉などでもないのだ。

　もっと、他の──。

　リティーヤは、彼女自身の答えを絞しぼり出した。

「あたしは一緒に行けない。あたしにも、大切なものができたの。だから、無理」

「あ、そ──」

《キツネ》は俯うつむき、くすくすと声に出して笑う。何がおかしいのか、リティーヤにはわからない。ただ、いやな笑い方だった。

「それなら」

　不意に、顔を上げてリティーヤを見る。

「その、大切なものもなくせばいいんじゃない？」

「──あんた、何」

《キツネ》はリティーヤから視線を逸そらし、その背後へ向かって声を張り上げた。

「ねえ、そー思わない？　そろそろ決着つけるべきだってさあ──」

　リティーヤは、あ、と叫んで振ふり返った。そうだ、そもそも幾いくらなんでもここでロードマスターがリティーヤを本当に一人にさせるわけがない。《風と八月党》は、手に入れられるなら喜んでリティーヤを手に入れるだろう。

　はね上げ戸が、小さな音を立てて開いた。

　そして、そこから、彼女の指導教官が姿を現した。





３






　動きやすさを優先させ、ヤムセは今は極地仕様の外がい套とうではなく《学園》のコートを身につけていた。サーベルの柄つかに手をかけ、階段を下りてくるその態度には、一いつ切さいの甘さも、不完全さもなかった。淡たん々たんとして、無む駄だがなく、ある意味《キツネ》以上に野生の獣けもののようだった。

　彼はリティーヤの前に立ち、《キツネ》と対たい峙じした。《キツネ》はそれをにやにや笑って見ていた。その目には深い憎ぞう悪おが見えたが、先生さん、と呼びかける声には親愛の情さえ感じられた。

「待ってたよ。嬢さんを待ってたのと同じくらい」

　リティーヤは対峙する二人の間に咄とつ嗟さに割って入ろうとした。だが、それを《キツネ》がヤムセを見み据すえたまま、鋭するどく制止した。

「嬢さんダメだ。これは俺と先生さんの問題だ」

「何言って──」

「男と男の喧けん嘩かにくちばしいれるのは、すごーく野や暮ぼなことなんだよ、嬢さん？」

　リティーヤは口を開き──反論がすぐには出て来ず、泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「な……なんなの！　そんなずるい言い方して！」

「しょうがないだろ。俺たちはそういうふうにできてるんだ。嬢さんのことがなくても、俺と先生さんは結構真面目に喧嘩してたと思うよ？　気に食わないんだよね、お互たがい。ねえ、先生さんもでしょ？　先生さんの思想信条からすると、俺って存在そのものが許せないよね？」

　ヤムセは答えない。否定もしない。

　ただ、《キツネ》を見据えている。

「わかるよ！　先生さんは俺みたいな『人間じゃない存在』が事態を動かすのが気に食わないんだ。なんて自己中心的な性格だろう！　より大きな力を持つ者がいたら、そいつにひれ伏ふそうって思わないの？　崇拝しようって思わないの？　ここの連中みたいに尻尾しつぽを振って、ご機き嫌げん取りをしようって思わないの？　征せい服ふくすることしか頭にないなんて、なんて不幸なことだろうね！」

「貴様の靴くつを舐なめるよりはマシだ」

「あっはあ！」

　吐はき捨てるようにヤムセが言い、《キツネ》は高らかに笑った。

「そっかあ、殺されたいんだね、先生さんも！　仕方ないな、ご期待に応こたえてあげるよ。ほら、今まではさあ、できるなら嬢じようさんかっさらうところ先生さんにも見せつけたくてさあ。なかなか手出しする気になれなかったんだけど──もう、なんかそういうのどうでもいいや。とりあえずむかつくから、これ以上は限界」

　リティーヤは彼らの話し合いを無視して、最大限の声を張り上げた。

「やめてったら!!」

《キツネ》は対決を遮さえぎられ、苛いら立だった様子でリティーヤを見据えた。

「やめるのは無理だよ。ねえ、この状じよう況きようなら、嬢さんは、どっちを選ぶの？」

「──けないで」

「ん？」

「ふざけないで！」

　その時自分がどんな顔をしていたのか、リティーヤにはわからなかったが──睨にらみつけられた《キツネ》が、急に顔色を変えて、一歩後あと退ずさった。リティーヤは彼へ、叩たたき付けるように言った。

「あんたバカなの!?　明らかに体調悪いのに何考えてんの!?」

「……嬢さん？」

「先生も先生です！」

　そして今度は《キツネ》に対した時と同じようにヤムセを睨みつける。ヤムセはさすがに《キツネ》のようなあからさまな態度は取らなかったが、僅わずかに眉み間けんの皺しわを深くしてリティーヤを睨み返した。

　リティーヤは、嚙かみつかんばかりに彼に迫せまり、早口でまくしたてた。

「目的忘れたんですか？　あたしたちはさっさと《キツネ》から情報引き出してここ脱だつ出しゆつしないといけないんです。ドンパチやって《風と八月党》に捕つかまりたいんですか!?」

「…………」

「どうしても鬱うつ憤ぷん晴らしたいのなら──」

　リティーヤは右手を掲かかげた。その手を中心に、火花がぱちぱちとはぜる。空気が帯電したような、びりっとした感覚が走る──。

「ちょ──嬢さ……」

「あたしが相手になりますよ!?」

「…………」

　ヤムセは、リティーヤの血走った目を見て、おもむろにサーベルを鞘さやに収めた。

「わかった。穏おん便びんに話をしよう」

「先生の『穏便に話』は全然穏便じゃないのでとりあえず黙だまっといてください！」

「…………」

「……嬢さんの神経の太さには感心するよ」

　リティーヤはムッとして、今度はまた《キツネ》を睨みつけた。

「あんたも余計なこと言わないでよ!!　だいたい、あたしに腹立ててんならあたしだけ狙ねらえばいいでしょ！　どうしてそう周りを巻き込むような方法ばっかり取るの！　ミカや、ロリロナって子まで傷つけて！」

「俺が余よ暇かにどうしようと勝手だろ。嬢さんに口出されたくないよお──あ、それなら口出しできる間あいだ柄がらになってみる？　ほら、家族とか」

「ならない。あたしは魔ま術じゆつ師しになるもの」

「ああ、はいは──」

「あたし、あんたを追う魔術師になる」

《キツネ》は眉まゆを顰ひそめて、リティーヤを見た。

「……それ、何の話？」

「だから、あんたを追いかけて、あんたの作った運命、全部ぐちゃぐちゃに壊こわしてやるの。全部よ。あんたの思い通りになんかさせない。あたしたちは、もうあんたの思い通りになんかならない。覚えておきなさいよ！」

《キツネ》は妙みような生き物を見るような目でリティーヤをまじまじと見つめた。

　随ずい分ぶん長くそうしてから、呆あきれた顔で言う。

「…………何それ」

「…………な、何それって。あんただって、その方が楽しいでしょう？　今までみたいな暇ひま潰つぶし、本当はつまんないと思ってたんじゃないの？　それに、なんだか嫌いやなの。あんたが何度もあんなこと繰くり返して……まるで、コレが俺の運命だって言うみたいに、当たり前に」

「俺のうん……めい？」

《キツネ》の表情が変わったのを、リティーヤは見ていなかった。視線を下げて、考えながら喋しやべっていた。

「そうでしょ。ごく普ふ通つうに受け入れてさ。そんなのって、なんだか悲しいじゃない。未来が見えるからって、それを壊して回るのなんか。それなら、あたしがあんたの〈運命〉を、」

　それは以前、出会ったばかりのロードマスターにも言おうとしたことだ。その時リティーヤはロードマスターを《キツネ》と勘かん違ちがいしていて、《キツネ》に言うつもりで言いかけていたのだ。だが、何な故ぜかロードマスターがそれを遮った。自分は聞いちゃいけないことだとかなんだとか言って──。

　目を上げ、《キツネ》を見つめ、あの時止められた言葉の続きを、リティーヤは叫さけんだ。

「あんたの〈運命〉を全部壊してやる！」

「…………」

《キツネ》は目を見開き、リティーヤを見つめていた。

　そんなに目を開いていたら乾かん燥そうして痛いのではないかというくらい瞬まばたきもせずにいる。

「…………あ、あの」

　あまりに長く見つめられるので、もしかしたら、自分は今すごく間の抜ぬけたことを言ったのかもしれない、とリティーヤは思い始めた。

　だが、呆あつ気けに取られていた様子の《キツネ》が、突とつ然ぜん口元を押さえて俯うつむいた。肩かたを震ふるわせ、そしてついに堪こらえきれずに──。

　噴ふき出した。

「…………なんでよ！」

「ひ……いや、なんか……よくわかんないんだけど。笑えてき……く」

　リティーヤは渋じゆう面めんで立ちつくした。

《キツネ》は本当に楽しそうに笑っていた。たくさんの人間を騙だました後よりも、何よりも、本当に、心から、楽しそうに見えた。

　けらけらと、腹を抱かかえて笑って。笑いすぎて、涙なみだまで流して。

　……もしかしたら、とリティーヤはそれを見ているうちに思った。
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　何か伝わったのかもしれない。

　思わず自分でも笑えみを漏もらしてリティーヤは言った。

「…………いいわ。あんたがそんな顔で笑うなら、なんか気分悪くないもの」

「え？　笑顔の俺が好きってこと？」

「そんなこと言ってない！」

「でも、まあ──」

《キツネ》は涙を拭ぬぐいながら、やっと身体からだを起こして言った。

「嬢じようさんなら、ひょっとしたら本当に取りもどせるのかもね」

「──え？」

「俺の失ったものでも、嬢さんの失ったものでもなくてさ。この世界にある、重大な欠落を」

　その辺に幾いくらでもいる、当たり前の少年のように、屈くつ託たくなく笑う。

「人類に課された〈運命〉を、解くことができるのかも」

　それは、初めて見る表情だった。《キツネ》にもこんな顔ができたのかとリティーヤは驚おどろいて、それから知らず見とれていたことに気付いて、唇くちびるを突つき出し、睨みつけた。

「ふん、何言ってんだかわかりゃしないじゃない、そんな言い方じゃ」

「そのうちわかるよぉ、嬢さんなら」

《キツネ》はその少年めいた表情を消して、またにやにや笑いに戻もどって言った。

「それはともかく、俺は嬢さんの愛を確かく認にんできて嬉うれしいけどねえ。やっぱり嬢さんは俺のこと大好きなんだなあ。俺のこと追いかけ続けたいなんてさあ、すごい愛の文句だよね」

「ちょ、変な勘違いしてんじゃないの！　捕まえて全部情報吐はき出させてやるんだから！　とりあえず今はミカの居場所ね、さあきりきり吐きなさい！」

「いやいや、まだ捕まってないしね」

「先生」

　リティーヤはくるりとヤムセを振ふり向いて言った。

「こいつ捕まえてください」

　ヤムセは彼らのやりとりを面めん倒どう臭くさそうに見ていた。一応、今もサーベルの柄つかに手を置いてはいるが、もはやそれを抜くつもりもなさそうだ。

「……だから、騒そう動どうはできるだけ避さけたいんだが。ここだと入り口を塞ふさがれたらおしまいだぞ」

「えーっ！　なんですかそのやる気のない態度は！　あの時の殺気はどこへ行ったんですか！」

「先生さんは嬢さんが俺と一いつ緒しよに来ないってわかったら割とどうでもよくなったんだよ」

「はあ？　どういう──」

「これ以上俺が説明する義理はなし、と。ただ、俺もここはできれば戦いは避けたいんで、取引と行かない？」

「なんだ」

　ヤムセが不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「だからあ、俺が情報吐くから、ここは見み逃のがして、ってこと」

「ミカの!?」

「ここにこもっていたのなら、場所などわかるものか」

「それがわかるんですー。あの子は俺と運命の糸でつながっちゃってんの」

《キツネ》はあくまで軽くそう言った。

「西にし棟とうの《石の間》だよ。行ってごらん。ちなみにそこに石板の欠片かけらもありまーっす」

「…………ほんとう？」

「本当」

《キツネ》はそう言い、左手を伸のばしてリティーヤの髪かみに触ふれた。僅わずかにまた血の臭においが漂ただよい、リティーヤはハッと息を吞のんだ。

「あんた、やっぱり傷──」

　だが、その時、地下室に衝しよう撃げきが走った。

　どん、と塔とうの横っ腹に何かが突っ込んだような衝撃だった。衝撃は地下にまで伝わり、リティーヤは尻しり餅もちをついた。ヤムセがサーベルを抜いて構え、《キツネ》も後方を振り返った。そちらの方から響ひびいてきたのだ。

　そしてもう一度衝撃が走り、揺ゆれが再び彼らの足を掬すくい──。

　轟ごう音おんとともに、壁かべと天てん井じようの一角が崩くずれた。




「おや」

　もうもうと粉ふん塵じんが舞まう中、口元をマントで隠かくして現れたのは、細身の男だった。《風と八月党》の印である華はなやかな仮面をつけ、まるでダンスに誘さそうように手を差し出し、小首を傾かしげる。

「声がするとの報告でしたから、《学園》のネズミが入り込んだかと思っていましたが──あなたまで見つかるとは」

　男は──《風と八月党》党首のシルルトは、リティーヤを庇かばうように立つ《キツネ》にそう言った。塔の一階から地下に至る壁と床ゆか、天井の一部は、塵ちりとなっていた。シルルトが魔ま術じゆつで粉ふん砕さいしたのだ。大きな瓦が礫れきはなく、ただ大量の塵が視界を舞い、足あし下もとに降り積もる。シルルトの背後には、土台ごとえぐられた凍いてついた大地と氷、それに庭で煌きらめく松明たいまつの明かりがあり、シルルト自身の掲かかげ持つ松明の明かりとともに、地下を照らした。

「ずっと捜さがしていたんですよ、ケガも治っておりませんのに」

「あははー、さすがにケガした姿さらしてたくないよー」

《キツネ》は笑ってそう言った。シルルトは心外そうな顔をした。

「嫌きらわれたものですね。でも良かった、あなたがいらして──さあ、そのお嬢さんはこちらのものですね？」

　ヤムセはすでにリティーヤの腕うでを取っていた。リティーヤは《キツネ》を気にしながらもその場を動けず立ちつくす。

「えー。こちらのものってどういうこと？　嬢さんは俺のものなんだけどなあ」

「いいえ、こちらのものでないと──そのお嬢さんに、〈昼〉魔力が受け継つがれているのは確認済みです。あなたの……魔力ですね、〈昼の王〉？」

「うーん、悪いけど彼女は嫌いやみたい。あんたらと一緒に動くのは」

「なるほど。では少し手て荒あらな方法をとることになりそうですね」

「俺は協力しない」

　ヤムセが、リティーヤの腕を引いて自分の背後に下がらせた。

「……何な故ぜですか？　《学園》に彼女を留とどまらせると？」

「嬢さんの好きにさせる。もう、いいんだ」

「…………らしくありませんね」

「嬢さんは俺を追いかけるんだってさ。それも悪くないなーと思って。だったら、嬢さんは自由じゃないといけないだろ？　俺は誰だれより自由なんだから、それを追う嬢さんの首に鎖くさりは必要ない」

「ほう」

　そう言って、シルルトは右手を僅かに蠢うごめかした。動きに気付いて、《キツネ》が左手を前方に突き出す。シルルトと《キツネ》の左手との間で、氷の粒つぶがぱっと煌めいて空中に飛んだ。相手の体温を急激に低下させる〈夜〉魔術を、《キツネ》が結界で防いだのだ。

《キツネ》が素す早ばやく言った。

「嬢さん逃にげて」

「あんた……っ」

「こいつちょっとやっかいなんだ。結界でこの辺の〈夜〉魔力支配下に置いてるし。嬢さんまで、守りきれないよ」

　その話の間にも、再び、同じことが繰くり返される。氷ひよう片へんが、松明の光に煌めき、ぱっと《キツネ》の顔にかかる。《キツネ》は僅かに目を細めてそれを見つめる。その向こうの、シルルトの顔を見み据すえる。

「嬢さん苛いじめたら殺すかんね、先生さん」

「──誰が」

「ちょ、先生っ？」

　ヤムセがいきなりリティーヤの身体を抱だき上げた。肩かたの上に荷物のごとく乗せられて、リティーヤはもがく。リティーヤを担かついで階段を上るヤムセに、《キツネ》が念を押すように言った。

「ちょっぴり預けるだけだよ。ちょっとだけだ。この男に渡わたすよりは嬢さんの自由度が高いから先生さんで我が慢まんするだけなんだからね」

「……しつこい」

「じゃあもう、」

　三み度たび《キツネ》とシルルトの間で氷が舞った。リティーヤはヤムセに担がれ、それを見ていた。《キツネ》の左手の指先が、白く凍てつくのも見えた。あれでは、細さい胞ぼうが死んで──。

「《キツネ》！」

「またね、嬢さん──」

《キツネ》は最後まで振り返らなかった。ヤムセがはね上げ戸を開けて一階へ上がる瞬しゆん間かんまでリティーヤはその背を見つめ、最後の瞬間に咄とつ嗟さに叫さけんだ。

「──！」




　それは、名前だった。




　七年前、自分が一匹ぴきの子ギツネにつけた──。





４






　彼も彼女も、同じように孤こ独どくで同じように自由だった。だから一緒にどこへでも行けた。

　だが、彼女はもう行き場所を見つけてしまった。彼だけが取り残されていた。七年前、いっしょにいこうねと誘われたあの時、胸中で呟つぶやいた言葉を、今も彼は覚えている。




　──行き場所なんかないくせに。




　違ちがう。

　本当に行き場所それがなかったのは、自分。

　だから、彼女の願望をつついて、屈くつ服ぷくさせて、彼女に彼女自身の失った家族を取りもどさせ、同時に彼もまた彼女という家族を取りもどそうとしていた。そうすれば、彼女のせいで崩された、自分自身を取りもどせると思っていた。彼女を手に入れ、また捨てることで、これもまた繰り返しの一つに過ぎないと証明して──。

　だが、心のどこかで彼女が抗あらがい続けることに期待してもいた。彼の与あたえる運命に抗い、顔を上げて突つき進む、その強さに焦こがれてもいた。

　おそらくは、ずっと。

　事の最初はじめから。

　……石板を壊こわし、定まっていたすべてを変えた、あの瞬間から。

　この日が来るのを、ずっと待っていた気がする。




「──！」

　リティーヤの絶ぜつ叫きようが、最後に聞こえてきた。

　それは《キツネ》自身も忘れていた、リティーヤが七年前に《キツネ》につけた名前だった。《キツネ》はその名前の思いがけない温かさに頰ほおを緩ゆるめ、心まで緩んでしまいそうになるのを慌あわてて引き締しめた。

　シルルトは、困ったように小首を傾げて言った。

「そこを、どいてはくれませんか？」

「やだよん」

「おやおや、今のあなたが、どんな抵てい抗こうをすると？」

　シルルトの目が、ちらりと《キツネ》の右みぎ腕うでに向けられる。肘ひじから先はない。血の雫しずくが床に滴したたり落ちてさえいた。

　リティーヤが行ってしまうのを待って、幻げん覚かくを解いたのだ。

　リティーヤの言葉は、勿もち論ろん正しい。幾いくら彼でも四し肢しの再生は不可能だ。彼女に見せた右腕は、魔ま術じゆつで作ったただの幻まぼろしだ。だから彼は極力彼女に触ふれるのも、触れられるのも避さけていた。

　だが、触れられれば悟さとられてしまうのは、血のことだけではない。

　幻覚を解いた《キツネ》は、目を細めて笑った。その口からは牙きばが生え、目は金色に輝かがやいていた。人の姿は、とっくの昔に保てなくなっていた。それでもなんとか二本足の、それらしい姿にまではなれたのだ──肌はだや牙を誤ご魔ま化かせなかったので、幻を上からかけて、なんとか繕つくろっていたが。

「そこまで弱っていたとは、驚おどろきですね。右腕一本で──ああ、そうでした。あなたは普ふ通つうの生き物とは違うんでした。《ヘビの一族》の技わざはあまりに精せい妙みようで、一度一カ所が崩くずれると、全体が混乱するのでしたね。《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》のように……」

「…………」

《キツネ》は黙だまって中ちゆう途と半はん端ぱな変身を解いた。二足歩行の奇き怪かいな半人半獣は、地に前まえ脚あしをつき完全な獣となった。黄金の毛皮が全身を覆おおい、赤い舌がだらりと垂れる。小こ柄がらな少年のような肉体は、膨ふくれあがって巨きよ大だい化し、筋肉に秀ひいでた、キツネともオオカミともつかない、巨大な獣が現れる。爪つめが床ゆかを引っ搔かき、吐はく息は大気を凍こおらせる。その目で睨にらみ据すえれば、あらゆる生き物が心臓を止める──魔術を使いこなし、人語を操あやつる獣。

　それが彼の正体だった。

　右前脚は失われたままだ。毛皮は自身の血で汚よごれている。

　だから三本の脚で地を踏ふみしめ、《始原のキツネ》は低く、唸うなるように笑う。

「驚キダッテ？　コッチノ台詞せりふダヨ。俺ニ敵かなウトデモ思ッテイルノ？　《ヘビノ一族》ノ芸術品ニ、タカダカ人間ガサ」

　牙ある口から出た声は、人ならざる器官を通しているがゆえにくぐもって聞き取りにくかった。そこにすでに少年の面おも影かげはなく、シルルトは自らの腹ほどの高さにあるあぎとを見つめ、微笑ほほえんだ。

「あなたは芸術品、その通りです。だからこそ美しく、強く、もろい。前脚を失ったのは痛手だったでしょうね。傷口は塞ふさがっていないのでしょう？　おそらく長い時間がかかるのでしょう。あなたの力が傷口から漏もれ出していくのがわかりますよ。あの少女が怯おびえるはずです。なんて濃こい、血の臭におい……」

「オ喋しやべリハ嫌きらイダヨ、コノ姿ノ時ハネ！」

《キツネ》はそう叫ぶと、シルルトの無防備な首を狙ねらって、一気に跳ちよう躍やくした。鋭するどい牙が喉のどに食い込み血潮が溢あふれる。その肉の柔やわらかさと血の温ぬくもりを、彼は確かに感じたと思った。

　だが、牙が喉に食い込む前に、シルルトの魔術が《キツネ》の肉体をはねとばした。

《キツネ》は宙を飛び、後方の壁かべに叩たたき付けられて床に落ちた。全身の筋肉という筋肉、神経という神経を、〈流れ〉魔術による風の刃やいばが切り裂さいていた。血が溢れて、血溜だまりができて、その血で脚が滑すべった。《キツネ》は吠ほえた。その咆ほう哮こうそれ自体が衝しよう撃げき波はとなってシルルトの身体からだを打ち据え、整った口の端はしから血が一筋流れた。臓器の幾つかを潰つぶせたかもしれない。《キツネ》の身体も限界を超こえていた。決着を焦あせり、彼は血の中から立ち上がってまた牙を光らせ──。

　にい、と血に濡ぬれたシルルトの口が笑った。

「退け。獣ふぜいが」

　──本能で危機を感じた《キツネ》は防護結界を張った。獣の本能には敵わず、シルルトの魔術は結界に弾はじかれ──。

　いや。弾かれなかった。

　シルルトの魔術は《キツネ》の結界をねじ伏ふせ、突き破り、蹂じゆう躙りんし、《キツネ》の肉体に達した。そしてその凍り付いた見えざる手は、《キツネ》の血を凍いてつかせ、あらゆる動きを止め、心臓を鷲わし摑づかみにして、握にぎり潰した。

「────」

《キツネ》の口から血の泡あわが零こぼれ、その巨体が痙けい攣れんし、血の海に沈しずんだ。




　目が、かすむ。

《キツネ》は浅い呼吸を繰くり返していた。血が流れすぎていた。血と一いつ緒しよに力もまた流れ出していた。

　かすんだ視界に人間の顔が割って入った。邪じや魔まだ、とぼんやり思ったが、その直後相手の正体に気付き、唇くちびるをめくり上げて笑った。それはシルルトだった。《キツネ》は瞬まばたきをした。視界は少しだけ、明るくなった。

　シルルトは、獣の頭部を見下ろしていた。長く白い髪かみが垂れて、《キツネ》の鼻はな面づらにかかっていたので、屈かがんでいるのだとわかった。

「……愚おろかな獣」

　シルルトが呟いた。《キツネ》には何を言っているのかよく聞こえなかった。

「おとなしく鎖くさりに繫つながれ尾おを振ふっていれば良いものを。おまえの代わりなど、幾らでも──」

《キツネ》は笑った。息に驚いたのか、咆哮に驚いたのか、シルルトはハッとして身じろぎした。《キツネ》は息を吸い込み、言葉を絞しぼり出した。

「見エル──オマエノ未来ガ。オマエノ終ワリガ。恐おそロシイコトハ一ツモナイ。私ハマタ出会ウ。マタ会エル。マタ、アノ、私ノ──俺ノ──」

　ふ、と視界が白く飛んだ。声と音とあらゆるものの形が、色が遠ざかっていく。彼が、彼を構成するものが、自我が、急速に孤こ独どくと静せい寂じやくの中に吞のみ込まれていく。けれど溺おぼれるようなその光の中にあって、彼はふうわりと笑った。

「アッタカイナア──……」

　シルルトがその肉体深くとどめの一いち撃げきを加える直前、《キツネ》は、高く低く、一つ吠えた。

　石板は、目的のためには徹てつ底ていしている。結局彼女から彼を奪うばうことまでしたのだ。

　だが、これがおしまいではないとわかっていたから、彼は何も恐おそれてはいなかった。




　リティーヤは顔を上げた。声が聞こえたのだ。オオカミのような、獣の遠とお吠ぼえだった。どこかで聞いたことがあるような、不思議と胸を締め付ける声だった。

「あいつの声だ……」

《始原のキツネ》の遠吠えなど聞いたことはなかったが、リティーヤはすぐにそう悟った。自分を担かつぐヤムセの背を叩く。

「なんだ」

「下ろしてください。自分で歩きます」

「……戻もどらせんぞ」

　ヤムセの声には僅わずかに脅おどすような響ひびきもあって、このひとは相変わらず不器用だなあと思いながら、リティーヤは言った。

「戻りません。《キツネ》が送り出してくれたんですから、ミカのところに行きます」

「…………」

　ヤムセはリティーヤを肩かたから下ろした。そこは城じよう壁へきの瓦が礫れきが作り出す影かげの中だった。松明たいまつの光も届かず、塔とうでの喧けん噪そうもすでに遠い。時折慌ただしそうに駆かけていく《風と八月党》の人間たちは、皆みな塔へ向かっている。彼らの注意は完全に塔での騒さわぎに向いており、リティーヤらは誰だれにも見とがめられず、西にし棟とうにあと少しのところまで近づくことができていた。

「……大だい丈じよう夫ぶです、きっと」

　リティーヤは自分に言い聞かせるように呟つぶやき、ヤムセと一緒に走った。遠吠えには力があった。まだ大丈夫だ、きっと持ちこたえている、もしかしたら返り討うちにしているかもしれない──リティーヤはそう信じて、顔を上げて走り続けた。リティーヤがミカのところに着いた時には何な故ぜか先回りされていて、なあんだ遅おそいじゃないの嬢じようさん、なんて言われることもあるかもしれない。あいつならきっとそうだ。

「いっつもあたしのことバカにしちゃってさあ」

　呟くと、少しだけ気持ちは落ち着いて、彼女は笑った。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、謎なぞだらけで、人のことを小こ馬ば鹿かにしていて、そのくせ憎にくめない、孤こ高こうの獣。

　死んでしまうなんて、そんなことあるわけがない。
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　──背は並程度。けれどシャツの下には、驚おどろくほど引き締しまった、美しい筋肉があった。目の色は覚えていない。髪はくすんだ金。苦しげに眉まゆ根ねを寄せているが、きっと笑えば愛あい嬌きようのある顔立ちだ。傷が膿うみ高熱が出て、男は何度か息苦しそうに寝ね返がえりを打った。

　ロリロナは、ドキドキしてその顔を見つめる。

　目が覚めたらこの男にどういうふうに話してやろう。仲間はみんな殺されていて──いや、殺してはいないが、この極地で放置されていれば普ふ通つうは死ぬだろう──あの眼鏡めがねの女も死んだと言ってやったらどんな顔をするだろう？　絶望して、取り乱すだろうか？　魂たましいが抜ぬけたようになるだろうか？　何にせよ、彼の心も身体もロリロナの言動一つに支配されている。

　それが心地ここちよくて、ドキドキする。

　捨てられた《王宮》の一室で男を見つめている間だけ、ロリロナは幸せだった。




「アタシはいらない人間じゃない……」

　ロリロナはほんの三十分ほど前の光景を思い出し、その時感じた思いを声に出して呟く。

　そこは自室に至る廊ろう下かだった。右手に窓が並んで左手に部屋が並ぶのだが、窓はすべて板が打ち付けられて外の松明たいまつも見えない。手にしたカンテラが唯ゆい一いつの光源だ。暗くら闇やみを後に残し、ロリロナはあてがわれた部屋に急いでいた。侵しん入にゆう者がいたとかで呼び出されたのだが、結局見つからず、《王宮》中を調べ回ることになったのだ。ロリロナの部屋が調べられることはないだろうが、男が目覚めていたら、動かないようにと忠告くらいはしておかねばならない。彼女は少し、急いでいた。

　だが、ドアを開けたところでその足が止まる。

　暖だん炉ろの前に置かれた簡易ベッドは、空だった。

「────…………」

　声が出なかった。無意識のうちにドアを後ろ手で閉めて、部屋中を見回した。誰もいない。ロリロナが出て行った時と同じように、床ゆかには包帯やガーゼが散らかっている。男だけが消えてしまった。ベッドのシーツには血の痕あとがついて乾かわいてすらいないというのに、あの男は行ったのだ。

「────！」

　裏切った──裏切られた！　頭の奥で、カッと白い光が弾はじけるような感かん触しよくがあった。頭が真っ白になるとはこういうことか。手が震ふるえて心臓の音だけが耳に響いた。男はいつ意識を取りもどしたのだろう──もしかして前から意識はあって、逃にげる機会を窺うかがっていたのか？　そうかもしれない。それなのに、なんてバカな──手当てをするだなんて。いいや、いいや、悪いのはあの男だ。弱ってるふりをしてアタシをたぶらかしたんだ！

　ロリロナは絶ぜつ叫きようして部屋を飛び出した。かつかつかつと床を蹴けって走った。手にはライフルを提さげていた。服の隠かくしにはナイフが何本もしまってある。絶対に、絶対に。ロリロナは真っ白になった頭でただ一つのことを考えていた。

　──絶対に許さない！




　西棟に辿たどり着いた時には、ゼストガら魔ま導どう書しよ調査委員会のメンバーも合流していた。《石の間》の場所は《王宮》内の地図をほぼ完全に把は握あくしていたヤムセが知っていたが、西棟には複数の《風と八月党》の人間がいて、軽い小こ競ぜり合いになった。

　だが、相手は幸いにして戦いよりは研究を担になうタイプだったらしく、決着はほんの短い時間でついた。誰もが塔の騒ぎに気を取られているのか、まだ西棟は静かだった。

　そして《石の間》に至るという大おお扉とびらを前にして、ゼストガはぶつくさと言った。

「中が《風と八月党》の戦せん闘とう員だらけではないことを祈いのりますよ」

　リティーヤはもどかしく扉に手をかけながら、口早に言った。

「大丈夫ですってば！　《キツネ》はあたしを党首から庇かばってくれたんですから、その可能性はないです！」

「だからといってリティーヤさんが一人で飛び出したのは僕ら全員忘れてませんからね」

　ゼストガがぶつくさ言う間にも、リティーヤは他ほかの魔ま術じゆつ師したちに手伝ってもらって重い木の扉を開けた。魔導書調査委員会の魔術師たちは突とつ然ぜんいなくなったリティーヤには勿もち論ろん腹を立てていただろうが、ゼストガ以外は文句を言うどころではなかった。リティーヤがミカを早く助け出したいのと同様に、彼らはさっさと石板を奪だつ還かんしてここを脱だつ出しゆつしたかった。幾いくら精せい鋭えいを揃そろえてきたとはいえ、《風と八月党》党首の魔ま力りよくは《Ａ》の位階にあるロードマスターを上回る。幸い西棟からならば城壁を一つ越こえれば《王宮》の外で、スキーや装備を埋うめてきた地点からも近い。月もないこの闇夜では、追つい跡せきもままならないだろう。塔の騒そう動どうに敵が引きつけられ、混乱している今が最大のチャンスだった。

「ミカ！」

　リティーヤは叫さけんで室内に転がり込んだ。

　ホールと言ってもいいような、広々とした空間だった。床も、四よ隅すみの柱も、壁かべも、様々な色合い、様々な種類の大理石でできている。緑、白、赤、茶、黒……床は放射状に色の違ちがう大理石をはめこみ、幾き何か学がく模様を描えがいているし、柱も天てん井じよう近くと床近くでは使っている大理石が違う。また、柱と柱の間、それに天井には青空を背景に数あま多たの偉い人じんと聖人が絵の具で描かれ、かなりの部分が傷いたんではいたものの、空の抜けるような青さと人々の目の輝かがやきは強きよう烈れつな印象を残し、大理石による圧あつ迫ぱく感かんを和やわらげていた。

　だから、そこは控ひかえめに言って《石の間》だった。

　そして、扉を開けた瞬しゆん間かんから、リティーヤには誰よりはっきりとわかった。肌はだを撫なでる空気に、臓ぞう腑ふを焼くような熱を感じた。実際、その部屋は暑かったが、ただ室温が高いだけではなかった。皮ひ膚ふをびりびりと刺し激げきする、痛いくらいの存在感があった。

　この部屋には、《グリーンワードの魔導書》、〈昼〉の石板がある。

　視線は自然と部屋唯一の家具に集まる。鎧よろい戸どと板で入念に塞ふさがれた窓の手前に、古びた寝しん台だいが置かれているのだ。寝室にするにはあまりに石の質感の冷たい部屋だったが、寝台は豪ごう勢せいなものだった。金きん箔ぱくが剝はがされた様子もなく、天てん蓋がいからは赤い垂れ布が下がっている。その垂れ布の間から、リティーヤは熱を感じた。温かい、というにはあまりに強烈な、乱暴な熱風が、そこから吹ふき付け、リティーヤの髪かみを弄もてあそぶ。

　失われたはずの〈昼〉魔力が、そこには満ちていた。

「……ミカ？」

　リティーヤは寝台の方へ呼びかけた。答えはない。ハッとして背後を振ふり返ると、魔術師たちは皆みな片かた膝ひざをついたり、ふらついてその場にくずおれたりしている。その中ではややマシなヤムセが、僅わずかに青ざめた顔で言った。

「やられた。石板を封ふう印いんにかかっていると思っていたが──」

「先生、これ何!?」

「活性化しているんだ」

「か──」

　ヤムセが、もう一度はっきりと言った。

「彼らは石板を封ふうじようとはしていない。逆だ。《学園》にあった時より、活性化して、魔力を引き出している。人じん為い的に〈夜〉魔力を抑おさえて──」

「どうして！」

　叩たたき付けるように尋たずねたが、答えは他の魔術師たちの様子からすぐにわかった。

　この部屋に入ることができる者すら、リティーヤの他にはいない。

「私たちに持ち出せないようにするためだ。封印し直すか、せめて活性化を止めなければ」

〈昼〉魔力が強烈すぎるのだ。封印もされていない、慣れない魔力に、誰だれもが倒たおれそうになっている。見張りや護衛がこの部屋の中や周囲にいない理由がよくわかる。これでは、見張るどころではない。

「でも、じゃあ……」

「おまえが、封印するんだ。〈昼〉魔力を制せい御ぎよする要領でできるはずだ」

　確かに、ここから石板を持ち出すには、再封印が不可欠だった。そしてそれができるのは、〈昼〉魔力の制御をずっと教えられてきたリティーヤだけなのだ。

「……やっぱり？」

　リティーヤは、はは、と引きつった顔で笑い──腹を決めた。

　寝台に駆かけ寄り、天蓋から垂れ下がる深しん紅くの布を両手で開く。

　最初に目に飛び込んできたのは白だった。純白のシーツと白い肌だ。それから焦ダーげクブ茶ラウンの少し癖くせのある髪、長い睫まつ毛げ、その傍かたわらに置かれた三つの石板。長い睫毛が震えて、うっすらと目が開かれる。リティーヤを見つけて、その目は微笑ほほえみ、色のない唇くちびるが、言葉を──。

「リティーヤ？」

「ミカあっ！」

　はヘしーばゼみル色の、大きな目が潤うるみ、白い肌を涙なみだが滑すべり落ちる。ミカは素す肌はだの上からシーツにくるまり、寝台の上に横たわっていた。

「ねえ、リティーヤ、私ね──」

「すぐ逃げるから、大だい丈じよう夫ぶ！　待ってて、この石板今封印して──」

「ダメよ、それも罠わなだもの。ねえ、このまま逃げるのよ。石板は一つだけでも持ち出してしまえば彼らは〈昼の王〉にはなれないから──」

「大丈夫、待ってて！」

　リティーヤは叫んでその目を友人から引きはがし、枕まくら元もとに無造作に置かれた石板を見み据すえた。三つの石板が揃い、〈昼〉魔力が暴れている。急がなければ《風と八月党》の魔術師がやってくる。シルルトが来たらおしまいなのだ。

　魔力制御の手順を思い返しながら、リティーヤは思い切って石板に触ふれた。三つの石板から流れ出す魔力の動きがよりいっそうはっきりした。それらの魔力はリティーヤの中に流れ込んで、膨ふくれあがった。暴れそうになる魔力を抑えて、リティーヤは反対に石板の構造を探さぐった。魔力の流れを読み、それを制御しようとした。通常ならば何人もの魔術師が何日もかけて行う封じの魔術だ。だが、彼らは〈昼〉魔力を知らない。その荒あれ狂くるう性質を、ちょっとした癖を、知らない。

　リティーヤは知っている。

　リティーヤの魔力に反応したのか、ふ、と石板が赤く瞬またたくように光った。明めい滅めつは繰くり返され、リティーヤはそのたびに魔力を押し込み、また押し返され、じりじりと一進一退を繰り返した。背後から聞こえてくる音と声が集中をかき乱す。侵しん入にゆうを知った《風と八月党》が、戦闘員を送り込んでいた。魔術による爆ばく風ふうと振しん動どうが部屋を揺ゆるがす。背後は大丈夫だ、とリティーヤは自分に言い聞かせた。ヤムセたちが守っている。

　ちり、と火花が舞まった。石板が一ひと際きわ強く光を放つ。力のうねりがどっと押し寄せ、リティーヤを吞のみ込もうとする。ぎりりと奥歯を嚙かんでそれに耐たえ、リティーヤは直後に反はん撃げきし、自分の魔力を石板に──

「言うこと……聞けっ！」

　叩き込んだ。

　光がふっと消える。

　そして、もう石板は光を発することはなかった。

「封じた！」

　リティーヤは叫んだつもりだったが、声が掠かすれて言葉になっていなかった。だが室内の熱が突然落ち着いたのを感じたのだろう、扉を守っていた《学園》の魔術師たちは一いつ斉せいに攻こう撃げきをしかけ、守備勢を押し返そうとした。立て続けに魔術が棟むね全体を震ふるわせ、地じ震しんのような震動が足を掬すくった。リティーヤは膝ひざをつき、寝台に手をかけてミカを見上げ、その手を取った。

「さあ、もう逃にげられる。行こう、ミ──」

　その時になって、リティーヤはやっと気付いた。

　握にぎりしめた友人の手の、異様な感かん触しよくに。

　熱い。そして、柔やわらかい。

「え？」

　体温が高すぎる。それにこの柔らかさは人間の肉の感触ではない。まるで、ゼリーか何かのようだ。リティーヤは慌あわてて力を緩ゆるめた。このまま力を込めて手を引いたら、崩くずれてしまいそうだった。

「え？　何、なんでこれ」

　リティーヤは混乱してミカの身体からだを見た。シーツは肌を覆っているが、その身体の線は少女の肉体そのままだ。それなのに、シーツ越ごしに触れた感触はやはり肉のそれとはどこか違う。どうして、と思った瞬間、〈昼〉魔ま力りよくが握った手から流れ込んできた。ミカの手から。

「噓うそ、待って、どうし……どうして！」

「ねえ、リティーヤ、知ってた？」

「待ってよ、ミカ、持ちこたえて、お願いだから！」

　ミカの身体が変異している。何が原因なのかリティーヤにはわからない。古王国で散々痛めつけられてもなお人として生きようとしていたミカが、今どういうわけか人の姿を保てないでいる。しかも〈昼〉魔力がその身体から流れ出している。まるで、石板のように──。

　信じたくはないが、〈昼〉の石板に戻もどろうとしているのだ。

「どうして！」

「ねえ、リティーヤは知ってたの？」

　ミカは白い顔で、リティーヤを食い入るように見つめて尋ねた。

「あんたが《キツネ》から〈昼〉魔力を分け与あたえられていて、私がその魔力に惹ひかれてるだけだって、知ってたの？」

「ちが……っ」

　重ねた手から〈昼〉魔力が流れ込んでくる。心が乱れていては押し返せない。リティーヤは魔力の流れに抗あらがいつつ、もがくように叫さけんだ。

「あたしたち友達でしょ、ねえ、そう言ったじゃない！　石板だのなんだの、関係ないはずでしょ！」

「…………そうね、大好きよ、リティーヤ」

　ミカが優やさしく微笑んで、自分の手を摑つかむリティーヤの手を、そっと引きはがした。魔術と剣けんと銃じゆうによる攻こう防ぼうはなおも続き、建物がまた揺れた。床ゆかに据すえられた松明たいまつが揺れ、見つめるミカの顔に光と影かげが入り交じった。

「でも、この気持ちは、当たり前のことだったの」

「当たり前って！　何よ、好きって言ったのは、」

「前からおかしいって思ってたわ。すごくあんたのことばっかり気になって……ねえ、大好きよ、それは今も本当なの。でも、それは普ふ通つうのことじゃなかったの。普通の人間の気持ちじゃなくて、石板だから、あんたが魔力持ちだから……」

「待ってってばあ！」

　リティーヤは友人の言葉を遮さえぎるようにして怒ど鳴なりつけた。

「そんなこと誰が言ったの、そんなこと信じるの!?　シルルトでしょ、あんなやつのこと無視しなさいよ、あたしのこと信じてよ、あたしがあんたを大好きってのはどうなるのよ、ねえ！」

「…………ありがとう」

　ミカは囁ささやくように言って、リティーヤの頰ほおに手を伸のばした。相手がリティーヤに触れないように気をつけているのがわかって、リティーヤはその手を摑もうとした。だがその前にミカはさっと手を引いてしまった。

「でも、ごめん……」

「ミカあ！」

　どうしたらいい、どうしたらいい？　こんな状じよう況きようは考えていなかった。リティーヤは焦あせって寝台から離れ、扉とびらの方を振ふり返った。こちらを見ていたヤムセと視線が合った。彼も焦っている。魔ま術じゆつ師したちは敵を抑おさえている。今のうちに逃げるべきなのだ、けれどミカがこの状態では──。

「ミ、ミカの封ふう印いんが緩んでて！」

　リティーヤは助けを求めるようにそうヤムセに叫んだ。ヤムセは戸口に陣じん取どったまま、《風と八月党》の魔術を防護結界で防いで言った。

「封印し直せ。それで少なくとも連れ出せる」

　確かに、今はそれが大事だ。魔力の影えい響きようが他ほかの魔術師に出たり、周囲の環かん境きように出たりしないように封じ直せば、ここから連れて逃げることができる。小さく呻うめく声が聞こえて、リティーヤは慌ててまたミカを見た。ミカが枕に顔を埋うずめるようにして苦しんでいた。シーツの上から胸を押さえている。

「く、苦しいの、ミカ!?」

「今すぐ他の欠片かけらを持って逃げて、まだきっと」

「ミカ、ミカミカ！　大丈夫、待ってて！」

　リティーヤは最後の可能性に賭かけて、ミカの手を無む理り矢や理りもう一度取った。魔力がまたリティーヤの中に流れ込もうとしてくる。だがその動きは先さき程ほどの石板のような真っ直すぐな流れではない。時折ミカ自身のうちにも向かい、とらえどころがない。ひどく不安定なのだ。まるでミカの精神状態に反応しているように。リティーヤはミカに訴うつたえた。

「ミカ、しっかりして！　ミカは人間でしょ、ちゃんと強く思って！　たぶん、そうしないと封印が解けちゃう！」

「でも……」

「ねえ、あたしじゃなくてもいい！　ミカのこと、他にも大切にしてくれる人いるじゃない！　イルザークさんだって……あの人だって、ミカのそばについてくれてるじゃない！」

「……イルザークさん？」

　ミカの目に光が戻った。リティーヤはぱっと笑え顔がおになって言った。

「そうよ、イルザークさん！　ね、あの人のことあたしも少しはわかるもん、イルザークさんはミカが石板の欠片だから一いつ緒しよにいるんじゃないでしょ？」

「そう……だけど、でも、イルザークさんは……」

　ふとミカは目を伏ふせる。光が隠かくれる。

「……私がユローナの記き憶おくを継ついでるから、見張るために一緒にいるのだと思う……」

　だが、ミカの口から出た言葉よりも、リティーヤはミカの表情に希望を見みい出だしていた。

「そんなのどうでもいいよ、だってミカは好きでしょ、イルザークさんのこと！」

「……ええ？」

　ミカがぱっと目を開けてリティーヤを見つめる。その白い頰が色づいたようにすら見えた。これだ──リティーヤはミカの、少女らしい表情を見つめて確信した。触ふれた手が、急速に肉の質感を取りもどしていく。〈昼〉魔力の流れが落ち着いていく。

「ミカ、ちゃんとあったじゃない、ミカの大切な、ミカだけの気持ち！　ミカ、イルザークさんのこと好きなんだよ！」

「れ、……連呼しないで、ちょっと……」

「恥はずかしがってるもん、これって絶対──」

　その時だった。

　窓に打ち付けられていた板が、室内へ向けて吹ふき飛んだ。リティーヤは咄とつ嗟さに身を低くして板の破は片へんが飛ぶのを避よけた。何か、強い衝しよう撃げき波はを受けて破られたのだ。外から──。

　窓の外から。

「先生！」

「ち──」

　破った窓から、《風と八月党》の魔術師たちがわっと転がり込んできた。上の階からロープを垂らして入り込んできたのだ。リティーヤと寝しん台だいは窓に近かった。リティーヤにつかみかかってきた最初の一人はヤムセが魔術で弾はじき飛ばし、二人目はそれに巻き込まれて窓から外に転がり落ちていったが、三人目四人目が部屋に入ってくる。その三人目の持った銃じゆう口こうが松明の光を浴びて輝かがやく。

「……っ」

　リティーヤは寝台の傍かたわらから動けなかった。魔術による防護が間に合うタイミングではない。

　だが、銃声はいつまで経たっても聞こえない。

　代わりに聞こえてきたのは、ぎゃ、という男のくぐもった声。くぐもっているのは、仮面越しだったからだ。

　リティーヤの目の前で、三人目と四人目は、床に突つっ伏ぷした。

　そして彼らの背後に立つのは──

「イルザークさん！」

　窓から入ってきたばかりらしい、サーベルを手にしたイルザークだった。シャツの肩かたにコートを引っかけたような恰かつ好こうで、シャツの腹部は赤く染まり、顔は白かったが、足あし下もとはしっかりしていた。

　彼はリティーヤに呼ばれて、はにかむように顔をくしゃりと潰つぶして笑った。

「騒さわぎになってくれてよかった。おかげでここがわかったよ」

「イルザークさん、こっち！　ミカが──」

　リティーヤの声を聞いて、イルザークは寝台のそばに駆かけ寄り、垂れ布を乱暴に開いた。ミカはイルザークと視線が合うと、突とつ然ぜんの事態に顔を赤くして身を縮める。シーツは薄うすく、身体からだの線がはっきりとわかることに気付いたのだろう。だがイルザークはその場ば違ちがいな恥じらいを一いつ切さい無視した。

「ミカ！」

　イルザークがミカをシーツごと抱だき上げようと左ひだり腕うでを伸ばした。怖おじ気づいた顔のミカの手を、リティーヤはしっかりと握にぎった。

　そして、銃声が響ひびいた。
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　随ずい分ぶん遅おくれた銃声だなと思った。窓から侵しん入にゆうした男たちの三人目が撃うった弾たまだと勘かん違ちがいしたのだ。だが三人目は床に倒たおれたままだ。それに音が聞こえてきた方向が違う。

　音は、リティーヤの背後からだった。つまり、扉の方だ。

　リティーヤはそちらを振り向いた。その時、かしゃ、という音が聞こえた。からんと床に何かが落ちた──薬やつ莢きようだ。レバーを引いて排はい莢きようし、次の弾を装そう塡てんしたのだ。そしてまた銃声。その二度目の銃声で、リティーヤは誰だれがどこで撃っていたのか理解した。

　開け放たれたままの扉の向こうは廊ろう下かで、その廊下に少女が一人立っていた。仮面は今は身につけず、以前リティーヤも見たひらひらとしたレースを多用した可愛かわいらしいドレスを着て、長いブーツを履はいている。ドレスの裾すそは短く、ガーターベルトが見えていて──彼女はライフルを構えていた。リティーヤと同じアイスブルーの目はぎらぎらと輝いて室内の一点を見つめている。リティーヤを見ているのではない。その後ろだ。だが彼女は三発目を撃つ前に扉の前に陣取った魔術師たちの魔術によって銃ごと弾き飛ばされた。彼女は廊下を転がり、また別の仮面の魔術師が現れ、争いが続けられていく。

　リティーヤは少女の見ていた一点を求めて、自分の後ろを振り返った。

　イルザークが膝ひざをついていた。腹を染めていた血が、その肩と腿ももをも濡ぬらしていた。彼は右手で垂れ布を摑つかみ、左手をベッドの端はしについて、身体を起こそうとした。だが過か剰じような力のかかった右手の垂れ布は嫌いやな音を立てて天てん蓋がいから引きちぎられ、彼の身体はそのまま深しん紅くの垂れ布と白いシーツにくるまるようにして床ゆかに倒れ込んだ。見開かれたミカの目が垂れ布の色でいっぱいになるのがリティーヤにだけは見えた。血の色だった。

　突然、ミカの身体が眩まばゆいまでの真っ赤な光を放った。光は明めい滅めつを繰くり返した。リティーヤはそこから目を背そむけられなかった。目の前が真っ赤に染まり、視力が奪うばわれた。目の奥にちかちかと光が瞬またたいた。

「……ミカ？」

　光が消えてからも、目の奥のちかちかはなかなか取れなかった。それでもリティーヤはなんとか起きあがって寝台を見た。残光が視界を舞まっていたが、どこにもミカはいなかった。

　白い肌はだの少女はおらず、そこにはただ、四つの石板の欠片かけらが転がっていた。

「…………」

　リティーヤの全身から力が抜ぬけた。

　かくんと膝をついた。




「リティーヤ！」

　室内の状じよう況きようを察し最初に寝台に駆け寄ったのはヤムセだった。彼はリティーヤの手首を摑んで立ち上がらせようとした。

「立て、撤てつ退たい──」

　だが、彼の言葉は、他ほかの者の上げる悲鳴と怒ど号ごうにかき消された。ヤムセは振ふり返って防護結界を張り、間かん髪はついれず襲おそってきた衝撃波と、それが吹き飛ばした扉とびらや壁かべ材ざいを跳はね返し、あるいはやり過ごした。分厚い扉は窓から外に落ちた。扉を守っていた魔ま術じゆつ師したちは、すでにほとんどが廊下や部屋に倒れていた。一いつ瞬しゆんだった。ほんの一瞬、たった一いち撃げきの魔術で、《学園》の精せい鋭えいが総そう崩くずれしていた。ヤムセの防護結界も直撃を食くらっていたら保もたなかったかもしれない。ゼストガは寝台の脚あし下もとまで吹き飛ばされ、口元から血を流していた。ハルはまだかろうじて意識があって瓦が礫れきとなった壁の前に膝を突いていたが、意識があるだけだった。ヤムセはリティーヤと倒れたイルザーク、それに寝台を背後に庇って、一人だった。

　そして周囲の壁が吹き飛ばされたことによって大きく開いた戸口に、男が一人、立っていた。

　白く、長い髪かみを顔の横に垂らした、仮面の男だった。

　男は──シルルトは、ゆっくりと歩み寄ってきた。

「封ふう印いんは、三つまで終わったんだね」

　囁ささやくような声だった。彼の背後には、《風と八月党》の魔術師たちがいた。イルザークを撃ったロリロナの姿もある。そして何より目を引いたのは、彼の斜ななめ後ろに立つ、フードを目ま深ぶかに被かぶった小こ柄がらな人物だった。子どものような体格で、何も武器を持っていない。だからこそ、違い和わ感かんを覚えた。

　シルルトは、その小柄な人物だけを連れて、室内に入った。

「四つ目は──まあ、いいだろう。一つなら、すぐに封印できるから」

　──リティーヤの封印を待っていたのか。

　シルルトはこちらが封印を完成させてから持ち出すことを読んでいたのだ。その後ならば、彼らは石板を容易たやすく持ち出して長ちよう距きよ離り移動魔術に移ることができる。

　シルルトが、ちら、と指先を動かした。その瞬間、〈夜〉魔ま力りよくが雪崩なだれを打つようにヤムセに襲いかかってきた。ヤムセは反撃に至る動きを封ふうじられ、防護結界の維い持じで手て一いつ杯ぱいになる。いや、それすらも危あやうい。大気中の水分を一瞬で凍こおらせ、血管を流れる血潮すら凍いてつかせる見えざる氷の指が、結界を蹂じゆう躙りんし、心臓を止めようと迫せまってくる。胸に冷たい刃やいばを差し込まれたような感かん触しよくを覚えて彼は結界を二重に張り直した。

　もしも背後にまだ封じられていない〈昼〉の石板がなければ、その攻こう撃げきを凌しのぐことすらできなかっただろう。〈昼〉魔力は、僅わずかにシルルトの〈夜〉魔力の働きを阻そ害がいした。

「く……」

　片かた膝ひざをついて、それでも彼はシルルトを見み据すえた。シルルトは悠ゆう然ぜんと彼のそばを通り過ぎ、寝台の上から石板を取った。四つの石板を。

　リティーヤが動こうとするのを、ヤムセが摑んだままの手首を引いて止めた。

「先生っ、でもっ」

「よせ。死人が出る」

〈昼〉魔術を使うつもりだったリティーヤは、その言葉に息を吞のんだ。部屋には、魔ま導どう書しよ調査委員会の魔術師たちが倒れ伏ふしている。意識のある者もいるが、ない者はリティーヤの〈昼〉魔術に巻き込まれれば逃のがれようがない。狭せまい室内で使うには、危険が大きすぎる。

「そんなに可愛い子に仲間殺しをさせるのは、確かに可哀想だね」

　シルルトが、師し弟ていの話を察してそう言った。

「それなら、熱を一点に……っ!?」

　抗あらがって叫さけんだその時、突然リティーヤは前のめりに、つまりヤムセの背に倒れかかった。

「！　リティーヤ！」

「あ、か、らだ……」

　ヤムセが抱きかかえた。リティーヤの体温はどんどん下がっていく。《凍えの呪い》──〈昼〉魔力を使った時の反動だ。魔術自体は使っていないが、封印しようとして石板に触ふれ、引きずられているのかもしれない。リティーヤががくがくと震ふるえ始める。

　シルルトはすれ違いざまにそれを見下ろし、残念そうに言った。

「どれほどのものかと思ったが……あまり役には立ちそうにないな。だが」

　細く、白い手を、リティーヤへ伸のばす。

「使えるものは使わないとね。君の力を──私たちのために、使ってもらいたいな」

　その瞬間、ヤムセのサーベルが床を掠かすめて閃ひらめく。咄とつ嗟さに引いたシルルトの袖そでが切り取られて宙に舞う。

「は……逆らうとでも？」

　楽しげにシルルトが笑い、再び、指先を蠢うごめかす。魔力の流れが歪ゆがみ、それを通してシルルトの思念が現実世界に干かん渉しようする。ヤムセは心臓の辺りに冷たい感触を覚えた。その感触は直後に激痛に変じる。体内に直接働きかけている──〈夜〉魔術だ。

　結界を、ねじ伏せて。

「ヤムセ……！」

　その時、掠れる声で名を呼ばれた。目の前に飛び込んできたものを咄嗟につかみ取る。それは鎖くさりに通された金属片へんだった。二枚の金と青の金属片が、互たがいにぶつかり、しゃらりと鳴る。その正体を、彼は知っていた。

「イルザーク……!?」

　銃じゆう弾だんを受けながらもかろうじて身体からだを起こし、その金属片を投げつけた男は、ヤムセが金属片を受け取るのを確かく認にんせずに再び床に倒たおれ込んだ。

「なに……？」

　シルルトは違和感を覚えたのか小さく呟つぶやいた。世界は彼の望むようには変容していなかった。ヤムセはまだ生きており、それどころかぴんぴんしていた。

　ハッとしてシルルトは後方へ一歩下がる。

　その時には、ヤムセが再びサーベルを振るい、その切っ先がシルルトの脇わき腹ばらを掠めていた。

　シルルトの目が驚きよう愕がくに見開かれる。その目が、ヤムセの左手に握にぎりしめられた細い鎖とそこにぶら下がる金属片を認める。

「《侯こう爵しやく夫人の隕いん鉄てつ》……！」

　シルルトの口から金属片の名前が零こぼれ落ちる。

　それは、魔術師に対たい抗こうしうる数少ない一いつ般ぱん人の組織、《蛇の目連隊》の秘蔵する護ご符ふだ。

　所有者に向けられた魔術を打ち消す、その力が働いたのだ。

　シルルトを庇かばうように、正体の分からない、例の小柄な人物が前に出た。廊ろう下かに残っていた《風と八月党》の魔術師たちもざわめき、数名が今にも飛び出しそうになったが、シルルトが片手を上げて無事を伝えたのでそこに留とどまった。

　腹の辺りを血に染めながらも、シルルトはまるで痛みなど感じていないかのように、ヤムセを不思議そうに見つめて呟いた。

「《蛇の目連隊》が護符を渡わたすなど、どういう繫つながりが──ああ、そうか、ヤムセ、君は確か」

　そこで、口元を綻ほころばせる。さも楽しげに。

「《蛇の目連隊》に以前所属していたとか……」

「…………」

「そう、そうか。しかも、君はこのお嬢じようさんの師し匠しようなんだね？　これはちょうどいいかもしれない。一つだけ、君たち師弟に言っておいてあげよう」

　そこで、シルルトは三み度たび指先を蠢かした。だが今度は〈夜〉魔術ではない。〈流れ〉魔術が、大気を振しん動どうさせ、リティーヤとヤムセにだけ聞こえる程度の大きさの声を届けた。




『──四つ目を人の姿に戻もどしたければ、五つ目を持って、台座においで。そうすれば──』




　口の動きは微かすかで、ハルの位置からでは確認できないだろう。

　リティーヤとヤムセ、二人へ向けた言葉だった。

「！」

　意識を失いかけていたリティーヤも目を見開き、シルルトを見上げる。彼が、どうしてヤムセの石板のことを知っているのか──。

「……今日のところは、退散するよ。欲張りはいけない」

　シルルトは微笑ほほえみ、マントを翻ひるがえして部屋を出て行く。小柄な人物もそれに続いて出ようとしたが、急に戸口のところで立ち止まって室内を振ふり返った。その右手を上げる。

　次の瞬間、掲かかげた右手を中心に、カッと衝しよう撃げき波はが四方に飛んだ。意識のあったヤムセとハル、それに数名の魔術師が同時に結界を張って意識を失っている者たちを守る。だが衝撃波はそれを突つき破り、魔術師たちは木の葉のように舞まって壁かべに、あるいは床ゆかに、叩たたき付けられた。護符の守護下にあるヤムセもリティーヤを庇って寝台に背をしたたかに打ち付ける。

「せん──」

　リティーヤが叫ぶ、その声が不意に途と切ぎれる。

　ヤムセも痛みを堪こらえて顔を上げ、彼女の見ているものを見た。

　それは、今衝撃波を放った小柄な人物だった。フードが風にあおられて後ろに撥はね上げられ、顔をさらしている。綺き麗れいに整った、少年の顔だった。真しん鍮ちゆうのような金属質の輝かがやきを放つ目だった。その目が、一いつ切さいの感情を出さないままに逸そらされる。無表情に背を向け、少年はシルルトについて立ち去る。他ほかの《風と八月党》の人間たちもだ。リティーヤは、しかしいつまでもその背を見つめ、そして信じられない様子で呟いた。

「バゼル……？」

　その名前に、ヤムセも聞き覚えがあった。

　だが彼らが立ち上がり、態勢を立て直すよりも早く、みしり、という音が響ひびいた。天てん井じようからだった。

　見上げる前に、魔ま術じゆつ師したちは再度結界を張った。

　次の瞬しゆん間かん、からりと最初の一欠片かけらが床に落ち──。

　轟ごう音おんとともに、美しい天井画が降ってきた。





３






　傍かたわらで温ぬくもりが動く気配を感じて、ヤムセは目を開けた。

　そこはがらんとした部屋だった。部屋の造り自体はしっかりしていて、天井も星図が描えがかれるなど凝こった装そう飾しよくがなされているのだが、調度品の類たぐいは暖だん炉ろの前に置かれた簡易寝台と彼の座る椅い子す以外なかった。略りやく奪だつされ、残ったものも大半が壊こわれたり腐ふ敗はいしていたりして使い物にならなかったので、外に出したのだ。

　窓には板が打ち付けられたままで、外では強い風が吹ふいてその板と鎧よろい戸どを叩いていた。室内は暗く、暖炉の炎ほのおが照らすきりだったが、彼の時間感覚から言うと、おそらくもう昼だろう。

　ベッドの上で身体を起こしていたリティーヤの肩かたを、そばの椅子に腰こし掛かけていたヤムセはそっと押さえた。まだ熱があるはずだった。

「横になっていろ」

「ここ……どこ……」

　出てきた声は掠れているのに、リティーヤはヤムセに抗い、横になろうとはしなかった。

「あたし倒れて……あれからどれくらい……経たって……」

「ここは《王宮》だ。半日も経っていない。おまえが起きるのはまだ無理だ。出発は明日だ、怪け我が人が多すぎる」

「怪我人……どれくらいの」

「寝ねてろ。西にし棟とうが崩ほう壊かいしたんだ、させられたというか──テヨルたちも駆かけつけて結界を張ったから、崩壊の負傷者は出ていない。ただその前の戦せん闘とうで──」

「先生は大だい丈じよう夫ぶ!?」

　せっぱ詰つまった声で尋たずねる弟子でしを、ヤムセは軽く目を瞠みはって見つめた。

「……無事だ」

「血が」

　リティーヤの指がヤムセの口元に触ふれた。汚よごれていたことにも気付かずにいたのだ、あまりに忙いそがしくて。ヤムセは嘆たん息そくし、血を拭ぬぐう彼女の指先を摑つかんだ。

「口の中を切っただけだ。血を吐はいたわけではない」

　リティーヤはやっと安心した様子で手を離はなし、それから自分の拭ったヤムセの血を見つめ、ふ、と息を吞のんだ。顔を上げる。真っ青だった。

「…………イルザークさんは？」

「今治ち癒ゆ魔術を使っている。交こう替たいで──私もさっきまで看みていた」

「助かるんですか!?」

「……体力次し第だいだろう」

　ヤムセは曖あい昧まいに言った。まだ意識が戻っていないのだ。内臓の損傷があって──出血量も多すぎた。だが、今目覚めたばかりの弟子にそこまでの詳しよう細さいな状態は話したくなかった。

　次に来きたるべき問いに答えようと、ヤムセは身構えていた。だが、リティーヤはいつまでも黙だまり込んだままだった。石板のことも、友人のことも、何一つ尋ねようとはしない。取りもどせはしなかったと、今いま更さら口に出して確認するまでもなく、理解していたのだ。

　……そして、この遠えん征せいが失敗に終わったことも。

《風と八月党》は《王宮》のあちこちに大量の燃料と食しよく糧りようを残していった。転移先はまだ判明していない。残る石板の封ふう印いんも数日、場合によっては一日かそこらで完成するはずだ。すでに遠えん距きよ離りでの意思疎そ通つうが可能なコール兄弟によって《学園》本部へも情報は行っているが、転移先の捜そう索さくは難しいだろう。

『石板があったから魔ま力りよくが荒あれてる。長距離は難しいだろうけど、短距離を何度も繰くり返していけばどこへでも逃にげられる。極地は人類の土地だったから、他の地域みたいに長距離移動魔術を阻はばむ障害はないんだ』

　ロードマスターがそう言っていた。口調は相変わらず軽かったが、珍めずらしく、ひどく厳しい表情を浮うかべていた。もしも、彼に今も魔術が使えれば、こちらも同じことができたのだ。誰だれより、彼自身がそのことを痛感していた。

　崩壊した西棟から脱だつ出しゆつした魔術師たちは事態を《学園》本部に連れん絡らくした後、《王宮》内を徹てつ底てい的に捜索したが、《風と八月党》はすでに消え失うせていた。崩壊の間に、まとめて転移してしまったのだろう。急激に気温が下がり、吹ふ雪ぶいてきたこともあり、彼らは一いつ旦たん拠きよ点てんを《王宮》内に移した。ここもそのうち雪と氷に閉とざされることになるだろうが、負傷者を手当てし、体力を回復する時間がどうしても必要だった。幸いにして雪の量よりも風の強さが問題で、それは遺い跡せきと化したこの建物の強度でもなんとか持ちこたえられそうだった。

　そして、風が止やめばすぐにでも、彼らはここを後にし、観測所を経由して《学園》に帰き還かんすることになる。

　これまでの説明とこれからの説明をざっと聞いたリティーヤは、口を閉じ、どこともしれない一点を見つめていた。

「……身体からだを休めろ、リティーヤ」

「…………寝るなんて」

　呟つぶやき、急にリティーヤは笑った。口元を少しだけ緩ゆるめた、苦く笑しようだった。

「あー……」

　気の抜ぬけた声を出し、天井を見上げる。

「…………石板、どうなるんでしょう」

「五つ揃そろわなければ台座に戻したところで魔力バランスが回復するわけではない──というのがロードマスターと魔ま導どう書しよ調査委員会の意見だ」

「……でも、四つ揃った。彼は言いました。五つ目を──」

「後は私の仕事だ」

「やっぱりそういうことですよね？　五つ目は、ユローナの……ぶ」

　ヤムセは枕まくらを一つ手に取り、それを彼女の顔に、ぼふ、と叩き付けた。枕を取って睨にらみつけてくるリティーヤを反対に睨み返す。

「喋しやべりすぎだ」

「…………これ以上は怖こわくて言えませんよ。でもなんであいつが知ってたんですか？」

「さあ……ミカの記き憶おくを漁あさったのかもしれんな。彼女は勘かんづいていた。ユローナの記憶から」

　リティーヤは押しつけられた枕を胸に抱だき、わざとらしく嘆息した。

「ああ、でもこれであたしはもう傍ぼう観かん者かぁ……」

　そういう約束だ。リティーヤに許された時間は二ヶ月──ここに来るまで、準備も含ふくめてひと月がすでに経過している。残りはひと月、《学園》に戻もどれば終わりだ。

「そんで魔導書調査委員会の預かりになってー、散々実験とか検査とかされてー……あーあ」

　話す内容の割に、彼女はどこか気楽そうに見えた。いや、そういう態度を取っているのだ、あえて。

「まあ、仕方ないですね」

　軽けい薄はくに聞こえるように、まるで大したことがないのを大げさに嘆なげいているだけに聞こえるように、言っているのだ。

「いやー、もうほんっとしょうがないですね。あ、勿もち論ろんあたしだって、あの党首が言ったみたいな取引は無理だってわかってますよ？　ミカのことはどうにかしたいって思うんですけど、うん。今はちょっと考えられないなあ、頭ぐちゃぐちゃで。ああ、そうだ、イルザークさんの回復を待ちます。あたしなんかできることないですか？　えーと、出発の準備とか、ケガした人の手当てとか……あ、そういえば《キツネ》ってやっぱり逃げてるんですか？　ケガして寝込んでたりしたらそれも──」

　リティーヤはそう言って、へらへらと笑いながら寝しん台だいから降りようとした。ヤムセが、その肩を摑んで止めたが、彼女は俯うつむいて呟いた。

「……いや、できればなんかしてたいんです。お願いです」

「…………リティーヤ」

　ヤムセは肩を押さえていた手を離し、その手で彼女の額に触れた。前まえ髪がみが、さらりと手の甲こうに触れた。ヤムセの行動を察して、リティーヤが目を見開く。抗こう議ぎのために口を開く。

　だが。

「寝てろ」

「──せん、」

　先生。

　その呟きすら最後まで言わせず、ヤムセは〈夜〉魔術を使ってリティーヤを強ごう引いんに眠ねむらせた。高ぶっている神経を撫なでるように落ち着かせ、意識を奪うばい取る──一いつ瞬しゆんで、彼女はかくりと彼の腕うでの中に倒たおれ込む。それをもう一度寝台の上に横たえ、毛布を喉のど元もとまで引き上げた。

　──せめて、今は、休ませたかった。

　この後報しらせねばならない事実と向き合う前に、ほんの数時間でも。

　ヤムセは彼女の呼吸音が落ち着くのを待って立ち上がった。







　──それは、大きな獣けものの死体だった。黄こ金がね色いろの毛皮としなやかな肢し体たいを持つ獣は、この地上にいるどのような生き物とも違ちがっていた。獅し子しのように大きかったが、全体的なバランスは、オオカミやイヌの方が近そうだった。獣は傷だらけだったが、〈夜〉魔術によって内部から血液という血液を凍こおらされたのが死因だった。ご丁てい寧ねいに、凍り付いた心臓を貫つらぬくように、さらに鋭するどい短たん剣けんが突つき刺ささっていた。

　そして、右前まえ脚あしが、なかった。

　死体は、崩くずれた塔とうから、リティーヤが休んでいた建物の一階ホールに運び込まれていた。

　石板が失われ、この地が再び雪と氷に吞み込まれていく中、その獣も凍り付いたまま、床ゆかの上に転がっていた。

　リティーヤは二度目の目覚めの後、それと対面した。

　目を丸くして、死体を見つめ、立ちつくした。

　やがて、力を失ったかのように膝ひざをつく。

　舌のだらりと垂れた獣の口を見つめて、それから手を伸のばし、ぼんやりと開いたままの瞼まぶたに触ふれる。

　だが、目を閉じさせることすらできなかった。死体は完全に凍り付いていた。

「…………」

　リティーヤは一言も喋らず、その毛皮に触れ、肉の感かん触しよくを確かめ、顎あごを撫で、口の中に指を入れ、牙きばを触さわり……両手でその顔をなで回すように触れた。

「……この子連れて行けるんですか？」

　嗄しやがれた声だった。

「無理だ。橇そりが足りない」

「…………置いていくんですね」

「リティーヤ。確かく認にんするが」

　リティーヤの指が、慈いつくしむように獣の頭を撫でている。確認するまでもないことなのは確かだったが、彼は義務を果たすことにした。

「それは、《始原のキツネ》で間違いないな？」

「……あたしの知る限りでは、間違いないです」

「……五分後には出る。それまで好きにしろ」

　突き放したような言い方になったのは、自分自身に苛いら立だっていたからだ。だがリティーヤは僅わずかに目を細め、口元を歪ゆがませ、微笑ほほえみのような表情を浮うかべた。

「はい」

「…………」

　ヤムセは彼女にかける言葉を知らず、そのままにして、扉とびらを閉めた。




　──それは、ヤムセにとっても、あまりにあっけない結末だった。

　ヤムセは閉めた扉にしばらくもたれ、吹ふき付ける風を感じながら考えた。

《キツネ》は〈昼の王〉で、おそらくは石板を破は壊かいした張本人だ。長く、生きてきたのだろう。今では失われた古い魔ま術じゆつを幾いくつも知っていたはずだし、強い魔力の持ち主でもあったはずだ。

　その人間ならざる肉体と精神を持っていたはずの《キツネ》が、どうしてあれほどリティーヤに執しゆう着ちやくし、命まで捨てることになったのだろう？　長く生き、様々な人間と出会ってきたのなら、どうして彼らではなくリティーヤのために、そうしたのだ？　彼らとリティーヤの間に、どういう違いがあったというのだ。彼はいったいどうしてリティーヤをあれほどまでに、




　愛した？




　不意に浮かんだその言葉に驚おどろき、ヤムセは顔を上げた。風は強かったが、その時極地にしては珍めずらしく太陽が顔を覗のぞかせた。雪交じりの風越ごしに見上げる太陽は、白く力なかった。

《キツネ》ははっきりとリティーヤを愛していた。

　ヤムセには羨うらやましいほどの一いち途ずさで、彼女を愛していたのだ。

　ヤムセは自分が《キツネ》に与あたえた傷が結局塞ふさがっていないことに気付いていた。あれが癒いえていたら結果は違ったかもしれない。《キツネ》の死に、ヤムセは間接的に関かかわっている。

　無論、一度ならず《キツネ》を殺そうと思ったのは事実だ。《キツネ》が七年の歳月を経て自分の前に姿を現した時から、対決が必要なのはわかっていた。相手が自分に憎ぞう悪おを抱いていることも、自分が相手を疎うとましく感じていることも。《始原のキツネ》という存在そのものにどこか不信感を抱いていたし、それは実際に《キツネ》と遭あうことで助長された。あれは人間の味方ではない、ならばおとなしく道を譲ゆずって口を閉じていて欲しい。できないのならつぶし合うしかない。そういうふうに思っていた。

　だから腕を叩たたき切ったことに後こう悔かいなどまったくない。

　だが、リティーヤの顔が目の前をちらついて離はなれない。

　リティーヤは、ヤムセを見て、微笑みに似た表情を浮かべていた。こんな場面で笑えるわけがない。彼女は無む理り矢や理り、泣き顔以外のものを作っていた。それがたまたま笑え顔がおだった、そういう顔だ。

　彼女は泣かないだろう、少なくともヤムセの前では。

《キツネ》は、彼女の家族も同然だったのだ。

　投げやりな気分だった。最低な気分だった。吐はき気がして、拳こぶしを痛めつけるためだけに何かを殴なぐりたくなった。だが八つ当たりをするには、ここはリティーヤに近すぎ、彼は視界を覆おおう雪すべてをかき消したい衝しよう動どうに駆かられながら、その扉の前から離れた。




　極地を抜ぬけて、観測所に戻もどったのは、それから四日後のことだった。

　その後は、観測所からブルーライド、ブルーライドから鉄道で東部まで、何事もなく進んだ。何か起こればいいと思っていた。すべてのことを後回しにできる何かが起こればいいと、そう思っていた。

　だが道程は嫌いやになるほど順調で、何の足止めもなかった。

　移動の車内で、リティーヤは黙だまり込んでいた。誰だれもがそうだった。

　たまたまリティーヤと二人きりコンパートメントに乗り込んでいたヤムセは、朝から飽あきもせずリティーヤを眺ながめていた。リティーヤは彼の視線にほとんど頓とん着ちやくせず、ぼんやりと車窓を眺めて過ごしていた。窶やつれ、そのせいで目がいつもより少し大きく見えていた。はかなく、華きや奢しやで、下手に扱あつかえば壊こわれてしまう身体からだなのだと、ヤムセはその時強きよう烈れつに思い知らされた。

　──半日以上、二人とも黙り込んで過ごした。やがて車窓の景色が青い闇やみに沈しずみ、小さな車内灯がコンパートメント内を照らす頃ころになって、やっとヤムセはリティーヤに声をかけた。

「リティーヤ」

「……あ、はい」

　車窓を眺めていたリティーヤが、一いつ拍ぱく後おくれて応こたえ、顔を上げた。

「私は《学園》を離れねばならん」

「…………？」

　リティーヤはぼんやりとヤムセを見つめて、小首を傾かしげた。

「…………はい？　すいません、よく聞こえなくて」

「ユローナが出しゆつ奔ぽんした後、彼女の研究について調べていたことがある。ユローナの研究は否定され、著書の閲えつ覧らんも大たい抵ていは禁じられている。それに手を出していたのを嗅かぎ付けられた。遠えん征せい前に裁判になれば遠征に参加できない。だから取引をした」

「……先生？」

「内部調査局や学長とも話はついている。遠征の成否が私の処分に影えい響きようしないよう、出発前に裁判なしで処分が決定された。──事実上の追放処分だ」

　アイスブルーの目がこれ以上ないくらい見開かれる。膝の上に置かれた手が、震ふるえている。笑い顔を作ろうとして、彼女は失敗している。

　ヤムセはその目を見つめ、淡たん々たんと話し続けた。

「本部に戻り、報告を終えたら、辞やめる」

「…………や、でもですね」

「おまえの指導はバドかテヨルに任せることになるだろう」

「そうじゃなくて、ええと、先生は、どう」

「私はしばらくロードマスターと行動する。おまえの友人をどうにかできるかはわからんが、まだやるべきことは残っている」

「いやいや、そういうことじゃなくて、あれ？　そういうことか。あれ？　ええと」

　リティーヤは引きつった顔で、なんとか言葉を紡つむごうとしていたが、どうにもできずに結局俯うつむいて頭を搔かいてしまった。

　汽車が降りる予定の駅に近づいていた。リティーヤもヤムセもそれに気付いていたが、動けなかった。リティーヤは俯き、顔を上げられなかったし、ヤムセはそれを見つめていた。

　リティーヤは、頭を搔いていた手で、額を押さえた。降りてくる前まえ髪がみをかき上げ、握にぎり、声を絞しぼり出す。

「つまり、先生は」

　車窓の景色が変わる。平らな土地は畑に雪が積もったもので、それから建物が増え、鉄橋で川を越こえ、駅が近づいてくる。

「もう、あたしの、先生じゃ……なく、」

「リティーヤ」

「なくなって」

「…………」

「辞め……」

　車体が減速しながら駅の中に滑すべり込み、やがて止まる。降りる人々と乗る人々が入り交じる一いつ瞬しゆんがやってきて、リティーヤはハッとして顔を上げた。

　目が合った。

　二人とも黙って、互たがいの目を見ていた。

　車外では、人々の移動のために、ざわめきの波が生じていた。

　ヤムセの顔をほうけたように見つめるリティーヤの目が、ふる、と揺ゆれた。

　一息に彼女は立ち上がり、右手で、ヤムセの頰ほおを鋭するどく打ちよう擲ちやくした。

　甲かん高だかい音がコンパートメント内に鳴り響ひびいた。

　ヤムセは避よけなかった。

「わけ……わかんないです」

　小さな声が、降ってきた。

　リティーヤは身の回りの品をかき集め、乱雑に鞄かばんに詰つめ込むと、ヤムセに顔を見せないように俯いて、ぱっとコンパートメントのドアに飛びつき、ホームに飛び降りた。ヤムセは一瞬目を閉じ、その痛みをしっかりと認にん識しきしてから、自分の鞄を手に取って、ホームに降りた。

　すでに他ほかのコンパートメントにいた魔ま術じゆつ師したちは全員降りて、乗り換かえのために連れん絡らく通路の方へ移動しているところだった。リティーヤの姿はその流れの中に紛まぎれ込んでいた。ゼストガが、彼女に気付いて声をかけている。リティーヤは目元を一度袖そで口ぐちで拭ぬぐってから、なんでもないふうを装よそおって答えている。

「ヤムセ」

　それを目で追いつつ、集団からは少し離れてホームを歩く彼に声をかけたのは、バドだった。

　バドは無理がたたったのか、極地を離れてもなかなか体調が回復せず、ここ数日は熱を出していた。相変わらず優すぐれない顔色で、彼はヤムセに言った。

「話したのか」

「……聞こえたんですか」

「リティーヤが何か変だ。見ればわかる。おまえも変だ」

「…………変ですか」

「変だ」

　隣となりに並んだバドが、ちらりとヤムセを見上げる。

「口の横、切れてるぞ。殴られたか？」

「…………」

　ヤムセは黙って口元を拭った。確かに血がついていた。平手を食くらった時に、嚙かんでしまったか、引っかかれたのだろう。

「……殴られて当然だ。こんなにせっぱ詰まってから言うバカがいるか」

「もっと前に言っても、反応も結果も変わりません」

「心の準備というのが──いや、もういい、これからどうするんだ」

「追放処分になったのはロードマスターもですから、彼と話し合って、裏からできることがないか考えます。石板は……少なくとも、《風と八月党》の手にあるべきものではないはずです」

「無む償しよう奉ほう仕しか。ご苦労なことだな」

　嫌みのつもりか、バドはそう吐き捨てた。

「おい」

「はい」

「リティーヤはどうするのだ」

　ヤムセの足が止まった。階段を上りかけていたバドは、立ち止まって彼を振ふり返った。

「歩きながら話せ」

　集団からはすでにかなり後れていた。ヤムセは言われた通りに階段を上り、またバドと肩かたを並べて移動しながら言った。

「リティーヤは《学園》の人間です。私がこれ以上口出しすることはできません」

「実験動物のようになるのがわかっていて、《学園》に置いていくのか？」

　リティーヤによって得るところは大きかったし、《始原のキツネ》についても収しゆう穫かくはあった。だが、それでも遠征が失敗し、リティーヤにまだ解明すべき点が残っている以上、魔ま導どう書しよ調査委員会は彼女を逃にがしはしないだろう。わかりきっている。

　わかっていて、置いていくのかと、バドは訊きいているのだ。

「……連れて行くのが私の役目だと、バドは思うのですか？」

　冷れい淡たんな、感情のこもらない声で、ヤムセは尋たずねた。押し殺した苛いら立だちを感じさせる、穏おだやかならざる声こわ音ねだった。

「私はあれのお守もりではありません」

「そんなことは知っている！　おまえのためにも言っているんだ。置いていけば絶対に後こう悔かいするぞ。くそ、俺だって想像もしなかった！　おまえが指導者なんて、絶対無理だと思っていたのに！」

「私もそう思っていました。今も思っています」

「ああ、そうだろうな。まともな指導者の態度じゃない。だが、それでも、おまえたちは──」

　バドが、額に掌てのひらをこすりつけるようにして、乱暴に髪かみを搔き上げた。苛立ち、吐はき捨てるように、彼は言った。

「うまく回っているように見えたんだ」

「…………」

「あの子なら、もっとおまえをわかってやれるのかもしれないと、そう思ったんだ。くそ！」

「バド、私はもう答えました。これ以上、口を出す理由はありません」

「ああ──ああ、そうか！　わかった、もういい！」

　連絡通路は終わり、彼らは階段を下って、改札から待合室に出た。乗り換えの列車が来るまで、しばらく時間がかかるだろう。魔術師たちはばらけて、ベンチに座ったり荷物に腰こし掛かけたりしている。ヤムセはリティーヤが時計のかかったポールの下に立ち、俯いているのを無意識のうちに目で追っていた。

「……おまえが納なつ得とくしているなら、もうどうでもいい」

　バドは、投げ出すように言った。ヤムセは気け怠だるげに立つバドを見た。バドは列車を待ってか、遠くを見ていた。

「……忘れろ」
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「ご苦労様でした」

《学園》の第十八代学長であるオルドゥナは、執しつ務む机に肘ひじをつき、手の甲こうに顎あごを載のせてそう言った。見る者の意識を引きつける鮮あざやかなブルーの双そう眸ぼうが、ヤムセを見つめて微笑ほほえむ。儀ぎ礼れい的な、感情のこもらない微笑みだった。彼女の真意はその笑えみよりも、その目の奥に宿る苛立ちにあった。

　期待に応こたえられなかったヤムセへの失望と、自身の考えが甘かったことへの苛立ちといったところだろう。学長と接する機会は多くはないがゼロでもなく、ヤムセは彼女に相そう応おうの敬意を抱いだいていた。だが、これからは、彼女との関係も変わってくる。何もかもが変わる。ヤムセは《学園》を離はなれるのだ。

　彼女の、作り込まれた笑顔を見つめて彼は言った。

「お世話になりました」

　一瞬、彼女の目元が微かすかに歪ゆがんだ。眉み間けんに小さな皺しわを一つ作り、オルドゥナは椅い子すの背にもたれる。

「……残念です、ヤムセ」

「はい」

　学長の執務室の、大きな窓からは、昼の光がさんさんと降り注いでいた。

　ヤムセはその窓を背負うように椅子に座る、小こ柄がらな女性学長を見つめ、心から言った。

「とても残念に思います」

「…………」

　オルドゥナは笑みを消して、目を伏ふせた。その顔に悲ひ哀あいが過よぎったのは数秒のことで、彼女はすぐにまた目を上げ、苦く笑しようを浮うかべた。

「あなたがユローナに連れられて初めて《学園》に来た時のこと、覚えていますよ。あなたは謙けん虚きよで礼儀正しくおとなしかったけれど、目は挑ちよう発はつ的でした。言葉の端はし々ばしにも感じられました。きっと、それをわざと滲にじませるような話し方をしていたのでしょうね。わかる者にはわかるように。少し、わかりやすすぎるというか……あからさますぎるようには思いましたが」

「…………もうよく覚えていません」

　ヤムセは鼻白み、思わずそう言ったが、実際はオルドゥナの言葉に記き憶おくを刺し激げきされていた。そう、確かに、自分は表面上はおとなしい方だったはずだが、実際はかなり生意気だったように思う──正直、恥はずかしい。

「でも可愛かわいかったわ！」

　オルドゥナが、苦笑を、より綺き麗れいな笑みに変えてそう言った。明るく、少しだけ遠い過去に思いを馳はせる──そういう顔だった。懐なつかしみ、いとおしむ笑みだった。

「あなたは頭の良い子どもでした。世間を知らなくて、背せ伸のびをしたい盛りの、可愛い子どもでした。ヤムセ、私はあなたを一目見て気に入ったんですよ。あなたが成長したらどうなるのかしらって考えて、わくわくしました──そう、少し予想は外れてしまいましたが、嫌きらいではありません。これからも楽しみでした。きっと、もっと色々吸収して、成長していくのだと思っていました。私の下もとで……」

　オルドゥナの眉まゆが、優やさしく下がる。悲しいような、困ったような顔だった。

「そうならないのは残念ですが、これからのあなたが、私はやっぱり楽しみです。《学園》の学長としてではなく、一人の魔ま術じゆつ師しとして、あなたより少しだけ年上のおばあちゃんとして、あなたの行く末を、楽しみにしています。こんなところで躓つまずいたきり起きあがれなくなるなんて、そんなの許しませんからね？」

　その言葉が、ヤムセの気分を少しだけ穏やかなものにした。捨てねばならないものの重みは確かにあったが、不意に開けたまっさらな視界は、そう悪いものではなかった。その心地ここちよさを無視する必要はないのだ。

　ヤムセは様々な思いを──感謝と、後ろめたさと、申し訳なさと、不安と、期待と、色々なすべてを込めて、彼女の目を見つめた。

「ありがとうございます」

　オルドゥナの目は、悪戯いたずらっぽく輝かがやいていた。




　問題は山積していたが、ヤムセにもロードマスターにも時間がなかった。

　ヤムセが秘ひ匿とくする五つ目の石板のことも、シルルトに従っていた金色の目の少年のことも、シルルトの誘さそいのことも、話し合うことすらできないでいた。死亡扱あつかいとなったロードマスターは本部に寄らずアムブールの町に宿を取っており、ヤムセとは離れていたし、互たがいに私物の処分や、出発準備に追われていた。ヤムセに与あたえられた僅わずかな時間は瞬またたく間まに過ぎ去って、あまりにあっけなく《学園》出立の日がやってきた。

「あー……結局話し合う暇ひまもなかったねえ」

　二日ぶりにヤムセと顔を合わせたロードマスターが、困った様子で頭を搔かく。出発の日だからとヒゲだけは剃そっていたが、相変わらず髪はぼさぼさ、コートはよれよれだった。店員が、胡う散さん臭くさげに一いち瞥べつして通り過ぎていく。

　ヤムセはコーヒーを啜すすった。彼も今は《学園》のコートを着ていなかった。素っ気ないが仕立ての良い黒の上着にズボン、タイ、オーバーコートという恰かつ好こうだ。場合によっては身分をおおっぴらにできないこともあったから、私服に慣れていないわけではない。だが、なんとなく落ち着かない。

　彼らは、出発当日になってやっと額をつきあわせ、駅前のカフェで時間を潰つぶしていた。《学園》に戻もどれないロードマスターは遠えん征せい隊がアムブールに着いたと同時にヤムセらと別れていたから、それ以来ということになる。

「まあ、これから幾いくらでも時間は作れるだろうから、いっか」

　ロードマスターがそう言い、パフェの山を崩くずしにかかった。ヤムセは頰ほお杖づえをついたまま、羨うらやましそうにそれを眺ながめる。

「……んな目で見ないでよ。キミも注文すれば良かったじゃないの」

「気分じゃないと思ったんです」

「……ふぅん。珍めずらしいね」

　聞いたよ、とロードマスターはスプーンでアイスクリームを口に運びながら言った。

「リティーヤに殴なぐられたって？」

「平手を食くらっただけです」

「それ、何か違ちがうの？」

「…………」

　ヤムセは黙だまって、またコーヒーを啜った。口の横の傷はまだ時々痛んだが、わざわざ魔術で治す気にもなれずそのままにしていた。

　彼らは、南部行きの列車の出発を待っていた。煙草たばことコーヒーの匂においが染しみついた壁かべには、黒ずんだハト時計がかけてあった。正午になったら、移動を開始しなければならない。

　南部行きはヤムセの事情とロードマスターの事情の絡からみ合った結果だった。彼らはしばらく行動をともにすることではすでに意見を一いつ致ちさせていた。彼らが《学園》を出て行こうがなんだろうが、事態は動いているのだ。次の台座の出現が正念場となるだろう。その時までに何ができるか、その時どう動くか、それを決めるのはこれから、列車の中でということになるだろう。

「ねー、ヤムセ」

「ここの代金なら払はらいませんが」

「……けち。いや、そうじゃなくてさ」

　ロードマスターはグラスに口をつけてパフェをかき込み、口の端はしについたクリームを舌で舐なめ取ってから言った。

「なんか動く気あるなら、先にボクにも教え──」

「良かった、間に合って！」

　少し離れたところからかかった声が、彼らの会話を遮さえぎった。振ふり返ると、テヨルが店内に入ってきたところだった。見送りに来ると言っていたのを思い出し、ヤムセはコーヒーを飲み干した。時間もそろそろ迫せまっていた。

「テヨル、ボクのお見送りに来てくれたの？」

　ロードマスターが感動した顔で言い、席を立つ。ヤムセはその袖そでを引いて一いつ旦たん引き留め、店員を呼んできっちり支払いを済ませてから、いつもの旅りよ行こう鞄かばん一つを持って立ち上がった。他ほかの荷物は、すでに次に落ち着く予定の場所に送っていた。

　揃そろって出口に向かいながら、テヨルがロードマスターの先さき程ほどの言葉に答えて言った。

「幾ら魔ま力りよくを奪うばわれるような間ま抜ぬけでも恩人は恩人ですから」

「……ひどいよテヨル！　もう苛いじめないでくれたっていいじゃないか！　それにあれはボクだって色々頑がん張ばった結果だったんだよ？」

「繰くり返し言っておかないと、ロードマスターはうっかり同じようなミスをして今度は命まで奪われかねません」

　テヨルは口元に笑えみを浮かべてそう言った。珍しくも嫌いやみだ。だが、その目は真しん剣けんで、ロードマスターは決まり悪そうに口を噤つぐんで、テヨルの後について店を出た。テヨルは、ロードマスターがリティーヤを守って魔力を失ったことを責めてはいない。むしろ誇ほこりに思っているだろう。だが、それとこれとは、また別の話なのだ。彼女は心配なのだろう──どちらが育ての親か、よくわからない。

　ヤムセも続いて外に出て、雪を照り返す通りの眩まぶしさに目を細める。

　駅前通りは馬車と人が行き交かっていた。通りの終点は、ガラス屋根を頂くホームと、煉れん瓦が造りの駅舎からなるアムブール中央駅だ。

「そういえば、バドは？　今後のこと、ちょっと相談したかったんだけど」

　駅へ向かって歩きながら、ロードマスターはテヨルに尋たずねた。

「駅に直接来ると思います。ただ、駅にはたぶん、他の人も来ますから……」

「えーと、一応ボク死んだことになってるから、大人数のお見送りはないはずだよね？」

「……魔ま導どう書しよ調査委員会です」

「うへえ」

　ロードマスターが溜ため息いきを吐はき出した。彼らの後ろを歩くヤムセにも、白い息が顔の横を通り過ぎていくのが見えた。

「つまり、ボクらがちゃんと町を出るか確かく認にんするってこと？」

「そのようです」

「…………警けい戒かいされたもんだねえ」

「それに、駅には──」

　テヨルが、ちらりと後方のヤムセを見やって、言った。

「リティーヤも来るので。その護衛と監かん視しも兼かねているようです」

　ヤムセは空を見上げた。ビルとビルの間から覗のぞく空は、白い雲が全体にかかり、太陽もその向こうに隠かくされて、薄うすぼんやりとした光を微かすかに放っているだけだった。最近、東部は気温が上がって雪が解けることが多くなっており、道ばたに避よけられ、積み上げられた雪はすでに幾らかそのかさを減じていたが、今日は数日ぶりに寒さがぶり返していた。




　バドらが駅に着いたのは発車予定時刻の五分前だった。もう大して時間はなく、ヤムセとロードマスターは彼らと一いつ緒しよにホームに出た。列車はすでに停車していた。ロードマスターは魔導書調査委員会の目を気にしつつ、バドにこそこそと今後の指示を耳打ちした。

　リティーヤも、来ていた。

　まだ彼女は研究室に所属することを許されていたが、魔導書調査委員会の庇ひ護ご下に置かれることになるのは時間の問題だった。おそらくは数日のうちに正式な命令が文書で下されるだろう。それでも、この数日、リティーヤはまるで変わりなく、論文の準備がどうの、講義がどうの、と騒そう々ぞうしく過ごしていたようだった。バドやテヨルに対する時は、普ふ段だんと変わらない。笑いもするし、文句も言うし、ふざけもする。ただ、あからさまではないにしろ、ヤムセのことは遠ざけている節があった。ヤムセも忙いそがしかったので、接せつ触しよく自体が少なかったのだが。

　リティーヤは、ロードマスターと挨あい拶さつを交かわし、それからヤムセを、ちらりと見た。帽ぼう子しとマフラーの間から目だけ覗かせるようにして、ちらりと。

　目が合った。

　たぶん、四日ぶりくらいに。

「どもです」

　もごもごとリティーヤは言い、隣となりのバドに後頭部を叩たたかれた。きちんと挨拶をしろ、ということだろう。リティーヤは頭を押さえて叩かれたことに文句を言い、それからまたヤムセを見て、しばらく躊躇ためらったのちに、思い切った様子で口を開いた。

　だが彼女が何か言う前に、ヤムセが言った。

「すまなかった」

「────」

　リティーヤは、言葉を出せずに口をぱくぱくさせた。

　しばらくそうしてから、気分を入れ替かえるように、一つ咳せき払ばらいをする。

「……いや、その。あたしこそ、引っぱたいちゃって」

「効いた」

「ああ……まあ、そんな感じがしました。いい音でしたからねー……」

　はは、と笑って、リティーヤは頭を搔いた。

「や、ほんと、びっくりしちゃったんです。ごめんなさい。それに、えーと、足ひっぱったりなんだり、今まで、色々と……」

　要領を得ないことに気付いてか、リティーヤは、あーこりゃダメだ、と呟つぶやいた。

「色々ありすぎて全然まとまんないや。えーと、要するにあんまり心配しないでください、ってことで。ほら、なんかもーとんでもないことだらけだったんで、そりゃ、ちょっとまだ動どう揺ようしてますけど、大だい丈じよう夫ぶです。あたしってなかなかタフなんですよー。家族捜さがしてふらふらしてた時に、鍛きたえられたのかな？　まだまだいける！　って思っちゃうんですよね、状じよう況きようがぎりぎりなほど。だからもー、大丈夫です。ね、ほんとに」

　一方的にそうまくしたてた。唇くちびるは色を失い、本来ならば寒さのために赤く染まるべき頰ほおすら抜ぬけるように青白く、ろくに寝ねてないことも、ずっと、思い悩なやんで抱かかえていることがあるのも明らかだった。それなのに、彼女はへらへらと笑って指を折った。

「えっと、九、十ヶ月……くらいですよね。考えてたよりはずっと短いですねー。でも、もの凄すごく思いがけないところで終わっちゃいますけど、あたしは先生に色々教えてもらえて、楽しかったですよ。まあこれが今生の別れじゃないですし、そのうちまた会えると思うんですけど。あっ、そうだ、そのうちあたしが専門課程ちゃんと修しゆう了りようして、正魔ま術じゆつ師しになったら会いに来てくださいよ！　そうだそうだ、追放って言ってもアムブールに来るくらいいいですよね？　ね、そしたら先生に特大の……なんだろ、ケーキとか、奢おごっちゃいますから！」

「…………」

　ヤムセは、答えなかった。ああ、とも、いや、とも言わずに、彼女を見ていた。

「そろそろ、時間ですよ、ヤムセさん」

　リティーヤの後ろで懐かい中ちゆう時計を見ていたゼストガが、静かにそう呟いた。一いつ瞬しゆんリティーヤの顔が陰かげるが、彼女はすぐに気を取り直したように、その日一番の笑顔を、ヤムセに向けた。

「先生──元気で」

　ヤムセとロードマスターがそれぞれの荷物を持ってコンパートメントに乗り込み、駅員が外からドアを閉め、鍵かぎをかけると、もう発車時刻だった。ヤムセは窓を開け、ホームを見た。ホームには、魔導書調査委員会からゼストガともう一名が来ており、彼らの前にバドとテヨルがいて、リティーヤは彼らから少し離はなれて、ぽつんと立っていた。すでに汽笛は鳴り、汽車が動き出しており、リティーヤは気が抜けたのか、もう笑ってはいなかった。

　俯うつむき、肩かたを落とし、小さくなって──震ふるえていた。

　俯いていたせいでどんな顔をしているのかははっきりと見えなかったが、その鼻が、赤くなっているのはわかった。頰は白いくせに、その鼻だけは、泣き顔のように赤く──。

　──ああ、これのことか、と彼は思った。




『リティーヤさんを一番悲しませて、困らせてるのは、あなたじゃないんですか？』




　彼女は時々、ヤムセの前で泣いた。ヤムセに隠れて泣いた。彼女を泣かした数で言えば、そう、確かに、かなり多いかもしれない。だがそれは指導教官という立場上、厳しい言葉も必要とされるからで──いや。

　違ちがう。

　自分はもう彼女の指導教官ではないのだ。

　では、彼女は今、どうして泣いている？　彼は今、どうして彼女を泣かせている？

　あまり気付きたくないことに気付いてしまいそうで、ヤムセは眉み間けんの皺しわを深くした。冗じよう談だんじゃない──いや、だが、わかってもいた。わかっている。

　あの涙なみだは、彼女が彼を必要としているからだ。

　わかっていた。自分が動かなければならないことは、わかっていた。

　彼女を今一番助けられるのは自分だという自負が、彼にははっきりとあった。

　心配し、声を荒あららげていた先せん輩ぱいと、不安に襲おそわれ、確認した室長の言葉が思い浮うかぶ。




『リティーヤはどうするのだ』




『なんか動く気あるなら、先にボクにも教え──』




　先輩にはちょっと虫の居所が悪かったんですと言い訳し、室長にはタイミングが悪かったですねと慰なぐさめの言葉でもかけねばなるまい。実際、その通りだった。自分のすべきことなど、誰だれに言われずとも、先輩や、室長や、死んだ《キツネ》に言われずとも、わかっていた。

　当たり前ではないか？　彼女は彼の弟子でしで、どういうわけか彼を時々わがままな子ども扱あつかいし、それでいて子どものように真っ直すぐに彼を見上げる、面めん倒どうな、きわめて面倒な相手なのだ。

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで放ほうり出していったら、百倍面倒なことになるに決まっている。

　ヤムセは、窓から手を出し、ドアの掛かけがねを外し、彼女の名を呼んだ。

「リティーヤ！」

　部外者であるヤムセには、リティーヤの処しよ遇ぐうについて口出しは許されていない──勿もち論ろん。

　ならば、それ以外のものを出せばいいのだ。




　リティーヤは、すべてを自分の中に抱え込むのが無理だということくらい、わかっていた。どこかで堤てい防ぼうは決けつ壊かいして、自分は崩くずれるだろう。けれどそれは今ではいけない。もう数日、もう一日、もう数時間、そしてもう数分。決壊のタイミングをなんとか先延ばしにして、今日まで来た。

　ヤムセとロードマスターが出立する、今日まで。

　極地を後にしてから、あの《王宮》であったことを、ずっと考えていた。

　石板のこと、ミカのこと──ミカとシルルトたちの行方ゆくえは、リティーヤには情報が入ってこない。だが、たぶん何もわかっていないだろう。ゼストガにかまをかけて聞き出そうとしてみたが、彼の反応からして、情報はないのだ。

　幸いにしてイルザークは生きている。北部で別れたが、重傷を負っていたものの、少なくとも別れた時は生きていた。連合側の人間である彼を、ミカの後こう援えん者は《学園》に渡わたす気はなかったらしく、ブルーライドに戻もどった時にはもう迎むかえが来ており、他ほかの隊員たちと一いつ緒しよに入院措そ置ちが取られた。今はどうしているかはわからない。別れる時も、リティーヤはほとんど話せなかった。何しろ、彼の意識が戻ったのはその前日だったのだ。

　彼は、ミカを助けようとするかもしれない。

　そうあって欲しいと思う。リティーヤには、もうミカを助けることはできないのだから。

　……リティーヤには、きっともう自由はない。

　遠えん征せいが失敗した以上、それは受け入れねばならない結果なのだ。

《学園》を離れるとはいえ、ヤムセやロードマスターはまだこの件に関かかわろうとするだろうし、それならミカに関しては希望は潰ついえたわけではない。どうにか、なるかもしれない。

　だが、もう、どうにもならないこともあった。

　リティーヤは最近妙みように昔の夢を見る。一匹ぴきのキツネと過ごしていた、七年前の夢だ。寒くて、ひもじくて、辛つらいことばかりのはずだったのに、夢は思いの外優やさしく、温かく、リティーヤは夢の中で幸福だった。そして、真夜中に夢から覚めては、肌はだに当たる現実のシーツの冷たさと、闇やみの重さとに驚おどろき、しばらくまともに息もできなくなった。何度もしゃくり上げるように息をして、それを繰くり返して、ようやく明け方に落ち着くのだ。それでも、涙は涸かれたように一いつ滴てきも出なかった。出さなかった。まだ崩れてはダメだ、まだここは持ちこたえなければ、そう言い聞かせ、シーツを嚙かんで絶ぜつ叫きようを押し殺して耐たえた。

　しばらくぶりに涙が出たのは、汽車に乗り込むヤムセの背中を見た瞬しゆん間かんだった。全身から力が抜けて、自然と視界が歪ゆがんで、気が付いたら泣いていた。バドやテヨルに気付かれたくなくて、声も出さなかったし洟はなを啜すすりもしなかった。ただ俯いて少し震えた。

　ああ、今、あたしの身体からだ、半分くらいになっちゃったのかな。

　そんなふうに思って、少しだけ、笑った。

　──ヤムセが、《学園》を去ると知らされた時、頭が真っ白になった。かなり前からそういう不安はあったし、《キツネ》も彼はいなくなるかもしれないとうそぶいていた。それでも最近は、やっぱりヤムセがいなくなるわけがないと、どこかで思っていた。彼はリティーヤがそばにいるのが当たり前のような態度だったから、いつしかリティーヤ自身も、そんなふうに思うようになっていた。本当にいなくなってしまうのだ、冗談なんかではない、とわかった時には、思わず手が出ていた。詰なじるつもりはなかった。ただ、驚いて、本当にどうしたらいいかわからなくなったのだ。彼の存在がぽっかりと欠けることを実感し、どうして、どうして、どうして、と何度も繰り返し頭の中で叫さけんで、それが表に出た時、平手打ちという結果になった。

　どうして、彼が。

　勿論、理由も知らされたが、彼がユローナの研究に手を出したのはずっと前のことらしい。それなら、今いま更さらそのことでそこまで罰ばつせられるのは、普ふ通つうではない。きっと魔ま導どう書しよ調査委員会が、リティーヤからヤムセを引き離そうと画策してやったのだ。

　──あたしのせいだ。

　だから、リティーヤはせめてヤムセに絶対に泣き顔を見せないで送り出そうと決めた。心配させないように、心残りがないように、彼を送り出そう。最後くらいは、笑え顔がおで。

　そう思っていたのに。

「リティーヤ！」

　リティーヤはぴくりと肩を震わせ、急いで手て袋ぶくろの甲こうで涙を拭ぬぐってから顔を上げた。見ると、ヤムセがドアを大きく開け、そこから半ば身を乗り出していた。すでに列車は動きだし、リティーヤとの間には少し距きよ離りができていた。泣いていたことがばれてしまったかと思い、リティーヤは焦あせった。

　だが、ヤムセは冷静にリティーヤを手招きした。

「ちょっと来い」

「は？　え」

「忘れていた」

　忘れ物でもあるのだろうか？──リティーヤは慌あわてて汽車を追った。汽笛がまた鳴った。汽車は徐じよ々じよに速度を上げており、リティーヤは小走りにならねばならなかった。長距離列車だったから、見送りの人間は他にもいて、それを搔かき分けるようにした。ヤムセは、コンパートメントごとにあって、直接外と通じるドアを開けて身を乗り出し、いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、リティーヤを見ている。口の横には、小さな傷があった。リティーヤが横っ面つらを引っぱたいた時にできた傷だ。あの傷もすぐになくなるのかと思うとリティーヤは強い空むなしさを感じた。どうせなら最後にもう一度触ふれてみたいと思いながら、口ではまったく違ちがうことをもごもごと呟つぶやいた。

「先生、何……」

「手を出せ」

　リティーヤが車体のすぐ横につくと、ヤムセはドアにかけていた手をリティーヤに向かって差し伸のべた。彼の口の横に残る傷に気を取られていたリティーヤは、その手に驚いて目をしばたいた。

「へ？」

「！　リティーヤさん、待っ──」

「あ、手ですね」

　何な故ぜか背後からゼストガの声が聞こえたが、リティーヤはとりあえず目の前にある手を優先させた。その手から何か渡されるのだろうと考え、何の疑いも抱いだかずにヤムセの手を取った。

　一いつ瞬しゆんだった。

　ぐいと手が引っ張られ、同時に反対の、つまり左の脇わきの下から腕うでを入れられ、身体が浮いた。ぽかんとする間に視界は回転し、気が付いた時には背中から座席に叩たたき付けられていた。
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「ぐふっ」

「いっ!?」

　悲鳴を上げながらも支え、衝しよう撃げきを和やわらげてくれたのは、その座席に座っていたロードマスターだった。リティーヤは彼の腕に抱き留められる形になったが、礼を言うどころではなかった。

　列車は、今も走り続けている。そろそろ、人が走るくらいの速度になっていた。ホームからは、何やら罵ば声せいと怒ど号ごうが聞こえてくる──今のはゼストガの声ではなかろうか。けれどそれもどんどん遠ざかり、ぱっと視界が開けたと思ったら、列車はガラス張りの屋根の下から抜ぬけ出ていた。がたごとと、安定した揺ゆれと速度で、列車はなめらかに線路を走っていく。

　ヤムセは、ロードマスターの向かいの座席に座り、お気に入りの安っぽい小説を取り出し、栞しおりを挟はさんだところから読み始めている。

「…………」

　リティーヤは呆ぼう然ぜんとして、座席に座り込んでいた。何が起こったのかよくわからなかった。そうだ、自分はそもそも、この男を見送りに来ていて──見送り──……。

　決して、汽車に乗りにきたわけではない。

　車窓を流れていく景色と、本を読むヤムセと、頭を抱かかえるロードマスターとを順番に何度も眺ながめ、リティーヤは、え、と声を出した。

　ようやく事態を理解した時、その声は絶叫となって、コンパートメントの中を揺さぶった。

「えええええええええええええええええあああああああああああえええええええええええ!?」

　俯うつむき、頭を両手で抱えたロードマスターが、小さな声で、絶望的な思いを吐はき出した。

「だから、何かやるなら、その前に言ってくれって言ったのに……」

　……涙なみだ混じりだった。




　ヤムセの意図に最初に気付いたのは、ゼストガだった。

「！　リティーヤさん、待ってください！」

　そう叫んで駆かけ出したのに、リティーヤはそれを聞いていなかった。おまけに駆け出したゼストガは、彼の次にヤムセの意図を察したバドによって進路を妨ぼう害がいされた──いや、正確に言うと、単に避よけてもらえなかっただけだ。突つき飛ばそうとしたのに、彼は両足でしっかりホームに立っていた。

「ちょ、どいてくだ──あああああっ」

　バドの背中で一瞬視界が遮さえぎられていた。次に見た時には、リティーヤの姿はすでにホームになかった。ちらりと見えた足を最後に、列車の中に吸い込まれたのだ。魔導書調査委員会から一緒に来ていた魔ま術じゆつ師しもそれを見て悲鳴じみた声を上げた。テヨルは一つ、口笛を吹ふいた。

「大だい胆たんだね、あいつにしちゃあ」

「まったく、それならそうと早く言えばいいものを」

「しょうがないよ、あいつが他人に相談なんてするタマかい？」

　吞のん気きに言い合う研究室の二人を押しのけ、ゼストガらが列車を追った時には、もう遅おそかった。

　ホームの端はしまで走ったが、結局ゼストガはそこから列車を見送ることになった。息を切らしながら、同どう僚りように叫ぶように言う。

「え、駅員に……すぐに、連れん絡らくを！　次の、駅で……」

　だが、同僚はまだ驚きよう愕がくから抜け出せない様子で、遠ざかっていく列車を見つめ、目を見開いて呟いた。

「か、駆け落ちか……？」

　ゼストガは、憤ふん慨がいして、考えていたよりも大きな声で怒ど鳴なった。

「違ちがいます！　あれはただの誘ゆう拐かいです！」

「ああ……まあ……そう……か？」

　同僚は不ふ明めい瞭りような同意を示した。それからやっとゼストガの言葉を実行すべく、何事かと寄ってきた駅員の方へ向かった。

　ゼストガは荒あらく息を吐きながら、忌いま忌いましげに列車の去った方向を睨にらみつけた。

「……ただの、誘拐じゃないですか！」

　挑いどみかかるように吐き捨てて。

　そして、きびすを返して同僚の後を追った。








あとがき






　こんにちは、喜多みどりです。『光炎のウィザード　運命は千変万化』をお届けします。

　前巻から重い展開が続いておりましたが、今回のラストでいつもの『光炎のウィザード』のノリに回帰できた気がします。どんなきっつい出来事や喪そう失しつがあっても、結局はこうなっちゃうんだな、と。バカだなとは思うのですが、一連の展開は、このシリーズで書きたかったものの一つでもありました。いや、勿もち論ろん一番書きたいものが固まっているのは最終巻なんですが。

　ここまで読んでくださって、ありがとうございます。

《キツネ》はこの世界におけるトリックスター的存在として設定していました。かんしゃくとか冗じよう談だんとかで気軽に社会秩ちつ序じよを破は壊かいする、味方でも敵でもない相手で、でもリティーヤにとっては家族です。〇九年夏発売の「The Beans VOL .13」で、七年前の彼らの短編を書かせていただけることになりましたので、よろしければ、どうかお手に取って、読んでみてください。

　今回の表紙ラフをいただいた時は「家族だああああ」と一人ファックスの前で転がっておりました。宮城先生、本当に素す晴ばらしいイラストを、ありがとうございます。それから、担当編集者の木藤女史なしにはこの話はこの話になりえませんでした。ありがとうございます！

　それでは皆みな様さま、願わくは最終巻のあとがきで、また。
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